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美濃加茂市は、山々の緑と清らかな水が流れる豊かな環境の中にあります。

木曽111、飛騨川がつくり出した河岸段丘には、川とともに生き、この地に住ん

だ人々の暮らしがありました。古くから交通の要衝として、陸上では中山道の

宿場町として、河111では木曽川運材の中継地点として重要な役害Ｉを担っていま

した。

今回実施した深渡Ａ地点遺跡の調査は､県営一般農道整備事業に伴うもので、

この道路の建設により、高生産’1生農業の促進と相まって、農業の近代化と農村

環境の改善がいっそう進むものと考えられます。

遺跡の所在する美濃加茂市下米田町は、縄文時代から近世にいたるまでの多

くの遺跡が残っている地域です。今回の調査では、中世の屋敷に伴う区画と考

えられる片薬研掘りによる溝跡や士坑、近代の暗渠などの人々の生活の跡が確

認できました。また、日々の生活において使用した土器･陶磁器類、金属製品、

石器・石製品など多彩な遺物も出土しています。当時の人々の交流や流通を解

明する上でも貴重な資料となりました。

今後、周辺地域とのかかわりが解明されていく事と思いますが、本報告書が

当地の歴史研究の一助になるとともに埋蔵文化財に対する多くの方々の認識を

深めるものとなれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び出土品の整理・報告書作成にあたりまし

て、多大な御支援・御協力をいただいた関係諸機関並びに関係者各位、美濃加

茂市教育委員会、地元地区の皆様に深く感謝申しあげます。

平成16年３月

財団法人岐阜県教育文化財団

理事長曰比治男



例言

１本書は、美濃加茂市下米田町西脇に所在する深渡Ａ地点遺跡(岐阜県遺跡番号21211-04435）の発

掘調査報告書である。

２本調査は、県営一般農道整備事業（牧野地区）に伴うもので、岐阜県基盤整備部中濃地域可茂農

山村整備事務所から岐阜県教育委員会が委託を受けた。発掘調査及び整理作業は財団法人岐阜県教

育文化財団文化財保護センター（平成14年度までは財団法人岐阜県文化財保護センター）が実施し

た。

３発掘調査は、宇野隆夫国際日本文化研究センター教授の指導のもとに、平成14年度に実施した。

４発掘調査及び整理作業の担当などは、本書第１章第２節に一括掲載した。

５本書の執筆及び編集は第５章を除き伊藤利巳が行った。

６発掘調査における作業員雇用、現場管理、掘削などの業務及び空中写真測量は、㈱興栄コンサル

タントに委託して行った。

７遺物の写真撮影は、ＳＴＵＤＩＯＳＫＹに委託して行った。

８放射性炭素年代測定、炭化材の樹種同定、赤色顔料分析、花粉分析は㈱パレオ・ラボに委託して

行った。その結果は第５章に掲載した。

９発掘調査及び報告書の作成にあたって、次の方々や諸機関から御指導・御協力をいただいた。記

して感謝の意を表する次第である。（敬称略・五十音順）

泉拓良、可児光生、築樋義信、長屋幸二、藤村俊、松岡千年、間宮瑞夫、

美濃加茂市教育委員会、美濃加茂市都市計画課

１０本文中の方位は、国土座標第VH系の座標北を示している。

11士層及び土器類の色調は、小山正忠･竹原秀雄1998｢新版標準土色帖」（日本色研事業株式会社）

による。

１２調査記録及び出土遺物は、財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センターで保管している。
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第１節調査に至る経緯１

第１章調査の概要

第１節調査に至る経緯

深渡Ａ地点遺跡は、美濃加茂市下米田町西脇に位置する遺跡である。今回の発掘調査は、中濃地域

可茂農山村整備事務所による県営一般農道整備事業に伴うものである。中濃地域可茂農山村整備事務

所は平成１０年度、県営一般農道整備事業に先立ち、工事予定地内の埋蔵文化財の有無及びその取り扱

いについて、美濃加茂市教育委員会、岐阜県教育委員会社会教育文化課と協議を行った。道路建設予

定地は、周知の埋蔵文化財包含地として岐阜県遺跡地図に記載されている深渡Ａ地点遺跡が所在する

ことから、美濃加茂市教育委員会により範囲確認のための試掘調査が行われた。

その結果、弥生土器、須恵器、山茶碗、中近世陶器などが出土し、なおかつ遺物包含層が確認され、

遺構の存在の可能性が高いと判断されたことから、本発掘調査の必要性が改めて指摘され、調査対象

面積1,400m?を平成14年度の調査範囲として確定し、本発掘調査を実施することとなった。

1ｋｍ

（Ｓ＝１/25,000）

第１図調査箇所位置図（国土地理院発行１：２５`000地形図美濃加茂を使用）



２第１章調査の概要

第２節発掘調査の経過と調査方法

今回の調査は県営一般農道整備事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査である。農道のため幅7.5ｍ、長さ

180ｍの北東方向に緩やかに弧を描く非常に狭長な調査区となった。加えて、地元中屋敦地区の管理す

る墓地への参道を確保するため、調査区西側に仮設道を敷設した。また地元からの要望により、仮設

道から調査区東側の畑地へ渡れるようにllIFi2mの土橋を確保する必要があった。そのため、調査区が

７地区に分かれ、北から１区、２区、３区……７区と呼称することとした。調査区が狭く、廃土置場

を調査区外（北側）に確保したため、調査区の南側から調査を開始した。さらに、作物栽培の関係で

５区から調査を開始し、６区、４区、３１Ｚ、２区、１区、７区の順で調査を行った。

調査地内は国土座標に基づき、座標北を基準にして５ｍ×５ｍのグリッドを設定し、北から南に向

かって１～37の算用数字、西から東に向かってＡ～Ｎのアルファベットを付し北西角の杭番号により

呼称した。（第３図）

遺構掘削は、溝跡、暗渠、竪穴状遺構、土坑など長軸が１ｍを超えるものについては土層観察用ベ

ルトを残しつつ、遺構の底まで掘り下げ、埋没状況を確認したあと、ベルトを|余去して完掘した。こ

れに対して、小穴など長軸が１ｍ未満のものについては半裁を行い、柱痕跡の有無や埋没状況を記録

した後、残りを掘り下げた。

遺構名は遺構検出時に、調査区名

と通し番号で､表した。遺構覆土内か

ら現代遺物が出土しない限りこの方

式をとったため、最終的に撹乱坑と

判|新したものや、整理段階で遺構の

性格を検討し遺構記号と番号をつけ

たために､欠番にした遺構名がある。

遺構は完掘状況をラジコンヘリコ

プターによる空中写真測量（図化縮

尺1/50）で図化・記録し、特に礫や

遺物を含む遺構、切り合いのある土

坑、溝など主要な遺構については出

土状況や土層堆積状況などの詳細な

情報を主に1/10もしくは1/20の縮尺

で手測り実測を行った。それ以外の

遺構は、上端の大きさ、遺構の深さ

と埋土の土色を記録するに留めた。

また、遺構検出作業と並行して、遺

構配置を検討するための略測作業を

行い1/100の縮尺で略測図を作成し

た。
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第２節発掘調査の経過と調査方法３

出土遺物の取り上げ方法は、遺物包含層を人力で除去した際にはグリッド単位で行い、遺構内出土

の遺物は原則として覆土の層位別に行った。ただし、個別遺構の情報を図化・記録する場合には極力

トータルステーションによる出土位置の記録に努めた。

調査に先立ち平成14年５月１４日に遺跡調査の説明会を地元自治会の関係者に対して実施し、遺跡調

査に対する理解と啓蒙に努めた。以下、発掘調査日誌から抜粋して、週毎の調査経過を記述する。な

お、調査開始の６月１０日までに、仮設道の敷設、調査事務所の設置、発掘調査区及び排士置き場やそ

の周囲の除草、表土掘削などの準備を行った。表土掘削はすべて重機で行った。

第１週（6.10～６．１４）５区、人力による包含層掘削及び遺構検出作業を実施。

第２週（６．１７～6.21）柱列状遺構の検出、実測、掘削。

第３週（6.24～6.28）雨天のため作業はあまり進まず。

第４週（７．２～７．５）５区溝跡(SDl2)掘削、２層上面に集石を検出。６区の表土掘削を実施。

第５週（７．８～7.12）５区溝跡（SDl5）掘削、６区、人力による包含層掘削及び遺構検出作業

を実施。

第６週（7.13～７．１９）台風７号接近のため作業はあまり進まず。４区の表土掘削を実施。

第７週（7.22～7.26）６区溝跡（SDl2）掘削。４区人力による包含層掘削及び遺構検出作業を

実施。

第８週（7.30～８．２）６区溝跡（SDl2）の底部に集石を検出し、実測。４区では士坑、小穴の

掘削を行う。

第９週（８．５～８．９）６区溝跡（SDl2）の集石をはずし遺物の取り上げ。４区溝跡（SD12、

SDl5）掘削。３区の表土掘削を実施。

第１０週（８．１２～８．１６）夏季休業。

第11週（８．１９～8.23）４区竪穴状遺構（ＳＴ３）を検出、実測し、掘削。４区内の土坑、小穴の

掘削を実施。３区人力による包含層掘削及び遺構検出作業を実施。

第12週（8.26～8.30）遺跡検討委員会を実施し、ＳＤ１２と暗渠(ＳＤ２）の性格を検討する。３区、

ＳＤ２の実測を行う。４区、倒木痕、士坑、小穴の掘削を行う。

第13週（９．２～９．６）雨天のため作業はあまり進まず。２区の表土掘削を実施。

第14週（９．９～９．１３）３区、ＳＤ２の集石をはずしながら、遺物の取り上げを行う。２区、人力

による包含層掘削及び遺構検出作業を実施。国際日本文化研究センター宇野隆夫教授に遺跡の

性格、遺跡周辺の環境などを指導していただく。

第15週（９．１７～9.20）２区ＳＤ２の実測を行う。３区ＳＤ２完掘する。

第16週（9.24～9.27）２区ＳＤ２の実測を行う。３区小穴、士坑の掘削を実施。

第17週（9.30～10.5）台風21号接近のため作業があまり進まず。２区ＳＤ２の集石をはずす。

第18週（１０．７～10.11）２区ＳＤ２の集石をはずし、完掘。溝跡（ＳＤ３）を検出。１区の表土掘

削の後、人力による包含層掘削及び遺構検出作業を実施。

第19週（10.15～10.18）ｌ区、小穴、士坑の掘削、ＳＤ２の実測。空中写真測量へむけての準備を

行う。

第20週（10.21～10.26）１～６区の空中写真測量を実施｡現地説明会へ向けての準備。10.26現地
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説明会を開催し、130名の参加をみた。

第21週（10.28～10.31）２～６区補足調査の実施。７区の表土掘削を実施。

第22週（11.5～11.8）１区ＳＤ２の集石をはずしながら遺物の取り上げ､完掘する。７区人力に

よる包含層掘削及び遺構検出作業を実施。

第23週（11.11～11.15）７区遺構検出作業、石列（SＡ１）を検出し、実測を行う。

第24週（11.18～11.22）７区溝跡（SD12)、士坑、小穴の掘削を行う。

第25週（11.25～11.29）７区ＳＤ１２の掘削を行う。底部に集石を検出し、実測を行う。空中写真測

量へむけての準備を行う。

第27週（12.2～12.5）７区の空中写真測量を実施。補足調査の実施。

第28週（12.9～12.13）現場撤収準備及び調査用具類の搬出。現場事務所の撤去。

整理作業は平成15年度に実施した。出土遺物と調査記録の整理作業を実施し、発掘調査報告書の編

集を行った。出土遺物については、洗浄・出土地点注記・接合・復元・実測・写真撮影等を行い、調

査記録については、現場で収集したデータや実測図の整合`性の検討等を行った。以上の成果は本報告

書に収めてある。

本発掘調査から整理作業に至る調査体制は、以下の通りである。

平成14年度（発掘調査）平成15年度（整理・報告書作成）

理事長服部卓郎日比治男

副理事長兼事務局長高橋宏之

副理事長平光明彦

専務理事兼事務局長成戸宏二

常務理事兼センター所長福田安昭

常務理事兼経営部長福田安昭

経営部次長兼経営課長福田照行

経営課長川瀬崇敏

調査部長武藤貞昭武藤貞昭

調査部次長片桐隆彦

担当調査課長坂東肇高木徳彦

担当調査員伊藤利巳伊藤利巳

整理作業従事者 岩田のり子小木曽美智山口久子渡邊泉
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第２章遺跡の環境

第１節地理的環境

深渡Ａ地点遺跡の所在する美濃加茂市とその周辺の地形は、標高300ｍ～500ｍの北部の山地、標高

140ｍ～220ｍの中部丘陵地、そして飛騨川・木曽川が形成した南部の河岸段丘の平坦面に大きく分け

ることができる。地理的に美濃三河高原の北西寄りに位置し、北東から南西方向に緩やかに傾斜して

いる。

地質的には、北部の伊深地区や三和地区の山地は美濃帯の那比・上麻生及び金山ユニットに属する

中古生層（おもにチャート・砂岩・珪質泥岩など）からなっている。中央丘陵地の蜂屋、山之上地区

は主に瑞浪層群峰屋累層と呼ばれる新第三紀中新世の火山堆積物（溶岩・火山砕屑岩・凝灰質砂岩な

ど）からなり、丘陵部の南端部では、同じく新第三紀中新世の瑞浪層群中村累層（礫岩･凝灰質砂岩・

シルト岩など）や新第三紀鮮新世の瀬戸層群土岐砂礫層（礫・砂など）が局所的に分布する。南部の

平坦面は第四紀更新世以降に、飛騨)|｜・木曽川の堆積と浸食によって形成きれた河岸段丘からなる。

上野地区の高位段丘面は約30万年前につくられ、風化の進んだ赤褐色のクサリ礫層からなる。加茂野

地区の中位段丘面は約５万年前までにつくられ、砂岩や礫層、木曽川泥流堆積物からなる。下米田・

古井・太田地区の低位段丘面は約３万年前以降に堆積した礫層とわずかの砂層で形成されている。こ

の低位段丘面はさらに５層に細分化できる。

当遺跡は、第四紀更新世以降の飛騨川によって形成きれた河岸段丘の低位段丘上（Ｌ２面)')にあた

り、遺跡のすぐ西側は約３ｍの段丘崖（Ｌ３面)2)となって－段低くなる。最下層の礫層上には飛騨川

飛騨川

高位段丘

中位段丘

Ｌ，低位段丘第一段

Ｌ２〃第二段

Ｌ３〃第三段

Ｌ‘〃第四段

Ｌ５〃第五段第３図美濃加茂市の河岸段丘の分布図

(『大地の生いたち美濃加茂」（美濃加茂ふるさとフィルムＮｏ５） 1994より）
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からの堆積層（水磨された円礫：径25cm～50cm）が確認できる。この層の上には黒色の砂質土が堆積

しており、水捌けが非常に良い事から水田には適さず、畑地等の農作物の栽培に利用されている。こ

れは、段丘の縁辺微高地であり、表土下0.6ｍ～1ｍで礫層に達するという地質条件のためである。

従って、古代から現代に至るまで水田耕作はわずかで畑地及び集落地が相当数占めていたものと考

えられる。また、旧道（市道深渡・追上線）の西側では圃場整備が行われておらず、明治期から現在

にいたるまで桑畑として利用されていた。現在でも桑の栽培は一部残っている。

注１）第３図より

２）同上

［引用・参考文献］

鹿野勘次他１９９４「大地の生い立ち美濃加茂』美濃加茂市教育委員会

１９８０『美濃加茂市史通史編』美濃加茂市

１９９５「市民のための美濃加茂の歴史」美濃加茂市教育委員会

堀正人他２００１「針田遺跡・東坪之内遺跡・田中浦遺跡』側岐阜県文化財保護センター

村瀬泰啓２００１『富田清友遺跡』側岐阜県文化財保護センター

齋藤基生他２００２『尾崎遺跡発掘調査報告書』美濃加茂市教育委員会

第２節歴史的環境

当遺跡が所在する美濃加茂市下米田町は、町全体が遺跡の分布地といって過言ではないほど多くの

遺跡が集中するところである。改訂版岐阜県遺跡地図（岐阜県教育委員会1989）には深渡Ａ地点遺跡

～深渡り地点遺跡まで４つの遺跡が掲載されており、総称して深渡遺跡群と称する場合もある。以下、

当遺跡が所在する低位段丘上の、発掘調査等により詳細が明らかな遺跡を中心に概観したい。

旧石器時代の遺跡は、低位段丘上では確認されていない。しかし木曽川左岸の可児市宮之脇遺跡や

川合遺跡群などではナイフ形石器などの出土が報告されている。

縄文時代の遺跡として、為岡遺跡、則光遺跡、野笹遺跡、牧野小山遺跡、中富遺跡、ニツ塚遺跡、

神明遺跡、富田清友遺跡などが挙げられる。冨田清友遺跡では早期の煙道付炉穴などが確認されてい

る。また、牧野小山遺跡や神明遺跡では中期後半の住居跡が確認されている。

弥生時代の遺跡としては、野笹遺跡、為岡遺跡などが挙げられる。野笹遺跡からは遠賀川式の壺型

土器が出土し、為岡遺跡からは14基の方形周溝墓が確認されているが、そのうち10基は弥生時代のも

のである。

古墳時代の遺跡として、滅失したものを含めて数基の古墳の存在が知られる。なかでも、当遺跡の

北東約0.75kmに所在する稲荷塚古墳は、この地区における中核的存在であると考えられており、この

地区を基盤とした豪族の存在が推測される。

古墳時代から古代にかけての集落遺跡として今遺跡、牧野小山遺跡、針田遺跡、宮之脇遺跡、川合

遺跡などが挙げられる｡今遺跡では古墳時代後期から奈良時代にかけての住居跡を37軒確認している。

牧野小山遺跡では４世紀末から９世紀初頭までの住居跡を確認している。針田遺跡では、７世紀後半

から９世紀前半の住居跡を49軒確認し、須恵器、土師器のほか多数の製塩土器が出土している。宮之

脇遺跡や川合遺跡でも、古墳時代後期から奈良時代にかけての住居跡を多く確認している。
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第４図調査地周辺の遺跡地図（国土地理院発行１：25,000地形図美濃加茂を使用）
（地図中の●は遺跡の位置を示したもので遺跡の範囲を表しているものではない｡）

亀淵遺跡

野笹遺跡

高山代官所下川辺役所跡

天池古墳

蔵前古墳
小陣出遺跡

佐口遺跡
火塚古墳

稲場古墳

木ノ下古墳

元禅隆寺跡遺跡
姫塚古墳

ニツ塚遺跡

白山山頂２号古墳

廻間１～２号古墳

下牧野古墳

牧野小山遺跡
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川合古墳
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束坪之内遺跡
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中世以降の遺跡では為岡遺跡、牧野小山遺跡、野笹遺跡、仲迫間遺跡などがある。為岡遺跡では１４

世紀の鍛冶関係遺構や中世以降と推定する土坑群を確認している。牧野小山遺跡では士坑墓、配石墓

を11基､溝による区画が８箇所考えられる')｡野笹遺跡では敷石を有する溝で､配石による堰と取水溝、

掘立柱建物跡３基、方形土坑などが確認されている。しかし、古代までの遺跡や資料が豊富にある一

方で、中世以降の発掘調査事例は少なく、今回の調査結果が、中世以降の調査事例の一助になれば幸

いである。

注１）小野木学他2002「岐阜県の中世集落」「東海の中世集落を考える』第９回東海考古学フォーラム尾張大会実行委

員会の中で、区画が最低でも８つあり、それらはさらに２条の溝で大きく４つに区画されているとしている。

［引用・参考文献］

村瀬泰啓２００１『富田清友遺跡」肋岐阜県文化財保護センター

第３節中屋敷と深渡Ａ地点遺跡

町の北と西側を飛騨川に、南側を木曽)||に、東側を白山によって区切られた下米田町は、前述のよ

うに縄文時代から人々の暮らしがあるが、何時の時代も一つのまとまりとして独自の文化圏を形成し

てきたものと考える。深渡Ａ地点遺跡は「美濃加茂市史』では縄文～弥生・古墳時代の遺跡とされて

いるが、今回の調査ではその当時の遺構は発見できず、中世以降の遺構を多く発見した。本節では下

米田町西脇地区周辺を中心に奈良時代以降の問題点を考える。

奈良時代については文献資料から同地区の歴史をほとんど知りえないが、「和名類聚抄』によると、

加茂郡には「美和、生部、井門、小山、日理、志摩、米田」の各郷名が記載されている。記載順等の

矛盾もあるが、おおよそ米田郷､小山郷が下米田、牧野小山に比定される')。また、天平勝宝二年(750）

４月美濃国司解に、加茂郡小山郷の益羽ら６人の奴脾を東大寺に納進したという記録がある2)。ここか

ら、奈良時代に小山地区に集落群の存在と、中央とのつながりが考えられる。また、為岡・信友地区

には、二反田、七反田、蜂反田の地名が残っており、条里制の跡が考えられる。式内社である中山神

社が山本の諏訪神社に比定されている3)ことから、当地域が古代において、大きな集落群で中央との関

わりがあったと考えられる。
のぶともためおかのりみついま

当地域には、「信友｣、「為岡｣、「ﾛﾘ光｣、「今｣のように名からきたと考えられる地名が多い。平安期

に郷が名に再編されたものと考える。平安時代に「米田荘｣4)が置かれ、当地域に比定されるが、荘園

の領家は不明である。また『土岐塁代記」には当地域に「西脇氏」が住していた事が知られている。

山本地内に「若名御前の墓」と伝えられる宝筐印塔があり、南北朝前期のものと考える。修験道場

として安如寺（安養寺）の存在が寛文６年（1666）の鐘銘によって知る事ができる。

『濃飛両国通史ｊによると西脇は米田嶋の西端に立地する事からその名がついたとされるが、近世

に入り、幕府直轄領となり、美濃国奉行大久保長安により支配され、後、元和元年(1615)、尾張藩付

家老今尾竹腰の知行地となる。「正保郷帳｣によると田178石、畑252石、山３石、人口265人であった。

小字に深渡、清水、廣末、中屋敷、坪ノ内、田中前、田中浦、針田、西桜貝戸、東桜貝戸、宗軒、中

田、橋上、橋下とあり、当遺跡は廣末に属する。

今渡ダム建設以前の飛騨川は遠浅で､渇水期は歩いてでも渡ることが可能だったようである5)。当遺

跡の西側には「大砂場｣6)と呼ばれる上流からの土砂が堆積する場所がかってあった。また、当遺跡の



第３節中屋敷と深渡Ａ地点遺跡９

～ﾐユミ
アーーZ易溌lﾉツ

蕊 i;fiiiiLiljlill己艤
ｉｒｉｉｌ熱 ,.〃Ⅶ日

護
鱗蕊ljFLi

11

lＩ

Ｖ

(０９

蕊 pｼ<FごZＪ
虹■月田

iiifFfI蕊蕊蕊蕊
、卍

ｕｕけｕｕけ

三岳】

羽
｝
』
へ
Ⅲ

｣1j□

Ⅳ
卍Ｐ

貢一

灘
駕

霧
L脇n軒

言
ユ

灘
JIPIC

０７．ｌｌＩＩ：０１ｌ１ｐＤ０１１ＩｌＣ０１ｌＩ
Ｉ
１

｡

蕊
Ｉ下鑛Wｆ

岳、

8F」

熱鵜,！

○ｌｌ１Ｅ０ｌｌｌｏ・ロ１１１１．□‐「」叩瓠い、い‐・Ｑ１ｌ１ＣｌｌｌＩ
１１八ⅢＭＭ－ｗＭⅡ

２

ﾖ８｡～－－

W:?｝
ゲノ

､白

鱈
ハズ； §錐ｉｉｉ鍵！

蕊二
０１００ｍ
！｡，．Ｉ

Ｓ＝（１／5,000）

第５図調査地周辺の地割り状況図

北側には「米出し場｣7)と呼ばれる所があり、飛騨川で舟が遡上できる最上流ではなかったかと思われ

る。ここから年貢米が舟で笠松･桑名まで送られ、その帰り舟に、様々な生活用品が太田宿、川合あた

りまで運ばれたものと考える。

当遺跡が所在する廣末、中屋敷地区の明治時代に作成された地籍図がある。この地籍図は1／1,000

の縮尺で字毎に分割して作成されており、そのまま繋ぎ合わせると歪みが大きくなるため、都市計画

図を参照して全体図を復元し作成した。（第５図）

明治時代の土地利用の状況を見ると、当遺跡周辺はほとんど)《|H地であり、飛騨)||に沿って、－段段

丘が低くなった部分は林となる。段丘崖の湧水部分に水田がわずかにみられるが、多くは旧道（市道

深渡・追上線）より東側の土地の人が言う「米田の沖｣8)にみられる。旧道の西側は河岸段丘の縁辺微

高地となり、畑地が広がる。この縁辺微高地は砂質で非常に水捌けが良く、建物を建てるのに適して

いるため、古い時代から集落として開発が行われてきたものと考える。なお、周辺の東栃井、橋下、

橋上、桜貝戸の集落も同じ河岸段丘の縁辺微高地上にある。



1０第２章遺跡の環境

今回の発掘調査では中世の屋敷跡は明らかにできなかったが、当遺跡の北側に中屋敷と呼ばれる字

名があり、土地利用の状況からも集落地であったことがわかる。また前述のようにこの中屋敷地区の

北東500ｍに稲荷塚古墳があり、当地内にも中屋敷古墳が存在することから、中屋敷地区が西脇村の中

心部として、多くの人の居住域であったと考えられる。中屋敷古墳の西側に半円形の人工的な土地区

画があり、ここが、中屋敷の名の由来となる屋敷があった場所ではないかと考える。大きさは東西120

ｍ、南北125ｍである。本来屋敷は方形四方が多く、屋敷地が曲線になるには地形的な制約が考えられ

るが、平地である中屋敷ではその制約が考えられず、屋敷主の奇抜な発想があったものと考える9)。そ

してこの屋敷の南側と南東側に屋敷森に囲まれた屋敷が数軒あり、また地籍図の区画と土地利用状況

からかつて屋敷として利用されていたと考えられる区画が10ヶ所以上あることがわかる。当遺跡のあ

る｢廣末｣も縁起の良い地名であり、中世の名主の屋敷または土地に相当する場所であることが多い'０)。

このことから、中世の時代にこの地域で、集村型の開発が行われたものと考える。

注ｌ）「美濃加茂市史通史編』では、小山郷はヲヤマと呼び、『濃飛両国通史』には今の山之上をあてている。地名辞
こやま

書には坂祝かとある。志摩郷は地名辞書に下米田の｡､山をあてているなど、諸説があり、各郷の所在地は確定し

ていない。
かみのむらＵいなみ

２）『美濃加茂市史通史編』によると、」､山郷の上連稲実から「稲700束」で買われ、東大寺に寄進されたとあるが、

その後の記録はない。

３）『延喜式神名帳」（927）に加茂郡九座として県主神社、坂祝神社、大山神社、大部神社、阿夫志奈神社、神田神

社、佐久太神社、多為神社、中山神社が列記してある。

４）「中右記』の承徳元年（1097）年に「美乃国米田庄住人」と出てくるのが最初である。

５）松田典夫他１９７９「今遺跡発掘調査報告書」美濃加茂市教育委員会。

６）高島博他１９８６「写真集・美濃加茂」内の昭和13年頃の森山から望む下米田の写真。

７）「美濃加茂市史通史編」によると、年貢米は村の中心に近い場所にある郷藏に納められ、厳重に管理される。そ

して近くの川岸に運び、桑名経由で名古屋へ運んだ。米を湊から積み出すことを津出しといい、西脇、則光、信

友、今の各村は西脇湊から津出しを行っていた。

８）松田典夫他１９７９『今遺跡発掘調査報告書」美濃加茂市教育委員会。

９）国際日本文化研究センター宇野隆夫教授より指導を受けた。

１０）当センター小野木学から助言を受けた。

［引用・参考文献］

松田典夫他１９７９『今遺跡発掘調査報告書』美濃加茂市教育委員会

堀正人他２００１『針田遺跡・東坪之内遺跡・田中浦遺跡』（財）岐阜県文化財保護センター

鹿野勘次他１９８０『美濃加茂市史通史編』美濃加茂市

１９９５『市民のための美濃加茂の歴史」美濃加茂市教育委員会
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第３章遺構

第１節基本層序

当遺跡は飛騨川が形成する河岸段丘上に位置し、畑地として利用されているため、後世の撹乱の跡

も見られるが、層序は比較的安定して堆積している。調査区内はｌ区北端から南に向かって緩傾斜地

となっている。最も高い２区で標高89.9ｍを測り、最も低い７区で標高89.0ｍを測る。基本的に３層

に分層し、Ｉ層を表土(耕作土)、Ⅱ層を遺物包含層、ⅡI層を地山と解釈した。なお、調査に入るまで

は、調査区の中央に幅３ｍの無舗装の道路が５区まで続き、その両側は畑地として利用され、－部桑

畑があった。５．６区の西側は墓地と墓地の駐車場である。以下にその状況を概述する。

Ｉ層：黒褐色砂質士（l0YR3/2）

現代の畑の耕作士。調査区の全面に20cm～30cm堆積する。やや粘性はあるが、しまりはない。礫

は、径１cm～５cmの円礫を全体に少し含む。北側の１，２区では径10cmほどの円礫も含まれる。炭

化物や植物の根が含まれる。縄文時代から現代にかけての遺物を含む。

11層：オリーブ褐色砂質士（2.5Ｙ４/3）

調査区の全面に30cm～80cm堆積する。粘性はほとんどなく、所々に粘性の含まれた土がある。黒

褐色砂質土や黄褐色砂質土が所々に混じったり、ブロック状に含まれたりする。全体的にしまりが

ない。礫は径1cm～５cmの小円礫を含む部分もある。縄文時代から現代にかけての遺物を含み、遺

物包含層と考える。

Ⅲ層：黄褐色砂質土（2.5Ｙ５/4）

調査区の全面に20cm以上堆積し､段丘堆積物の堆積層である｡粘性はあまりないもののよくしまっ

ている。遺物は確認できず、地山層と考える。なお、この地山層を１ｍ程掘り下げると径１０cm～３０

ｃｍの人頭大円礫を多く含む礫層となる。飛騨川の段丘堆積物と考える。

90.0ｍ ２区 ４区 ６区 ９０．０ｍ７区

８９．０ｍ

89.0ｍ

88.0ｍ
８８．０ｍ

第６図基本層序



1２第３章遺構

第２節遺構の概要

今回の調査で確認した遺構面は１面で、検出した遺構はいずれもⅢ層上面から掘り込まれている。

遺物などから縄文時代から近代．現代まで各時期の遺構が存在していると考えるが、明確に縄文時代

と断定できる遺構がなく、また、層位的に時期を区別することが困難なため、時期判定については出

土遺物や遺構の切り合い関係を考慮して行った。そのため帰属時期の不明な遺構も多数存在する1)。

検出した遺構は、中近世．近代が主体となる。遺構の種類の内訳は柵列・石列５箇所・溝跡33条・

土坑87基・竪穴状遺構４箇所・小穴201基．性格不明遺構１箇所である。（第１表）

なお、遺構名は整理段階で遺構の性格を検討し、遺構の種類ごとに下記の記号と番号を用いた。

ＳＡ（柵列．石列）………小穴あるいは土坑が－列に規則的に並ぶものと、人為的に組まれた石の

列。

ＳＤ（溝跡）………………細長い形状を持つもの。

ＳＫ（土坑）………･…..…小穴以外の穴で、径0.5ｍ以上のもの。

ＳＴ（竪穴状遺構）………周囲より少し掘り窪められた、方形状の遺構。柱穴を伴わない。

ＳＸ（性格不明遺構）……形態が特殊なもの。

Ｐ（小穴）．…..……………径0.5ｍ未満で平面はほぼ円か楕円を呈する穴。

注１）当遺跡では、大半の遺構において、埋土は黒褐色の砂質士であり、年代による差異は見られなかった。そのため、

遺構年代の推定にあたっては遺構埋土を手がかりとすることは、一部を除いてできなかった。

第１表遺構検出数

合計遺構数

８７

２０１

注）ＳＤは調査区によって重複しているものもある。

種別 1区 ２区 3区 4区 5区 ６区 ７区 合計遺構数

SＡ １ ０ ０ １ 1 ０ ２ ５

SＤ ３ ５ ６ ９ ９ ３ 11 4６

SＫ ８ 1４ 1３ 1７ 1６ ３ １６ 8７

SＴ ０ ０ ２ １ 1 ０ ０ ４

SＸ ０ ０ ０ ０ ０ 0 １ １

Ｐ 1９ 1２ 4４ 3５ 3１ 1８ 4２ 201

合計 3１ 3１ 6５ 6３ 5８ 2４ 7２ 344
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1４第３章遺構

第３節検出した主要遺構

検出した遺構のうち特に遺跡の性格を端的に示すものを抽出し、以下に種類別に述べる。なお遺構

の長軸長・短軸長は検出した掘形の上端値、最大深度は検出面からの計測値である。

１溝跡（SD）

溝跡は32条検出した。検出した溝跡のうち、南北方向に走る溝跡は長く、性格がわかるものが多い

が、東西方向に走る溝跡は短く、また撹乱等の影響を受けているため、性格が不明なものが多い。こ

こでは、ＳＤ１２、ＳＤ１５、ＳＤＬＳＤ３、ＳＤｌＯ、ＳＤ１１、SD26、SD29、ＳＤ３３について述べ、その他は溝

跡の属性を一覧表（第２表）にまとめた。

SＤ１２（第８図）

４区17Ｈグリッドから、７区33Ｃグリッドまで、４，５，６，７区のほぼ中央を南北に走る溝であ

る。４区の東側から入り込み、１７Ｇグリッド付近でほぼ90度南に向きを変える。４区検出面では幅約

0.7ｍ、深さ約0.4ｍであるが、徐々に広く深くなっており、５区北側では幅約２ｍ、深さ０．８，，６区

北側で幅約2.5ｍ、深さ約１，，７区北側で幅約2.5ｍ、深さ約1ｍとなり、７区33Ｃグリッド付近で

東に90度向きを変え、調査区外に至る。

溝跡の断面形は、４区中央付近ではＵ字形を呈しているが、南に向かい深くなるにつれ、西側が急

で東側が緩やかな片薬研掘りの形状を呈している。溝の底は平坦でない。溝の断面を観察すると、溝

の底部分はよくしまっており、わずかに水が流れた形跡はある。それ以外は水が流れた形跡はなく、

何度も埋まって掘り返されたような堆積をしている。１層部分はl0YR3/1（黒褐色）砂質土でしばら

く水が流れていた形跡がある。６区のｌ層底面で炭化物を検出し、年代測定を行ったところ明治時代

中頃から大正時代初期の頃とわかった(第５章第１節参照)。４区でSDlOを切っており、SDl3、ＳＤ１４

とつながっている。７区では近代の溝跡と考えるSD25～30、ＳＤ３２に切られている。

６区25Ｅグリッドから７区27Ｄグリッドにかけて溝の中に幅約１ｍ、深さ約0.5ｍにわたり、径10ｃｍ

～20cmの円礫や角礫がびっしり詰まっていた。それらの礫の間や埋士から、石臼や山茶碗、古瀬戸折

縁深Ⅲ、古瀬戸橋鉢、常滑甕などの中世陶器が出土している。この溝を廃棄する際に礫と一緒に捨て

られた遺物と考える。

また、５区２層内19Ｆ～20Ｆグリッドにかけて直径40cmのなかに径10cm～20cmの円礫や角礫が20個

余り含まれた集石と直径30cmのなかに径１０cm～20cmの円礫や角礫が15個余り含まれた集石が出土し

た。中に、打製石斧や有肩扇状石器、剥片などが含まれていたが、掘形は確認できなかったので、こ

れも破棄された集石ではないかと考える。

遺物は縄文土器（１）、土師器、中世土師皿（２～５)、灰釉陶器（６，７)、須恵器（８，９)、山

茶碗(16～26)、古瀬戸(27～45)、常滑陶器(46～５１，５４，５５)、瀬戸美濃大窯(５２，５３，５６～59,61)、

瀬戸美濃連房(60,62～72,76)、瓦器(73)、磁器(７４，７５，８０)、輸入磁器(77～79)、金属製品(81,

82)、石臼（83,87)、磨石（84)、スクレイパー（85)、砥石（86)、有肩扇状石器（88)、剥片、ＲＲ

ＵＦ、石核、石Ⅲ、石錘、打製石斧などが出土している。

検出した溝跡の全長は89.0ｍにおよび、南北の端で90.束に向きを変えている。このことからこの溝
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跡は、前述の中世の屋敷に伴う区画のための堀として作られ、その後、近世の頃は畑と林の区画とし

て用いられ、何度も掘り返されながら自然堆積したものと考える。

SＤ１５（第９図）

４区17Ｈグリッドから、５区21Ｆグリッドまで南北に走る溝跡でＳＤ１２と並行し西肩がＳＤｌ２に切ら

れる。東側は調査区外に続いている。溝跡は検出面で幅約2.5ｍ、深さは約0.5ｍである。溝の断面は

緩いＵ字形を呈しており、溝の底は平坦になっている。遺物は縄文土器、土師器、須恵器(90)、中世

土師Ⅲ（89)、山茶碗（91)、古瀬戸（92～96)、常滑陶器、瀬戸美濃大窯（97)、剥片、打製石斧が出

土している。この溝跡はＳＤｌ２との切り合いから中世のSDl2より古い時代のものと考える。

SＤ１（第18図）

１区北東角から４区l7Hグリッドまで、調査区の東沿いを南北に走る溝跡であり、東側は排水のた

めのトレンチにより削られる。また、一部地山面が下がるために消滅している箇所もある。溝跡は検

出面で１区南側で幅約３ｍ、深さは約０．４，，３区南側で幅約2.1ｍ、深さは約0.35ｍである。溝の断

面は浅い摺鉢形をしている。溝の中央部分は後述の暗渠（ＳＤ２）によって切られる。遺物は打製石斧

（206,208)、磨石（209)、打欠石錘（214)、士錘（110)、須恵器（107)、山茶碗（１０９)、瀬戸美濃大

窯（108)、金属製品（111）が出土している。

SＤ３（第９図）

１区６Ｍグリッドから２区７Ｍグリッドまで走る溝跡である。ｌ区側ではＳＤ１と暗渠（ＳＤ２）に

切られ、２区で東に向きを変え、調査区外に続いている。溝跡は検出面で幅約1.5ｍ、深さは約0.5ｍ

である。溝の断面はＵ字形をしている。遺物は須恵器杯蓋、石臼(112)が出土した。ＳＤ１よりも古い

時代の溝跡と考える。

SＤ１０（第９図）

４区中央東からl7Gグリッドまで、ＳＤ１５と並行して流れる溝跡であり、東側は調査区外に続く。１７

ＧグリッドでSDl2に切られる。溝跡は検出面で幅約0.6ｍ、深さは約0.3ｍである。溝の断面はＵ字形

をしており、東側は溝跡(SD15)の肩に切られている。遺物は剥片、縄文土器、土師器(98)、須恵器、

中世土師Ⅲ（99)、山茶碗（100)、古瀬戸（101,102)、常滑陶器が出土している。

SＤ１１（第10図）

４区中央北寄りｌ６Ｈグリッドから５区西端20Ｅグリッドまで、調査区の西沿いを南北に走る溝跡で

あり、西側は調査区外に続く。溝跡は４区検出面で幅約0.25ｍ、深さは約0.15ｍである。溝の断面は

浅い揺鉢形をしている。土坑(SK49、５０，５１，５３)を切る。遺物は土師器、中世土師Ⅲ、山茶碗(106)、

古瀬戸が出土している。

SD26（第９図）

７区中央西寄り28Ｃグリッド付近で、東西に走る溝跡であり、西側は調査区外に続く。溝跡は検出



第３章遣 構1６

Ｉ １

２
弓ii扇超H靭辿

菫l毫毫蓼|菫臺iii川
｝

螺Ｖ

Ｂ

１２．５Ｙ３/3暗オリーブ褐色砂質上
２２．５Ｙ５/4黄褐色砂質土
３２．５Ｙ４/2暗灰黄色砂質士
４２．５Ｙ５/3黄褐色砂質上
５２．５Ｙ５/4黄褐色砂質土
６２．５Ｙ４/4オリーブ褐色砂質上
７２．５Ｙ４/3オリーブ褐色砂質士
８２．５Ｙ４/2暗灰批色砂賀土
９２．５Ｙ５/3黄褐色砂質上
１０５Ｗ/2灰オリーブ色砂質上

Ｂ

３□

蟻Ｂ Ｂ′

ｇ患
守やご●●⑤｡◆q

●●●
●●●ＣＣＣ

Ｆl25Y3/3暗オリーブ褐色砂質土
２１０YR3/2黒褐色砂質上
３１０YR3/3暗褐色砂質士
４１０YR3/4暗褐色砂質土
５２．５Ｗ/4オリーブ褐色砂質土
６２．５Ｗ/3オリーブ褐色砂質士
７２５Ｙ４/3オリーブ褐色砂質上
８２．５Ｙ５/3黄褐色砂質上
９１０ＹＲ３/2黒褐色砂質ｌ２
１０２５Ｙ４/4オリーブ褐色砂質土
ｌ１２５Ｙ５/4黄褐色砂賀士
ｌ２２５Ｙ３/3暗オリーブ褐色砂質上

132.5Ｙ３/3暗オリーブ褐色砂質上
142.5Ｙ４/3オリーブ褐色砂質土
ｌ５２５Ｙ３/3暗オリーブ褐色砂賀土
162.5Ｗ/2暗灰菰色砂質上
172.5Ｗ/4オリーブ褐色砂質上
１８２５Ｙ５/4黄褐色砂質土
ｌ９２５Ｙ３/3暗オリーブ褐色砂質土
202.5Ｗ/3オリーブ褐色砂質土
212.5Ｙ４/6オリーブ褐色砂質土
２２１０ＹＲ４/3にぶい武縄色砂質二Ｌ
２３１０ＹＲ３/2黒褐色砂質土
２４１０ＹＲ４/4褐色砂質上

劇

６
７

凶
の
凶
？

必の
凶
？

Ｃ Ｃ’
2.5Ｗ/3オリーブ褐色砂質土
2.5Ｙ４/2暗灰黄色砂賀土
2.5Ｙ３/4暗オリーブ褐色砂質土
2.5Ｙ４/3オリーブ褐色砂質土
2.5Ｗ/2暗灰黄色砂質上
２５Ｙ６/3にぶい黄色砂質土
2.5Ｗ/2暗灰黄色砂質土
5Ｗ/2灰オリーブ砂質土
2.5Ｙ３/3暗オリーブ褐色砂質土
2.5Ｗ/l黄灰色砂質土
5Ｗ/3暗オリーブ砂質土
l0YR3/2黒褐色砂質土
2.5Ｗ/3オリーブ褐色砂賀土

Ｏ

、

ｌ
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｎ
Ｅ
Ｅ

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

2.5Ｙ４/4オリーブ褐色砂質土
2.5Ｙ５/4黄褐色砂質土
5Ｙ４/2灰オリーブ砂質土
2.5Ｙ６/3にぶい黄色砂賀士
2.5Ｗ/2暗灰黄色砂質土
2.5Y3/2黒褐色砂質土
10YR4/3にぶい黄褐色砂質j
25Y5/4黄褐色砂質土
2.5Ｙ３/3階オリーブ褐色砂賀
2.5Ｙ６/4にぶい黄色砂質土
2.5Ｙ４/4オリーブ褐色砂質土
2.5Ｙ４/2暗灰黄色砂質土
2.5Ｙ５/3黄褐色砂質土
l0YR6/3にぶい黄色砂質土畷 Ｉ

型
軸
墜
却
座
匪 と

Ⅲ
Ｎ
ｐ

Ｈ
【
庁

斑
辱
へ
届

睡砿:弱:ミ

Ｇ

震
、」。。

〉！
TDT堂Ｉ

、 Ｄ′
６区 ４ｍ

Ｇ
■￣

ゾ

１７．５ＹＲ６/6榿色シルト
２１０ＹＲ３/1黒褐色砂質土

岳:⑫八囚

藷
１１０ＹＲ３/3暗褐色砂賀上
２１０YR4/2灰黄褐色砂質土
３１０ＹＲ３/3暗褐色砂質上
４１０YR4/3にぶい黄褐色砂質上
５】OYR3/2黒褐色砂賀土
６１０YR4/4黄褐色砂質土
７１０ＹＲ３/4暗褐色砂質土
８１０ＹＲ４/3にぶい黄褐色砂質上

９１０ＹＲ４/2灰黄褐色砂質土
ｌ０１０ＹＲ３/2黙褐色砂質土
ｌｌｌＯＹＲ３/31WY褐色砂質土
l210YR4/2灰黄褐色砂質上
132.5Ｙ３/3略オリーブ褐色砂質
l410YR3/3暗褐色砂質土
l510YR3/2』1M褐色砂質土
l610YR2/3鯉褐色砂賀士

剖
P●

。Ⅱ

Ｈ Ｈ′

ＥＥ

八
■●CＤ
仇
■●白

l0YR4/2灰黄褐色砂質土、Ｂｉ

和

0つjMr-n喘11｢、
ＹＲ３/1黒褐色砂磁土
5Ｙ３/2黒褐色砂賀土
ＹＲ３/2黒褐色砂磁土
ＹＲ３/1黒褐色砂質土
YR2/3黒褐色砂質j2
5Y3/2黒褐色砂質ニヒ
ＹＲ３/2黒褐色砂衡土
5Ｙ３/311商オリーブ褐色

自自８

１１０

２２．

３１０

４１０

５１０

６２．
７１０

８２．

10ｍ
ＯＳＤ1２２
￣－－－砂質

ZUI



第３節検出した主要遺構１７

－－－￣

Ａ

いい山吟小「 ￣

ゴー

Ｉ
Ｉ
－
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

ｌ

ｌ

ノ

／

ノ

ｌ

ノ

ノ

ノ
ノ

ノ

Ｉ
ﾉノ

ノ

灘;Ｗ
１１０ＹＲ３/3暗褐色砂質土
２１０YR4/3にぶい黄褐色砂質土
３２．５Ｙ３/2黒褐色砂質土
４１０YR2/3黒褐色砂質土
５１０YR3/3暗褐色砂質土
６２．５Ｙ３/3暗オリーブ褐色砂質土
７２．５Ｙ３/2黒褐色砂質土
８２．５Ｗ/2暗灰黄色砂質土
９２．５Ｙ３/2黒褐色砂質土
l010YR3/2黒褐色砂質土
l110YR2/3黒褐色砂質土
Ｉ２１０ＹＲ３/3暗褐色砂質土
１３１０YR3/1黒褐色砂質土
l410YR2/2黒褐色砂質土

８８．７ｍ５４

鑿曇篝
§＜：

ＡＡ

SＤ３３

ｌ１０ＹＲ３/2黒褐色砂質土
２１０YR2/2黒褐色砂質土
３１０YR2/3黒褐色砂質土
４２．５Ｙ４/4オリーブ褐色砂質土
５１０YR2/3黒褐色砂質土
６２．５Ｙ３/2黒褐色砂質土

一
日ＳＤ３ＳＤ３ＳＤ２

Ｂ一三一

|卜Ｂ

Ｂ'

1８９
Ａ Ａ′

旦塑ｍＢ'Ｂ

E二薑三Ｉ
５

SＤ３ ｌ２５Ｙ３/3暗オリーブ褐色砂質土
２２．５Ｙ４/4オリーブ褐色砂質土
３２．５Ｙ５/6黄褐色砂質土
４２．５Ｙ５/4黄褐色砂質土
５２．５Ｙ３/3暗オリーブ褐色砂質土
６２．５Ｙ４/4オリーブ褐色砂質土
７２．５Ｙ３/2黒褐色砂質土
８２．５Ｙ４/2暗灰黄色砂賀土
９２．５Ｙ３/3暗オリーブ褐色砂質土
ｌ０２５Ｙ４/2暗灰黄色砂質土
ｌ１２５Ｙ４/4オリーブ褐色砂質土
ｌ２２５Ｙ４/3オリーブ褐色砂賀土
ｌ３２５Ｙ５/4黄褐色砂質土
142.5Ｙ５/3黄褐色砂質土

ｌ１０ＹＲ３/2黒褐色砂質土
２２．５Y3/2黒褐色砂質土
３２．５Y3/3階オリーブ褐色砂質土
４１０YR3/4暗褐色砂質土
５１０YR2/3黒褐色砂質土
６１０YR3/2黒褐色砂質土
７２．５Ｙ４/3オリーブ褐色砂質土

－－

＝

－

丁 Ｔ

一
ｍ

一一

SＤ１２ －

s、1,

SＤ１５SＤ１

一一一Ｂ

;曇菫
Ｂ'

１

麹
Ｂ－４

３

|卜|卜SＤ１０SＤ１０

５

l25Y3/3暗オリーブ褐色砂質土
２２．５Ｙ４/2暗灰黄色砂質土
３２．５Ｙ３/3階オリーブ褐色砂質土
４１０ＹＲ４/4褐色砂質土
５１０YR4/2灰黄褐色砂質土
６２．５Ｙ４/3オリーブ褐色砂質土
７２．５Ｙ４/4オリーブ褐色砂質土
８２．５Ｙ５/3黄褐色砂質土
９２．５Ｙ５/3黄褐色砂質土
102.5Ｙ５/6黄褐色砂質土
ｌ１１０ＹＲ４/3にぶい黄褐色砂質土
l210YR6/3にぶい黄色砂質土
ｌ３２５Ｙ４/2暗灰黄色砂質土
ｌ４２５Ｙ５/4黄褐色砂質土

ご ＳＫ ４

」

、

０

８１０ＹＲ３/3暗褐色砂質土ｌ５２５Ｙ３/3暗オリーブ褐色砂質土
９１０YR3/2黒褐色砂質土ｌ６２５Ｙ５/3黄褐色砂質土
102.5Ｙ４/3オリーブ褐色砂質土ｌ７２５Ｙ４/2暗灰黄色砂質土
l110YR3/2黒褐色砂質土１８２．５Ｙ３/2黒褐色砂質土
l210YR4/2灰黄褐色砂質土１９１０YR4/2灰黄褐色砂質土
l310YR4/2灰黄褐色砂質土２０１０YR3/3暗褐色砂質土
l410YR3/3暗褐色砂質士２１２．５Ｙ４/3オリーブ褐色砂質土

l0YR3/1黒褐色砂賀土
l0YR2/2黒褐色砂質土
2.5Ｙ３/3暗オリーブ褐色砂質土
l0YR3/1黒褐色砂賀土
2.5Ｗ/2黒褐色砂質土
5Ｙ３/2オリーブ黒色砂質土
5Ｙ２/2オリーブ黒色砂質土

０４ｍ
信一一一一

（Ｓ＝１／160）

２ｍ０

(Ｓ＝１/80）

第９図溝跡実測図（２）
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面で幅約0.7ｍ、深さは約0.35ｍである。溝の断面はＵ字形をしている。近世墓である(SK74)と溝跡

（SD12）を切る。遺物は古瀬戸（105)、山茶碗、常滑陶器が出土している。

SＤ２９（第９図）

７区中央付近32Ｂグリッドから32Ｃグリッドまで、調査区を東西に横切る溝跡である。溝跡は検出

面で幅約035ｍ、深さは約0.2ｍである。溝の断面は浅い摺鉢形をしている。土坑(SK77)、溝跡(SD12）

を切る。遺物は山茶碗（104）が出土している。

SD33（第９図）

７区南西寄り３４Ｃグリッド付近を東西に走る溝跡で､調査区西側に続く。溝跡は検出面で幅約1.2ｍ、

深さは約0.5ｍである。溝跡の断面は箱形をして、底部は平坦である。遺物はＵＦ、中世土師Ⅲ、山茶

碗（103）が出土している。

第２表溝跡属性一覧表
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l0YR4/2灰黄褐色砂質士

０１ｍ
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｛
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（Ｓ＝１／160）

第10図溝跡実測図（３）

遺構番号 グリッド
法量（、）

上端長軸 上端短軸 深さ
方位

SＤｌ ４Ｎ～l6H (68.5） 1.0～(３０） 0.2～０．４ Ｎ２５゜Ｅ

SＤ２ ４Ｎ～1４１ (58.0） 1.0 ０．３～０．７ Ｎ２５ｏＥ

SＤ３ ４Ｎ～７Ｍ (13.0） 0.5 ０．４～０．６ Ｎ２０.Ｅ

SＤ４ ８Ｋ (0.9） ０．２ 0.1 Ｎ71.Ｗ

SＤ５ ９Ｌ～10Ｋ (6.5） 0.2-(0.6） ０．１～０．４ Ｎ２８ｏＥ

SＤ６ １０Ｊ ３．２ 0.5 ０．１ Ｎ60.Ｗ

SＤ７ l４Ｈ (1.3） 0.2 ０．１ Ｎ60.Ｗ

SＤ８ l４Ｈ (1.8） 0.7 0.2 Ｎ150゜Ｗ

SＤ９ l５Ｈ (4.2） 0.4 0.3 Ｎ65.Ｗ

SＤ１０ l6H～l7G ４．５ 0.9 ０．５ Ｎ５８ｏＥ

SＤ１１ l6H～２０Ｅ 2３．０ (0.1)～0.3 0.1 Ｎ３８ｏＥ

SＤ１２ 17Ｈ～33Ｃ 89.0 0.8～３．５ ０．５～１．２ Ｎｌ７ｏＥ

SＤｌ３ l7G Ｌ７ 0.2 ０．１ Ｎ148.Ｗ

SＤ１４ １７Ｇ ３．０ 0.3 ０．１ Ｎ156.Ｗ

SＤｌ５ ｌ７Ｈ～２１Ｆ (24.0） (2.4） 0.4～０．６ Ｎ２４ｏＥ

SＤ１６ ２１Ｆ Ｌ６ 0.4 ０．１ Ｎ１３ｏＥ

SＤ１７ ２１Ｅ～２２Ｅ ０．７ 0.1 ０．１ Ｎ１３゜Ｅ

SＤ１８ ２２Ｅ Ｌ４ 0.1 ０．１ Ｎｌ３ｏＥ

SＤ１９ ２２Ｅ 1.0 0.1 ０．１ Ｎ１３ｏＥ

SＤ２０ ２２Ｅ 0.7 ０．１ ０．１ Ｎ７ｏＥ

SＤ２１ ２３Ｅ ２．２ 0.1 0.1 Ｎ７ｏＥ

SＤ２２ 2４， (1.2） 0.3 ０．１ Ｎ70.Ｗ

SＤ２３ 25, 1.0 0.3 ０．１ Ｎ160.Ｗ

SＤ２４ 2６， (2.6） (0.6） ０．２ Ｎ74.Ｗ

SＤ２５ 27, (5.5） 1.0 ０．３ Ｎ73.Ｗ

SＤ２６ ２８Ｃ (1.9） 0.7 ０．４ Ｎ73.Ｗ

SＤ２７ 29, (2.1） 0.4 ０．２ N115oE

SＤ２８ ３１Ｂ (1.6） 0.5 ０．２ Ｎ75.Ｗ

SＤ２９ 32Ｂ～32Ｃ (5.8） 0.4 0.1 Ｎ７５．Ｗ

SＤ３０ ３２Ｂ～３３Ｃ (4.2） 0.4 0．２ Ｎ60.Ｗ

SＤ３１ ３４Ｂ (3.8） 0.5 0.1 Ｎ84.Ｗ

SＤ３２ ３３Ｂ～３６Ｂ (19.5） 0.2～０．８ ０．１～０．２ Ｎ１３.Ｅ

SＤ３３ ３４Ｃ (2.0） 1.2 0.5 N110oE
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２土坑（SK）

士坑は、原則として長軸が0.5ｍ以上のものとした。全部で87基ある。土坑の中で覆土に遺物を含む

ものについては極力詳細図を掲載し、ほかは一覧表（第３表）にまとめる。

SK13（第11図）

２区中央付近の８Ｌグリッドに位置する。長軸長0.9ｍ、短軸長0.47ｍ、最大深度0.05ｍを測り、平

面形態は楕円形である。掘形は比較的緩やかに立ち上がり、底面は平坦である。暗渠（ＳＤ２）のｌ層

上にあり、覆土は大きく２層に分かれ、上層の黄褐色砂質士内に木の実を含む炭化物を多く含む。暗

渠（ＳＤ２）掘削により滅失する。出土遺物には山茶jli，iiがある。本遺構の帰属時期は炭化物の年代測定

の結果、江戸時代末期から明治時代初期である。（第５章第１節参照）

SK20（第11図）

２区南端寄りの８Ｋグリッドに位置する。長軸長0.78ｍ、短軸長0.5ｍ、最大深度0.31ｍを測り、平

面形態は楕円形である。掘形は比較的緩やかであり、底面は、西側は直線的であり、東側は階段状に

なっている。覆土は６層に分かれる。遺構の重複関係はＳＫ１９を切っている。出土遺物はＲＦ、縄文土

器、土師器、須恵器（113）がある。本遺構の帰属時期は不明である。

SK31（第11図）

３区中央付近の１３１グリッドに位置する。長軸長0.8ｍ、短軸長0.6ｍ、最大深度0.23ｍを測り、平

面形態は楕円形である。掘形は比較的緩やかであり、底面は播鉢形を呈する。覆土は２層に分かれる。

遺構の重複関係はＳＫ３２を切っている。出土遺物はなく、本遺構の帰属時期は不明である。

SK32（第11図）

３区北東端寄りの１３１グリッドに位置する。長軸長0.84ｍ、短軸長（0.17）ｍ、最大深度0.23ｍを

測り、平面形態は楕円形である。掘形は比較的緩やかであり、底面は楕鉢形を呈する。覆土はほぼ単

層である｡遺構の重複関係はＳＫ３１に切られている。出土遺物はなく、本遺構の帰属時期は不明である。

SK33（第11図）

３区南端寄りの１４１グリッドに位置する。長軸長1.42ｍ、短軸長1.1ｍ、最大深度0.45ｍを測り、平

面形態は不整円形である。掘形は北側は急な立ち上がりで、南側は階段状になり、底面はやや平坦で

ある。覆土は５層に分かれる。遺構の重複関係は溝跡（ＳＤｌ）を切っている。出土遺物は土師器、須

恵器、山茶碗、古瀬戸がある。本遺構の帰属時期は不明である。

SK36（第11図）

４区北端寄りのl5Hグリッドに位置する。長軸長(0.5)ｍ、短軸長0.52ｍ、最大深度0.14ｍを測り、

平面形態は楕円形である。長軸方向は調査区外に続いている。掘形は比較的緩やかであり、底面は揺

鉢形を呈する。覆土は４層に分かれる。出土遺物は土師器がある。本遺構の帰属時期は不明である。
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SK41（第11図）

４区北西端寄りの15Ｈグリッドに位置する。長軸長0.51ｍ、短軸長0.32ｍ、最大深度0.16ｍを測り、

平面形態は不整円形である。掘形は比較的緩やかであり、底面は平坦で浅い。覆土は大きく２層に分

かれる。ＳＫ４２掘削のため、滅失する。出土遺物は打製石斧、土師器である。本遺構の帰属時期は不明

である。

SK44（第11図）

４区北寄りのl6Hグリッドに位置する。長軸長0.94ｍ、短軸長0.32ｍ、最大深度0.18ｍを測り、平

面形態は不整円形である。掘形は比較的緩やかであり、底面は平坦であるが、南東部で深くなってい

る。覆土は５層に分かれる。竪穴状遺構(ＳＴ３）掘削のため滅失する。出土遺物は土師器、山茶碗、

剥片、ＲＦである。本遺構の帰属時期は不明である。

SK48（第12図）

４区中央付近西端寄りの16Ｇグリッドに位置する。長軸長（2.7）ｍ、短軸長（0.6）ｍ、最大深度

0.2ｍを測り、平面形態は不整方形である。掘形は緩やかに立ち上がり、底面は播鉢形を呈するが、北

側で緩やかに段差が付く。覆土は６層に分かれる。短軸方向は調査区外に続き、遺構の重複関係は

SK49に切られる。出土遺物は土師器、中世土師Ⅲ、古瀬戸(115)である。本遺構の帰属時期は出土遺

物、切り合いから中世と考える。

SK49（第12図）

４区中央付近西端寄りの17Ｇグリッドに位置する。長軸長（1.3）ｍ、短軸長（1.2）ｍ、最大深度

0.56ｍを測り、平面形態は楕円形である。掘形は急激に立ち上がり、底面は播鉢形を呈する。覆土は

４層に分かれる。長軸方向は調査区外に続き、遺構の重複関係はＳＫ４８を切っており、溝跡（SD11）

に切られる。出土遺物は縄文土器（114)、土師器、山茶碗（118）である。本遺構の帰属時期は出土遺

物、切り合いから中世と考える。

SK51（第11図）

４区南西端寄りの18Ｇグリッドに位置する。長軸長1.64ｍ、短軸長（0.6）ｍ、最大深度0.4ｍを測

り、平面形態は不整円形である。掘形は、南側は緩やかで、北側は急激に立ち上がり、底面は平坦で

ある。覆土は５層に分かれる。短軸方向は調査区外に続き、遺構の重複関係は溝跡（SDll）に切られ

る。出土遺物は縄文土器、土師器、剥片である。本遺構の帰属時期は不明である。

SK54（第12図）

５区北西部の20Ｇグリッドに位置する。長軸長2.34ｍ、短軸長（1.18）ｍ、最大深度0.33ｍを測り、

平面形態は不整方形である。掘形は緩やかであり、底面は平坦で浅い。覆土は５層に分かれる。短軸

方向は調査区外に続き、遺構の重複関係は溝跡（SD15）と南北トレンチに切られる。出土遺物は土師

器である。本遺構の帰属時期は不明である。
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SK56（第12図）

５区中央付近西端寄りの20Ｅグリッドに位置する。長軸長（1.2）ｍ、短軸長（0.5）ｍ、最大深度

0.44ｍを測り、平面形態は楕円形である。掘形は、北側は緩やかで、南側は急激に立ち上がり、底面

は平坦である。覆土はほぼ単層である。短軸方向は南北トレンチに切られている。出土遺物は須恵器

である。本遺構の帰属時期は不明である。

SK69（第12図）

６区北端寄りの24Ｄグリッドに位置する。長軸長0.64ｍ、短軸長0.54ｍ、最大深度0.2ｍを測り、平

面形態は不整円形である。掘形は緩やかに立ち上がり、底面は播鉢形を呈する。覆土はほぼ単層であ

る。遺構の重複関係はＳＫ７１を切っており、撹乱に切られている。出土遺物はなく、本遺構の帰属時期

は不明である。

SK70（第12図）

６区北西端寄りの24Ｄグリッドに位置する。長軸長１．４ｍ、短軸長1.25ｍ、最大深度0.65ｍを測り、

平面形態はほぼ円形である。掘形は東側が急激に立ち上がり、底面は摺鉢形を呈しているが、東側が

深くなっている。覆土は大きく３層に分かれており、１層内に径20cmの亜円礫が２点出土した。遺構

の重複関係は小穴（Ｐ143）に切られる。出土遺物は打製石斧、杭である。杭は２層内からほぼ垂直に

立った状態で出土し、樹種同定の結果、マツ属維管束亜属のものであった。（第５章第４節参照)本遺

構の帰属時期は不明である。

SK71（第12図）

６区北端寄りの24Ｄグリッドに位置する。長軸長1.18ｍ、短軸長0.75ｍ、最大深度0.08ｍを測り、

平面形態は不整円形である。掘形は緩やかに立ち上がり、底面は平坦である。覆土はほぼ単層である。

遺構の重複関係はＳＫ６９、撹乱に切られ、底面で小穴(Ｐ144)を検出する。また、溝跡(SD12)を切っ

ている。出土遺物はなく、本遺構の帰属時期は不明である。

SK74（第13図）

７区北端寄りの28Ｃグリッドに位置する。長軸長1.45ｍ、短軸長0.9ｍ、最大深度0.48ｍを測り、平

面形態は不整方形である。掘形は急激に立ち上がり、底面は平坦である。覆土はほぼ単層である。遺

構の重複関係は溝跡（SD26）に切られる。出土遺物は山茶碗、中世土師、、古瀬戸橋鉢（120)、銭貨

（124)があり、墓擴と考える。山茶碗、中世土師、、橋鉢は掘削中に、古銭は床面上の中央やや北寄

りで出土した。

古銭は寛永通宝が７枚付着しており、３枚錆で付着したものと４枚錆で付着したもの間に刀子が挟

まっている。六道銭として、埋納されたものと考える。

また、溝跡(SD12）を切る形で、この士坑の西側にＳＫ７５、ＳＫ７６と同じような士坑がある。出土遺

物はないが、同じ性格のものと考える。本遺構の帰属時期は古銭の年代から、近世と考えられる。
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SK77（第13図）
土坑実測図（１）

７区中央付近西端寄りの32Ｂグリッドに位置する。長軸長3.65ｍ、短軸長（2.0）ｍ、最大深度0.7

ｍを測り、平面形態は不整方形である。掘形は急激に立ち上がり、底面は平坦である。覆土は９層に

分かれる。短軸方向は調査区外に続き、遺構の重複関係はＳＫ７８と溝跡（SD29）と南北トレンチに切

られる。出土遺物は土師器、中世土師Ⅲ、山茶碗(122)などがある。本遺構の帰属時期は不明である。

SK79（第13図）

７区中央付近西端寄りの32Ｂグリッドに位置する。長軸長(2.62)ｍ、短軸長1.03ｍ、最大深度0.17

ｍを測り平面形態は、隅丸方形で溝のような形をして調査区西側へ続く。掘形は緩やかに立ち上がり、

底面は平坦である。覆土は単層である。遺構の重複関係はSK80を切る。出土遺物はなく、本遺構の帰

属時期は不明である。

SK80（第13図）

７区中央付近西端寄りの32Ｂグリッドに位置する。長軸長（0.5）ｍ、短軸長0.44ｍ、最大深度0.1

ｍを測り、平面形態は楕円形である。掘形は比較的緩やかであり、底面は摺鉢形である。覆土はほぼ
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２２．５Ｙ３/3暗オリーブ褐色砂質土

３２５Ｙ４/4オリーブ褐色砂質土
４２．５Ｙ４/3オリーブ褐色砂質土

５２．５Ｙ４/2暗灰黄色砂質士 SＫ５６
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２
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（Ｓ＝１/40）

第12図土坑実測図（２）
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第13図土坑実測図（３）
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liilE
in構番号 グリッド

法量（、）

上端長軸 _上端短軸 深さ

出土in物の有(O)蔦

土器 石器 金属･木

備考

(切る＞切られる）

SＫｌ ４Ｍ 0．５４ 0.28 0．１９

SＫ２ ４Ｍ 0．５５ 0．５０ ０．１０

SＫ３ ４Ｍ 0．８６ 0．５２ ０．０９

SＫ４ ５Ｍ 1．２４ 0．８６ ０．１６

SＫ５ ５Ｌ (092） 0．７２ ０．２０ 調査区外に続く

SＫ６ ５Ｌ 0．８１ 0．５４ ０．２０

SＫ７ ５Ｌ 0．７０ (0.38） ０．２０ 調査区外に続く

SＫ８ ５Ｍ (1.20） 0．７０ ０．２３ ＜東西ＴＲ

SＫ９ ６Ｌ 1．５０ (0.70） ０．０９ ＞P20､調査区外に続く

SＫｌＯ ７Ｌ 0．５３ (0.45） 0．０９ ＜南北ＴＲ

SＫ１１ ７Ｌ 0．５０ 0．４２ ０．２３

SＫ１２ ８Ｌ 0．５８ 0．５０ ０．２６

SＫｌ３ ８Ｌ 0．９０ 0．４７ ０．０５ ○

SＫｌ４ ８Ｋ 2．１０ 1．１０ ０．３６ ＞ＳＫｌ５､ＳＫ１６

SＫ１５ ８Ｋ (0.50） 0．５０ ０．２８ ＜ＳＫｌ４

SＫ１６ ８Ｋ (1.16） 0．４５ ０．１７ ＜ＳＫｌ４

SＫｌ７ ８Ｋ 0．６０ 0．３５ 0．１３

SＫｌ８ ８Ｌ ０．９０ (0.55） ０．３０ ＜南北ＴＲ

SＫ１９ ８Ｋ 0.80 (0.60） ０．１８ ○ ＜ＳＫ２０

SＫ２０ ８Ｋ 0．７８ 0．５０ ０．３１ ○ ○ ＞ＳＫ１９

SＫ２１ ９Ｋ 1．２４ (0.38） ０．２３ ＜ＳＤ２、東西ＴＲ

SＫ２２ ９Ｌ (0.50） 0．３８ ０．１２ ＜東西ＴＲ

SＫ２３ ９Ｊ ０．６４ 0．４５ 0１３

SＫ２４ 10Ｋ ０．９１ 0．３９ 0.09 ＞ＳＤ５

SＫ２５ １０Ｊ (0.90） 1.00 0．０５ 調査区外に続く

SＫ２６ １０Ｋ 1．２０ 0．９０ 0．１０

SＫ２７ １０Ｋ 1.06 0．４４ 0．２７ ○ ＜南北ＴＲ

SＫ２８ １２Ｊ 2．２８ 1．６６ 0.23

SＫ２９ 1２１ 1．３３ １．０４ 0．２３

SＫ３０ 1３１ 1．２８ 1．１０ ０．２９

SＫ３１ 1３１ 0．８０ 0．５０ 0．２３ ＞ＳＫ３２

SＫ３２ 1３１ 0．８４ (0.17） 0．２３ ＜ＳＫ３１

SＫ３３ 1４１ 1．４２ 1．１０ 0．４５ ○ ＞ＳＤ１

SＫ３４ 1４１ 0.68 0．４０ 0.15

SＫ３５ l4H (0.80） 1．１０ 0．１９ 調査区外に続く

SＫ３６ l5H (0.50） 0．５２ ０．１４ ○ ＜東西ＴＲ､＞Ｐ7６

SＫ３７ l５Ｈ (0.50） 0．２２ ０．０７ ＜ＴＲ

SＫ３８ l5H 1.00 0．４０ ０．１２

SＫ３９ l５Ｈ 0．７４ 0．５０ ０．１２ ＜ＳＫ４１

SＫ４０ l5H (0.84） 0.30 0.08 ＜東西ＴＲ

SＫ４１ l５Ｈ 0．５１ 0.32 ０．１６ ○ ○

SＫ４２ l5H (1.13） 0．９０ 0．１６ ＜ＳＫ４１､ＳＤ９

SＫ４３ l5H 0．４１ 0．３２ ０．１２ ○

SＫ４４ １６Ｈ 0．９４ 0．３２ ０．１８ ○ ○

SＫ４５ １６Ｈ 0．５０ ０．３０ ０．０５ ＜撹乱

SＫ４６ l６Ｇ (1.36） 1．７６ ０．２０ ○
＞ＳＴ３､ＳＫ４８､＜P89、
Ｐ91,Ｐ94､調査区外に続く

SＫ４７ l６Ｈ 0．５０ 0４１ ０．１０

SＫ４８ l６Ｇ (2.70） (0.60） ０．４４ ○
＜ＳＫ４６､ＳＫ４９､調交区
外に続く

SＫ４９ l7G (1.30） (120） ０．５６ ○

SＫ５０ l7G 0．９６ 0.60 ０．１４ ＜ＳＤ１１

遺構番号 グリッド
法量（、）

上端長軸 -t,iH短軸 深さ

出土遺物の有(O)無

土器 石器 金属･木

備考

(切る＞切られる）

SＫ５１ l8G 1．６４ (0.60） 0.40 ○ ○
＜ＳＤ１１､調査区外に続
く

SＫ５２ １８Ｆ 1．３０ 0．８０ ０．３３

SＫ５３ １９Ｆ (1.54） (0.40） ０．１９
＜ＳＤ１１､調査区外に続
〈

SＫ５４ 2OＧ 2．３４ (1.18） 0．３３ ○
＜南北ＴＲ､調査区外に
続く

SＫ５５ 2OＧ 0．５２ (0.28） ０．３２ ＜ＴＲ

SＫ５６ ２０Ｅ (1.20） (0.50） ０．４４ ○ ＜ＴＲ､調査区外に続く

SＫ５７ ２１Ｅ 0．５８ 0．３８ 0.10

SＫ５８ ２１Ｅ 0．９０ 0．３５ ０．２５ ○ ○

SＫ５９ ２２Ｆ 0．６７ 0．３２ ０．２１ ○ ○

SＫ６０ ２２Ｅ 0．６６ 0．３５ ０．２２ ○

SＫ６１ ２２Ｅ 0．７０ 0．３２ ０．１５

SＫ６２ ２２Ｅ 0．７４ 0．４６ ０．１３ ＜Ｐｌ４１

SＫ６３ ２２Ｅ 0．５２ ０．３８ ０．２１ ○

SＫ６４ ２３Ｅ 0．６２ ０．２８ 0．２１ ○

SＫ６５ ２３Ｅ 0．６６ 0．３２ ０．２６ ○ ○

SＫ６６ ２３Ｅ 0．５２ ０．３２ ０．１５

ＳＫ６７ ２３Ｅ 0．５０ 0．３５ 0．０７

ＳＫ６８ 23Ｄ 0．６８ ０．６２ ０．１０

ＳＫ６９ 24, ０．６４ ０．５４ 0．２０

ＳＫ７０ 2４， 1．４０ 1．２５ 0．６５ ○ ○ ＜Ｐｌ４３

ＳＫ７１ 2４， １．１８ (0.75） 0．０８ ＜ＳＫ６９、Ｐ１４５、Ｐ１４４を
底部で検出

ＳＫ７２ 2６， 0．８５ (0.38） 0．２２ ＜南北ＴＲ

ＳＫ７３ ２９Ｃ 1．１５ (0.64） 0．２５ ＜南北ＴＲ

ＳＫ７４ ２８Ｃ 1．４５ 0．９０ ０．４８ ○ ○ ＜ＳＤ２６

ＳＫ７５ 29, １．２０ １．２５ 0．５０

ＳＫ７６ 29, １．５０ 1．００ 0．４０

ＳＫ７７ ３２Ｂ 3．６５ (2.00） 0．７０ ○ ○
＜ＳＫ７８､ＳＤ２９､南北
ＴＲ

ＳＫ７８ ３２Ｂ (0.74） 0．７０ 0．２１ ＞SD29､＜南北ＴＲ

ＳＫ７９ ３２Ｂ (2.62） 1．０３ 0．１７ ＜南北ＴＲ

ＳＫ８０ ３２Ｂ (0.50） ０．４４ 0.10 ○ ＞ＳＤｌ２､＜ＳＫ７９

ＳＫ８１ ３３Ｂ (1.46） (0.81） 0．２２ ○ ＜SD32､南北ＴＲ

ＳＫ８２ ３４Ｂ (1.00） ０．５６ 0．２０ ○ ＜南北ＴＲ

ＳＫ８３ ３４Ｂ 1．３０ ０．４５ 0．２１ ○

SＫ８４ ３４Ｂ １．１０ (0.62） 0．１７ ○ ＜ＳＤ３２

ＳＫ８５ 35Ａ 0．９２ 0．８０ 0．１０

ＳＫ８６ 36Ａ (0.60） (0.56） 0．１６ ○ ＜南北ＴＲ､撹乱

SＫ８７ ３６Ｂ 0．９２ (0.26） 0．２２ ＜東西ＴＲ
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単層である。遺構の重複関係は長軸方向がＳＫ７９に切られ、溝跡（SDl2）を切っている。出土遺物は

土師器、山茶碗、古瀬戸（121）などがある。本遺構の帰属時期は不明である。

SK81（第13図）

７区中央付近西端寄りの33Ｂグリッドに位置する。長軸長（1.46）ｍ、短軸長（0.81）ｍ、最大深

度0.22ｍを測り、平面形態は隅丸方形である。掘形は急激に立ち上がり、底面は平坦である。覆土は

ほぼ単層である。遺構の重複関係は長軸方向は溝跡（SD32）と撹乱に切られ、短軸方向は南北トレン

チに切られる。出土遺物は土師器、土師器Ⅲ、山茶碗（117)、瀬戸美濃連房などがある。本遺構の帰

属時期は不明である。

SK82（第13図）

７区南西寄りの34Ｂグリッドに位置する。長軸長（1.0）ｍ、短軸長0.56ｍ、最大深度0.2ｍを測り、

平面形態は楕円形である。掘形の立ち上がりは急で、底面は平坦である。覆土はほぼ単層である。長

軸方向が南北トレンチに切られる。出土遺物は山茶碗がある。本遺構の帰属時期は不明である。

SK84（第13図）

７区南寄りの中央部34Ｂグリッドに位置する。長軸長1.1ｍ、短軸長(0.62）ｍ、最大深度0.17ｍを

測り、平面形態は楕円形である。掘形は緩やかに立ち上がり、底面は平坦である。覆土はほぼ単層で

ある。遺構の重複関係は溝跡(SD32）に切られる。出土遺物は土師器Ⅲ（116）がある。本遺構の帰属

時期は不明である。

SK86（第13図）

７区南端寄りの36Ａグリッドに位置する。長軸長(0.6)ｍ、短軸長0.56ｍ、最大深度0.16ｍを測り、

平面形態は隅丸方形である。掘形は比較的緩やかで、底面は平坦である。覆土はほぼ単層である。出

土遺物は須恵器、山熟範（119）などがある。本遺構の帰属時期は不明である。

３竪穴状遺構（ST）

周囲より少し掘り窪められた方形状の遺構で、柱穴を伴わないものを竪穴状遺構とした。３区で２

基、４区で1基、５区で１基の計４基検出した。

SＴ１（第14図）

３区中央付近西側の１２１～１３１グリッドに位置する。西側で調査区外に続く。平面形態は北側にひ

ずむ五角形のような形状である。長軸長3.9ｍ、短軸長（1.44）ｍで、長軸方向はＮ－２２ｏ－Ｅである。

検出面から床面までの深さは0.16ｍを測る。埋土は大きく２層に分かれ、上面は暗褐色砂質土、下面

はオリーブ褐色砂質土である。壁面の立ち上がりはそれほど急ではない。床面は平坦であるが、壁溝

や柱穴は確認できなかった。出土遺物はなく、本遺構の帰属時期は不明である。
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第14図堅穴状遺構実測図（１）
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(２）堅穴状遺構実測図第15図

SＴ２（第14図）

３区南西端の14Ｈグリッドに位置する。西側で調査区外に続く。遺構の重複関係は溝跡（ＳＤ７）に

切られ、土坑(SK35）を切る。平面形態は不整方形である。長軸長2.72ｍ、短軸長（1.3）ｍで、長軸

方向はＮ－２６ｏ－Ｗである。検出面から床面までの深さは0.18ｍを測る。埋士は大きく２層に分かれ、

上面はオリーブ褐色砂質土、下面は暗オリーブ褐色砂質土である。壁面の立ち上がりはそれほど急で

はない。床面は平坦であるが、壁溝や柱穴は確認できなかった。出土遺物はなく、本遺構の帰属時期

は不明である。

SＴ３（第15図）

４区北西側の15Ｈ～l6Hグリッドに位置する。西側で調査区外に続く。遺構の重複関係は士坑、小

穴攪乱坑に切られ、床面で溝跡(ＳＤ９）を検出する。平面形態は正方形に近い形状である。長軸長(3．
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８)ｍ、短軸長3.1ｍで、長軸方向はＮ－３０ｏ－Ｅである。検出面から床面までの深さは0.2ｍを測る。埋

土は大きく２層に分かれ、上面はオリーブ褐色砂質士、下面は黒褐色砂質士である。壁面の立ち上が

りはそれほど急ではない。床面は平坦であるが、壁溝や柱穴は確認できなかった。また床面中央部か

ら南端にかけて下層に風倒木痕を確認する。

出土遺物は打製石斧､剥片、不明石製品、縄文土器(126)、土師器、須恵器(127,128)、山茶碗(130)、

古瀬戸(129)である。土器は全て小片である。なお、下層の風倒木痕内から剥片、弥生土器、土師器、

中世土師Ⅲ、山茶碗が出土している。本遺構の帰属時期は口縁部や底部の残る遺物は少ないが、出土

した遺物から中世と考えられる。

SＴ４（第14図）

５区中央付近東端寄りの22Ｆグリッドに位置する。東側を南北トレンチにより切られ、調査区外に

続く。遺構の重複関係は溝跡（SDl6)、小穴（Pll4）に切られ、床面で小穴（Ｐ112）を検出する。平

面形態はほぼ正方形に近い形状と考える。長軸長2.9ｍ、短軸長（0.3）ｍで、長軸方向はＮ－ｌ５ｏ－Ｅ

である。検出面から床面までの深さは0.04ｍ～0.12ｍを測る。埋土は大きく２層に分かれ、上面は暗

オリーブ褐色砂質士、下面は黄褐色砂質土である。壁面の立ち上がりは、南側は緩やかで北側は急で

ある。床面は中央が浅く、両端に行くに従い深くなる。壁溝や柱穴は確認できなかった。また南北ト

レンチ内に小穴（Ｐ113）を検出するが、近代の柵列（ＳＡ５）につながるものと考える。

出土遺物は縄文土器（131,132)、常滑陶器１点（133)、石核（134）である。土器は全て小片であ

る。本遺構の帰属時期は口縁部や底部の残る遺物は少ないが、出土した遺物と遺構との切り合いから

中世後期と考えられる。

４柵列・石列（SA）

小穴あるいは土坑が－列に規則的に並ぶものを柵列､人為的に組まれたまれた石の列を石列とした。

７区で石列が１箇所、柵列が１区、３区、５区で各１箇所、６区から７区にかけて1箇所の４箇所確

認した。

石列（SＡ１）（第16図）

７区北寄りの26,～30Ｄグリッドに位置する。溝跡（SD12）の１層を除去中に円礫が並ぶため、精

査を進めると、南北方向に石列を検出し、３０Ｄグリッド付近で東に向きを変え東西方向に広がる石列

を検出する。南北方向は長軸長16.6ｍ、短軸長0.24ｍ、溝跡２層上面からの高ざは0.25ｍ～0.45ｍを

測り、径５cm～50cmの自然礫約160個（円礫約140．角礫20）を直線的に２段に配置する。充填礫は南

北方向の石列と東西方向の石列が直行する30Ｃグリッド付近の長軸長１．８ｍ､短軸長0.52ｍの範囲で径

５cm～15cmの自然礫36個を数えただけであった。東西方向は長軸長1.6ｍ、短軸長0.3ｍ、溝跡２層上

面からの高さは約024ｍを測り、径５cm～35cmの自然礫９個（円礫９）を直線的に配置する。

南北方向の石列は東向きに面をそろえ、東西方向は北向きに面がそろっている。それぞれの反対側

は暗褐色砂質土により充填されている。

出土遺物には石臼片、土師器、中世土師Ⅲ、山茶碗（135)、瀬戸美濃大窯、瀬戸美濃連房（136)、
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第16図石列・柵列実測図（１）
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染付磁器などがある。明治時代、土地区画の境を示す際に石を積んだと言われる1)ことから、溝跡

（SDl2)によって窪んだ場所に石を積んで、土を充填して畑や墓地の区画に利用したのではないかと

考える。本遺構の帰属時期は近代である。

柵列（SＡ２）（第16図）

１区北寄りの３Ｎ～４Ｍグリッドにかけて位置する３基の柱穴列である。柱穴の間隔は約2.5ｍで、

それぞれの長径は0.4ｍ前後の柱穴である。深さは0.12ｍ～0.36ｍである。遺物はＰ７から山茶碗が出

土している。本遺構の帰属時期は不明である。

柵列（ＳＡ３）（第16図）

３区南西寄りの１３１～１４１グリッドにかけて位置する４基の柱穴列である。柱穴の間隔は約１３ｍ

で、それぞれの長径は0.32ｍ～０．４ｍの柱穴である。深さは0.11ｍ～0.33ｍである。遺物はいずれの柱

穴からも出土しておらず、本遺構の帰属時期は不明である。

柵列（ＳＡ４）（第16図）

５区中央部の21Ｅ～21Ｆグリッドにかけて位置する４基の柱穴列である。攪乱や溝跡（SD12）に切

られているため、他の柱穴は確認できず柱穴の間隔が0.6ｍ～３．４ｍとばらつきがある。それぞれの長

径は0.14ｍ～0.33ｍの柱穴である。深さは0.04ｍ～0.24ｍである。遺物はいずれの柱穴からも出土し

ていないが、遺構の重複関係から考えて近代の遺構である。

柵列（ＳＡ５）（第17図）

６区南西寄りの25Ｄグリッド～７区北西よりの28Ｃグリッドに位置する４基の柱穴列である。柱穴

の間隔は、１箇所が3.5ｍで、２箇所が4.5ｍである。それぞれの長径は0.31ｍ～0.85ｍの柱穴である。

深さは0.22ｍ～0.31ｍである。遺物等はいずれの柱穴からも出土しておらず、本遺構の帰属時期は不

明である。
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（Ｓ＝１／100）第17図柵列実測図（２）

５暗渠（ＳＤ２）（第18図）

ｌ区北東角から３区１５１グリッドまで､前述のＳＤｌの中央部を切る形で南北に走る溝で、中に径１０

cm～20cmの小円礫がびっしり詰まっていた。暗渠は幅0.8～１．５ｍ、深さは約0.55ｍで断面形は箱形に
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なっており、底は平坦である。１区では底部に地山の下の河岸段丘の礫層も一部表れている。また、

溝跡（ＳＤ３）を切っている。３区の南東部の１３１グリッドで構内に礫が詰まっている状態が終わり、

そこから南は溝跡となっている。

３区で、この暗渠内の礫を除去していくと、溝内に長軸長1.2ｍ～1.8ｍ、短軸長0.8ｍ、深さ0.25ｍ

～0.55ｍの士坑が０３ｍ間隔で11基並んでおり、径10cm～20cmの小円礫がびっしり詰まっていた。かつ

て畑地等を開墾する際に、石を集めて穴を掘って捨てたと言われる2)。このことから、この土坑は東側

の畑を開墾する際に集められた石を捨てた跡であり、それが、等間隔で長くつながったために、その

後暗渠として掘削する際にこの士坑を利用し、土坑と士坑の間の土を除去して－つの溝としたのでは

ないかと考えられる。さらに飛騨川もしくは当遺跡周辺から円礫を運び､構内に充填したのであろう。

出土遺物は、打製石斧（207)、砥石（210～213,215)、剥片、磨石、打欠石錘、縄文土器、弥生土

器(137,138)、土師器(139～143)、中世土師Ⅲ(144)、須恵器(145～154,156,157)、山茶碗(155,

158～170)、古瀬戸（175～182)、瀬戸美濃大窯（183～189)、瀬戸美濃連房（190～201,205)、常滑陶

器（172～174)、染付磁器（202～204）等が出土している。特に３区11Ｊグリッドで出土した山茶碗と

近くにあった径10cmの円礫（171）にはベンガラが付着している（第５章第３節参照)。これら遺物の

ほとんどが暗渠内の円礫の隙間から出土した。縄文時代の土掘り具である打製石斧が15点出土し、須

恵器は８世紀後半から９世紀初頭にかけてのものが多い。また、中世陶器や近世陶器が須恵器や土師

器と上下関係なしに出土していることから、この円礫を採取した場所に須恵器や土師器を使用した遺

跡や遺構があり、その場所から持ち込まれたものと考える。

本遺構の帰属時期は出土遺物と、２区でこの暗渠１層上で検出した士坑(SK13）内の炭化物を放射

性炭素年代測定をした結果、江戸時代後半から明治時代にかけてのものと考えられる。（第５章第１節

参照）

近くに為岡遺跡があるが、そこで検出きれた１号暗渠と非常に酷似している3)｡為岡遺跡と同じく河

岸段丘の縁辺であり、地山が砂質土であり、自然の状態でも非常に排水がよいように思われるが、な

ぜここに暗渠が必要であったのかを考えると、地下水位が時には非常に高くなることや、ここで栽培

されていた農作物と何らかの関係があったのかもしれない。ｌ区のすぐ北側には現在も使用されてい

る井戸があるが水面までは３ｍほどである。調査区の北西側に段丘崖があり、当調査区より約３ｍ低

い段丘面となっており、明治時代の土地利用図によると、水田として利用されていた。現在でも段丘

崖から湧き出した水が流れている。

６柱列状遺構（第19図）

５区南寄りの21Ｆ～23Ｅグリッドにかけての溝跡（SD12）のｌ層上面に検出した。８基の柱穴列で

ある。柱穴の間隔が0.6ｍ～０．７ｍである。それぞれの長軸長は0.52ｍ～0.90ｍ、短軸長は0.28ｍ～０．

３５ｍで平面形態はほとんどが隅丸方形の柱穴である。最大深度は0.15ｍ～0.26ｍである。掘形の立ち

上がりは急であり、底面は平坦であるものが多いが、－部凸凹状のものがある。覆土はほぼ単層であ

る。この柱穴の軸と並行して0.5ｍ東側に溝跡と小穴がある。柱穴と溝跡は切り合わず、溝跡から遺物

が出土していないので、直接の関係は不明だが、同じ溝跡（SD12）の１層上面に検出した事から考え

ると同時期のものと推測できる。遺物はSK58から剥片、土師器、山茶碗、磁器、ＳＫ５９から打製石斧、
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（Ｓ＝１／80）第19図柱列状遺構実測図

SK60から山茶碗、瀬戸美濃連房、ＳＫ６３から山茶碗、古瀬戸、ＳＫ６４から須恵器、ＳＫ６５から須恵器、山

茶碗、磁器が出土している。この遺構の帰属時期は溝跡（SD12）のｌ層上面であり、土坑覆土が表土

であることから、近代以降のものである。

為岡遺跡では５本の同様な遺構を検出し、柱列状遺構として報告されているの。当遺構もこれに酷似

している。明治時代の土地利用図によると、この溝跡が畑と林の地境になっており、東に畑が広がっ

ている。その地割りと方向が共通することから、建物や柱の掘形ではなく、畑の栽培作物などと関係

があるものと考える。

７その他の遺構

性格不明遺構（ＳＸ１）（第16図）

７区北東寄りの28,～29Ｄグリッドにかけての溝跡（SD12）の２層上面で検出した溝状の遺構であ

る。石列（SＡ１）の東側である。２２条の溝状の遺構が東西方向に並行しているのを検出した。それぞ

れの溝跡の長軸長は0.84ｍ～１．５ｍであり、短軸長は0.11ｍ～０．４ｍである。最大深度は0.02ｍ～０．１ｍ

である。溝の覆土は単層であり、粗砂を多く含む。溝の掘形はいずれも緩やかで、底面は平坦である。

出土遺物は中世士師Ⅲ、山茶碗、瀬戸美濃連房である。この遺構の時期は石列（SＡ１）と同じ面で検

出されていることから同時期と考え、近代である。しかし、石列との関係は不明である。
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この遺構の性格は、前述のように溝跡（SD12）が地境になっており、東側は現在、桑畑として利用

されているので、耕作に関係しているものかもしれない。

小穴（Ｐ）

Ｐ２（第20図）

１区北東側４Ｎグリッドに位置する。出土遺物に山茶碗（221）がある。

Ｐ４．７（第20図）

ｌ区北西側４Ｍグリッドに位置する。出土遺物にＰ４から須恵器（216）が、Ｐ７から山茶碗（219）

がある。

Ｐ２９

２区南西角８Ｍグリッドに位置する。西側は調査区外に続く。出土遺物に土師器がある。

Ｐ７０

３区南側１４１グリッドに位置する。出土遺物に山茶碗がある。

Ｐ７６

４区北西角16Ｇグリッドに位置する。出土遺物に土師器がある。

Ｐ8１（第20図）

４区北西角16Ｈグリッドに位置する。包含層掘削の後、柱根として検出した。遺構の重複関係は溝

跡（ＳＤ９）を切っている。１片が約５cmで、長さ40cm程のしっかりした角材で、端部は２側面が削ら

れ杭状になっている。樹種同定の結果タウンというムクロジ科の東南アジアからの外来種であること

がわかった。（第５章第４節参照)。木製品以外の出土遺物はない。本遺構の帰属時期は、遺構の重複

関係から近世の遺構ではないかと考える。

Ｐ９３

４区西側l6Gグリッドに位置する。竪穴状遺構（ＳＴ３）の覆土上で検出する。出土遺物に須恵器

（217)、山茶碗がある。

Ｐ９６．９９

４区西側中央付近16Ｇグリッドに位置する。出土遺物にP99から土師器が、P96から瀬戸美濃連房

（224）がある。

Ｐ１０８

４区南東側18Ｇグリッドに位置する。溝跡（SD15）の埋士上面で検出をする。出土遺物に瀬戸美濃

大窯、瀬戸美濃連房がある。

Ｐ１１０

４区南東側l8Gグリッドに位置する。溝跡（SDl5）の埋土上面で検出をする。出土遺物に土師器が

ある。

Ｐ１１１

５区北側20Ｆグリッドに位置する。溝跡(SD12)の埋土上面で検出する。出土遺物に常滑陶器(225）

がある。

Ｐ117（第20図）・１１８．１２２（第20図）・１２６（第20図）・１２７（第20図）・１２８（第20図）
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（Ｓ＝１/40）第20図小穴実測図

５区南側22Ｅ～23Ｅグリッドに位置する。溝跡（SD12）の埋土上面で検出をし、前述の柱列状遺構

の溝跡に伴うものである。出土遺物はP117から山茶碗（220）が、Pll8から山茶碗（222）が、Ｐｌ２２

から中世土師mが、Pl26から山茶碗（218）がある。

Ｐ154（第20図）

６区南西側25Ｄグリッドに位置する。出土遺物に土師器甕がある。

Ｐ１８３

７区中央付近30Ｃグリッドに位置する。出土遺物に山茶ｲi宛がある。

Ｐ１９９

７区南西側36Ａグリッドに位置する。出土遺物に山茶碗、瀬戸美濃連房小杯（223）がある。

Ｐ２０１

７区中央付近30Ｃグリッドに位置する。溝（SD12）の埋土上で検出する。出土遺物に土師器、土師

器Ⅲ、山茶碗がある。

注１）美濃加茂市文化審議委員間宮端夫氏の御教示による。

２）同上

３）為岡遺跡の暗渠については、渡辺博人他１９９５『為岡遺跡発掘調査報告書』美濃加茂市教育委員会に報告されて

いる。また、当遺跡の暗渠(ＳＤ２）については、美濃加茂市教育委員会の可児光生氏と藤村俊氏に遺構を実見し

て頂き、御指導を受けた。

４）為岡遺跡の柱列状遺構については、渡辺博人他1995｢為岡遺跡発掘調査報告書』美濃加茂市教育委員会に報告

されている。また、当遺跡の柱列状遺構については、美濃加茂市教育委員会の可児光生氏に遺構を実見して頂き、

御指導を受けた。



第 3節検出した主要遺構３７

第４表小穴属`性一覧表(1)

|J１ |illFＩ［■、、■■■“
Ｐ５０１３１：：

遺構番号 グリッド
法量（c､）

長軸 短軸 深さ

出土iH物の有(O)無

土器 石器 金lRi･木

備考

(切る＞切られる）

Ｐ５１ 1３１ 2４ 1２ ６

Ｐ５２ 1３１ 3８ 2６ 1０

Ｐ５３ l３Ｈ 3８ 3４ １７

Ｐ５４ １３Ｈ 4０ 3６ 3３

Ｐ５５ l３Ｈ (29） 4１ 2０ 調査区外に続く

Ｐ５６ 1４１ 5０ 4６ 2１

Ｐ５７ 1４１ 2４ 2４ 1２

Ｐ５８ 1３１ 2７ 2７ ５

Ｐ５９ 1３１ 4４ 3０ 2７

Ｐ６０ 1３１ 3８ 3８ 1３

Ｐ６１ 1４１ 3４ 3０ ７

Ｐ６２ 1４１ 3０ 3０ 2０

Ｐ６３ 1４１ 3０ 3０ 1２

Ｐ６４ 1４１ 4２ 4２ 2４

Ｐ６５ l４Ｈ 3２ 3２ 1１

Ｐ６６ l４Ｈ 4４ (37） 1２ ＜Ｐ６７

Ｐ６７ l４Ｈ 2９ 2９ 1０ ＞Ｐ６６，Ｐ６８

Ｐ6８ l４Ｈ 4０ (30） 1１ ＜Ｐ６７

Ｐ６９ l４Ｈ 3３ 3３ １２

Ｐ７０ １４１ 4７ 4７ 1８ ○

Ｐ７１ l４Ｈ 3４ 3２ 1２

Ｐ７２ 1４１ 3２ 2６ 1０

Ｐ７３ １４Ｈ 3５ 3５ 1０

Ｐ７４ l４Ｈ 2０ 2０ ７

Ｐ７５ l４Ｈ 4０ 3０ 1２

Ｐ７６ l５Ｈ 4０ 2６ ９ ○ ＜ＳＫ３６

Ｐ７７ l５Ｈ 1８ 1８ 1３

Ｐ７８ l５Ｈ (30） 3０ １７ 調査区外に続く

Ｐ７９ l5H １６ 1６ 2３

Ｐ８０ l5H 2６ 2６ 1０ ＜ＳＫ４１

Ｐ８１ l５Ｈ 4４ 2４ 2９ ○ ＞ＳＤ９

Ｐ８２ l６Ｈ 2３ 2３ ９

Ｐ８３ l６Ｈ 2４ 2４ 1３

Ｐ８４ l６Ｈ 2６ 2６ ３

Ｐ８５ 16Ｈ 3０ 2６ 1０

Ｐ８６ l6H 2０ 1８ ７

Ｐ８７ l６Ｈ 2４ 2０ ８

Ｐ８８ l6H 2４ 1８ 1３

Ｐ８９ l６Ｇ 2８ 2８ ４

Ｐ９０ l6G 3０ 3０ 1８

Ｐ９１ l6G １８ １８ ３

Ｐ９２ l６Ｇ 2５ 2５ 1０ ○ ＜Ｐ９３

Ｐ９３ l６Ｇ 3０ 3０ ４ ○

Ｐ9４ l６Ｇ 3０ 3０ ６ ○

Ｐ９５ l６Ｇ 2５ 2５ 1１

Ｐ９６ l６Ｇ 3０ 3０ 1２ ○

Ｐ９７ l６Ｇ 2６ 2６ ３

Ｐ９８ l６Ｇ 3９ 3９ ６ ○

Ｐ９９ l６Ｇ 2４ 2４ 1３ ○

ＰｌＯＯ l6G 2０ 2０ ７ ＜ＰｌＯｌ

Ｐ１０１ l6G 3２ 3２ 1０ ＞Ｐ１００

遺構番号 グリッド
法量（c､）

長軸 短軸 深さ

出土iH物の有(O)無

土器 石器 金属･木

備考

(切る＞切られる）

Ｐ１ ３Ｍ 4４ 3０ 1２

Ｐ２ ４Ｎ 3１ 3１ 2０ ○

Ｐ３ ４Ｍ 4０ 4０ 3６

Ｐ４ ４Ｍ 3０ 3０ ９ ○

Ｐ５ ４Ｍ 4４ 3８ 10

Ｐ６ ４Ｍ 5２ 4６ 11

Ｐ７ ４Ｍ 3８ 3０ 2７ ○

Ｐ８ ４Ｍ 3２ 3２ 1５

Ｐ９ ５Ｍ 3７ 3０ 3８ ＞ＳＤｌ

ＰｌＯ ５Ｍ 4０ 3０ 2８

Ｐ１１ ５Ｍ 2８ 2８ 2７

Ｐｌ２ ５Ｍ 3２ 2５ 2６

Ｐｌ３ ５Ｍ 3０ 3０ 2７

Ｐｌ４ ５Ｍ 2８ 2５ 2９

Ｐｌ５ ５Ｍ 3０ 2８ 2５

Ｐｌ６ ５Ｍ 2５ 2５ 3１

Ｐ１７ ５Ｍ 2８ 2８ 3２

Ｐｌ８ ５Ｍ 3２ 2８ 2７

Ｐｌ９ ５Ｍ 3２ 3２ 2５ ＞ＳＤｌ

Ｐ２０ ６Ｌ 2０ 2０ 1０ ＜ＳＫ９

Ｐ２１ ７Ｌ 3３ 3０ 1７

Ｐ２２ ７Ｌ 3８ 3１ 1６

Ｐ２３ ８Ｌ 3５ 3１ 1４ ＞Ｐ２５

Ｐ２４ ８Ｌ 3２ 2４ ４ ＞Ｐ２５

Ｐ２５ ８Ｌ (40） (22） 1１ ＜Ｐ２３，Ｐ２４

Ｐ２６ ８Ｌ (26） 2８ 2４ ＜南北ＴＲ

Ｐ２７ ８Ｋ 4４ 3６ 2０

Ｐ２８ ８Ｋ 3６ 3２ 2２

Ｐ2９ ８Ｋ 4２ (１８） 2５ ○ 調査区外に続く

Ｐ３０ ８Ｋ 2８ 2８ ８

Ｐ３１ ９Ｋ 3２ 3２ ７

Ｐ３２ １０Ｊ 4０ 4０ 1８

Ｐ３３ １０Ｋ 1２ 1２ ５

Ｐ３４ １０Ｋ 2０ 2０ ８

Ｐ３５ １０Ｊ 2７ 2７ 1０

Ｐ３６ 10Ｊ 3０ 1８ ７

Ｐ３７ 12Ｊ 4６ 4２ 2４

Ｐ3８ 12Ｊ 4４ 3８ 2３

Ｐ3９ 1２１ 4０ 3５ ３ 調査区外に続く

Ｐ４０ 1２１ 2８ 2６ ８

Ｐ４１ 1２１ 2８ 2８ ８

Ｐ４２ １２１ 3０ 3０ 1２

Ｐ４３ 1３１ 2４ 2０ ８

Ｐ４４ 1３１ 2２ 2２ ７

Ｐ４５ 1３１ 3０ 2６ 2３

Ｐ４６ １３１ 2４ 2４ ６

Ｐ４７ 1３１ １９ １６ 1０

Ｐ４８ １３Ｊ 3４ 2６ ８

Ｐ４９ 1３１ 4４ 4４ 1５

Ｐ５０ １３１ 1８ 1８ 1５
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第５表小穴属性一覧表(2)

L■ |iLJ
遺構番号 グリッド

法量（c､）

長軸 短軸 深さ

出土jH物の有(o)無

土器 石器 鋪;･木

備考

(切る＞切られる）

Ｐ１５２ 25, 1８ 1８ 1０

Ｐ１５３ 25, 4１ 3６ 3１

Ｐ１５４ 25, 5４ 5６ 1７ ○ ＜Ｐ151

Ｐ１５５ 25, 2４ 1８ ５

Ｐｌ５６ 25, 3６ 2６ 1３

Ｐｌ５７ 25, 2９ 2９ 3１

Ｐｌ５８ 25, 1８ 1８ ９

Ｐ159 2５， 2８ 2８ 1６

Ｐｌ６０ 26, 2５ 2５ 1０

Ｐ１６１ 26, 3０ 2０ 1０

Ｐ１６２ 26, 2６ 2２ ５

Ｐ１６３ 26, 3２ 2６ ８

Ｐ164 26, 1８ 1８ 1０

Ｐ165 26, 3０ 2４ 1０

Ｐ166 26, 2５ 2５ 2２

Ｐ167 26, (20） 1８ ８ ＜撹乱

Ｐｌ６８ 26, 2８ (20） ８ ＜撹乱

Ｐ１６９ 26, 2０ 1４ 1２

Ｐｌ７０ 26, 2２ 1８ ３

Ｐｌ７１ 26, 4２ (24） 1２ ＜撹乱

Ｐ１７２ 27, 3２ 2８ ８

Ｐ１７３ 27, 2４ 2７ 1２

Ｐ１７４ 27, 2５ 2２ 1５

Ｐ１７５ ２９Ｃ 3２ 4２ 2５

Ｐ１７６ ２８Ｃ 3６ 3０ 2４

Ｐｌ７７ 28, 3８ 3８ 2７

Ｐ１７８ 29, 4６ 3４ 3１

Ｐ１７９ 28Ｃ 3８ 2３ 1２

Ｐ180 29Ｃ 2９ 2９ 4５

Ｐｌ８１ 29Ｃ 2０ 2０ ５

Ｐ182 29, 3６ 3０ 2７

Ｐ１８３ 30Ｃ 2６ 2６ 3１ ○

Ｐｌ８４ 31Ｃ 2５ 1８ 1４

Ｐ１８５ 31, 3８ 3２ 1０

Ｐ186 31Ｃ 2０ 1０ 2６

Ｐ187 31Ｃ 2３ 2２ 4３

Ｐ188 31Ｃ 2４ 2２ 2２ ○

Ｐ189 ３１Ｂ 3０ 2８ 1３

Ｐｌ９０ 31Ｃ 2７ 2２ 2５

Ｐ１９１ ３１Ｂ 2９ 2６ 1０

Ｐ192 ３２Ｃ 2８ 2６ 1３

Ｐ１９３ 31Ｃ 2４ 2０ 1０

Ｐ194 31Ｃ 2８ 2２ 1２

Ｐ１９５ ３２Ｃ 2４ 2０ 1５

Ｐ196 ３２Ｂ 3２ 3０ 1６

Ｐ１９７ ３２Ｂ 2５ 2６ 1３

Ｐ１９８ ３４Ｂ 3８ 3８ 1３ ＞ＳＤ３１

Ｐ１９９ 36Ａ 3２ 2８ 3４ ○

Ｐ２００ 28Ｃ 2６ 2６ 1２

Ｐ２０１ 30Ｃ 3１ 3１ 5３ ○

遺構番号 グリッド
法量（c､）

長軸 短軸 深さ

出土iK物の有(O)鴬

土器 石器 金ii･木

備考

(切る＞切られる）

Ｐ１０２ l6G 3０ 2０ ８

Ｐ103 l6G 4５ 3５ ６

Ｐ１０４ l7G 2９ 2４ ７

ＰｌＯ５ l7G 3１ 3１ 1２

Ｐ１０６ l7G 3０ 3０ 1５

Ｐ107 18Ｇ 2６ 2６ ６

ＰｌＯ８ l8G 2１ 2１ ４ ○

ＰｌＯ９ l8G 3６ 3６ ３

Ｐ１１０ l8G 4８ 4４ 1７ ○

Ｐ１１１ １９Ｆ 5０ 3６ 2０ ○

Ｐ１１２ ２１Ｆ (20） (9) ７ ＜南北ＴＲ

Ｐ１１３ ２２Ｆ 2１ (１６） (10） 調査区外に続く

Ｐ１１４ ２２Ｆ 3０ 3０ 1２

Ｐ１１５ ２２Ｅ 1８ 1８ ５

Ｐ１１６ ２２Ｅ 1４ 1４ ４

Ｐ１１７ ２２Ｅ 2１ 2１ ５ ○

Ｐ１１８ 22Ｅ 3８ 2８ 1４ ○

Ｐ１１９ ２２Ｅ 1４ 1４ 2４

Ｐ１２０ ２２Ｅ 3９ 3８ 1６

Ｐ１２１ ２２Ｅ 3０ 2６ 1９

Ｐ122 ２２Ｅ 3０ 2５ 1５ ○

Ｐ123 ２２Ｅ 2８ 2２ 1５

Ｐｌ２４ ２２Ｅ 2９ 2４ ４

Ｐ１２５ ２２Ｅ 2９ 2５ ９

Ｐ１２６ 23Ｅ 2２ 2２ 1３ ○

Ｐ１２７ 23Ｅ 3４ 1８ 2１ ＜Ｐ128

Ｐ１２８ ２３Ｅ 2４ 2４ 2０ ＞Ｐ１２７

Ｐ１２９ 23Ｄ (35） 3６ ６ 調査区外に続く

Ｐ１３０ ２３Ｅ 4０ 4０ ８

Ｐ１３１ ２３Ｅ 3２ 3２ 1８

Ｐｌ３２ 23Ｅ 2２ 1９ 2１

Ｐ１３３ ２３Ｅ 2２ 2０ 2０

Ｐ１３４ ２３Ｅ 2２ 2２ 1４

Ｐ１３５ 23Ｅ 3２ 2４ 1３

Ｐ136 23Ｅ 1８ 1５ 1６

Ｐ137 ２３Ｅ 2９ 2９ 1４

Ｐｌ３８ 23Ｄ 2４ 1７ ４

Ｐ１３９ 23Ｄ 4６ 3５ ５

Ｐｌ４０ 23Ｅ 3５ 1９ ７

Ｐ１４１ 22Ｅ 2３ 2３ ６ ＞ＳＫ６２

Ｐ１４２ 24, 2８ 2１ １３

Ｐ１４３ 24, 3４ 3４ ６ ＞ＳＫ６２

Ｐ１４４ 24, 2６ 2０ 1０ Pl30の底部で検出

Ｐ１４５ 24, 4２ 3５ ７ ＞ＳＫ７１､ＳＫ６９

Ｐ１４６ 24, 3８ 2４ ４

Ｐ１４７ 25, 3４ 3４ 1０

Ｐ１４８ 25, 4８ 4２ 3８

Ｐ１４９ 25, 2１ 2１ 2０

Ｐ１５０ 2５， 2６ 2０ 1１

Ｐ１５１ 25, 3４ 2２ ８ ＞Ｐｌ５４
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第４章遺物

第１節出土遺物の概要

出土遺物は中近世・近代の土器・陶磁器が大半であるが、縄文時代の土掘り具である打製石斧が比

較的多く出土しているのが特徴である。その他に、少量の縄文土器、弥生土器等の土器類、士製品、

石器・石製品、金属製品・銭貨などが出土した。数量の内訳は接合前破片数（１cm以上）で土器・陶

磁器2,611点、土製品５点、石器・石製品165点、金属製品32点、銭貨７点、木製品14点である。出土

した土器･陶磁器の種別は、縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、灰釉陶器、中世土師Ⅲ、山茶碗、

輸入磁器、古瀬戸、瀬戸美濃大窯、瀬戸美濃連房、常滑陶器、磁器、瓦器で、この他に分類不能の土

器や陶器が若干ある。時期によって量の多寡はあるものの縄文時代から明治時代までほぼ連綿と各時

代の遺物が確認できる。

原則として遺物の種類や性格などが明確で図示に耐えうるものは全て掲載した｡掲載点数は295点に

及ぶ。掲載した遺物のうち遺構内出土遺物については下記に記し、その他は観察内容を一覧表にまと

めた')。（第６～23表）

第２節遺構内出土遺物

１溝跡（SD）

ＳＤ１２

縄文土器（第21図－１）

ｌは深鉢の休部である。外面は撚糸文が施される。縄文中期前葉船元１か２期と考えられる。

中世土師皿（第21図－２～５）

２～５は薄手の土師質のmであり、うち３，４は小mである。２，３は轆轤で仕上げたものである。

４は内面横ナデにより調整され、外面は指頭圧痕が認められる。５はやや厚手で、直線的に口縁が開

いている。内面横ナデにより調整され、外面は指頭圧痕が認められる。外面口縁部に煤が付着してい

る。

灰釉陶器（第21図－６，７）

６は瓶子の頚部である。内面に自然釉が付着している。７は碗の底部である。内外面ともに回転ナ

デにより調整され、内面に自然釉が付着している。折戸53号窯式と考えられる。

須恵器（第21図－８，９）

８は壷の口縁部である。回転ナデにより調整きれ、自然釉が付着している。８世紀末と考えられる。

９は杯身の底部である。底部は回転へラ削り、その他は回転ナデにより調整され、貼り付け高台であ

る。内面は摩滅が激しい。８世紀前半と考えられる。

山茶碗（第21図-10～26）

１０は均質手の無高台碗の底部である。休部内外面は回転ナデにより調整され、底部外面に回転糸切

痕、底部内面に磨消痕が認められる。内外面に少量の自然釉が付着している。１１は均質手の碗の底部
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である。休部内外面は回転ナデにより調整され、底部外面は回転糸切痕が認められる。逆三角形の大

きめの高台が貼り付けられ、内面はかなり摩滅が認められる。12は均質手の皿の底部である。休部内

外面は回転ナデにより調整され､底部外面は回転糸切痕が認められる。１３は均質手の碗の底部である。

体部内外面は回転ナデにより調整され、底部外面に回転糸切痕と板目状圧痕、高台端部と底部内面に

籾殻痕、底部内面に磨消痕が認められる。内面に自然釉が付着している。１４は均質手の無高台碗の底

部である。休部内外面は回転ナデにより調整され、底部外面は回転糸切痕が認められる。１５は均質手

の碗の口縁部である。口縁部は直線的に開き、休部内外面は回転ナデにより調整される。１６は均質手

の無高台碗の底部である。休部内外面は回転ナデにより調整され、底部外面に回転糸切痕、底部端部

と底部内面に籾殻痕が認められる。１７は均質手の碗の底部である。休部内外面は回転ナデにより調整

され、底部外面に回転糸切痕、内面に磨消痕が認められる。貼付高台であり、高台端部に籾殻痕が認

められる。内面に自然釉が付着している。１８は均質手の無高台碗の底部である。休部内外面は回転ナ

デにより調整され、底部外面に回転糸切痕、底部内面に磨消痕が認められる。口縁部内面に自然釉が

付着している。19は均質手の碗の底部である。休部内外面は回転ナデにより調整され、底部外面に回

転糸切痕、高台端部と底部内面に籾殻痕、底部内面に磨消痕が認められる。内面に自然釉がわずかに

付着し、内面籾殻痕に煤が多く付着している。２０は均質手の碗の底部である。休部内外面は回転ナデ

により調整され、底部外面に回転糸切痕、高台端部と底部内面に籾殻痕が認められる。内面に自然釉

がわずかに付着している。２１は均質手の碗のロ縁部である。器壁は薄く、口縁外部がやや凹んでいる。

休部内外面は回転ナデにより調整されている。口縁部から内面に自然釉が付着している。２２は均質手

の碗の底部である。体部内外面は回転ナデにより調整され、底部外面は回転糸切痕が認められる。細

い紐状の高台が貼り付けられている。内面はやや摩滅が認められる。２３は均質手の碗の底部である。

休部内外面は回転ナデにより調整され、底部外面に回転糸切痕、高台端部と底部内面に籾殻痕が認め

られる。内面に自然釉がわずかに付着している。２４は均質手の無高台碗の底部である。休部内外面は

回転ナデにより調整され、底部外面に回転糸切痕が認められる。２５は均質手の碗の底部である。休部

内外面は回転ナデにより調整され、底部外面は回転糸切痕が認められる。２６は均質手の碗の底部であ

る。器壁は厚く休部内外面は回転ナデにより調整され、底部外面に回転糸切痕、高台端部、底部内面

に籾殻痕が認められる。底部外面に高台が貼り付けられている。

古瀬戸（第21図-27～30、第22図-31～44、第23図－４５－１，２，３）

２７は洗の口縁部である。内外面ともに回転ナデにより調整され、灰釉が施されている。古瀬戸前期

と考えられる。２８は桶の口縁部である。内外面に鉄釉が施され、内面には煤が付着している。休部に

二条の沈線が施される。３０は釜の底部である。内面に回転ナデにより、同心円状の溝がつけられる。

２９，３１，３４，３７は折縁深Ⅲの底部である。外面底部周辺は回転へラ削りで、内面は回転ナデで調整さ

れ、指押さえで脚がつけられる。底部は露胎し、内面は灰釉が施される。４つとも古瀬戸後期と考え

られる。２９，３１，３７は、脚が、底部から休部にかけて取り付けられているが、３４は、休部に取り付け

られている。３１は、脚部が大きく、外面は指押さえ、内面はへう押さえきれている。３７は脚が３脚つ

くと考えられる。３２は水性の注口部である。外面は削りにより調整され、灰釉が施される。古瀬戸前

期と考えられる。３３，３６は摺鉢である。内外面に錆釉が施され、３３は底部に回転糸切痕があり、摺目

は－単位８条､幅2.2cmを測る。３６は口縁部であり縁帯が内側に折返される。３５は壷の口縁部分である。
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内外面ともに回転ナデにより調整され、灰釉が施されている。古瀬戸中期と考えられる。３８，３９は縁

釉小Ⅲの底部である。底部に回転糸切痕があり、回転ナデにより調整される。錆釉が施され、３８には

底部外面に輪ドチ痕がある。古瀬戸後期と考えられる。４０は瓶子III類の頚部である。内外面に鉄釉が

施され、外面に沈線が１条ある。４１は壷か瓶子の底部と考える。内外面に灰釉が施される。底部周辺

は回転へラ削りにより調整される。４２は広口壷の口縁部である。４３は壷の休部である。内外面に灰釉

が施される。４４は鉢の休部である。４５－１，２，３は祖母』懐壺である。接合はできないが、同一個体と

考える。内外面に鉄釉が施され、底部は回転へラ削り、その他は回転ナデにより調整される。休部外

面に耳が４基つけられる。古瀬戸後期と考えられる。

常滑陶器（第23図-46～51、第24図-54,55）

４６は甕の休部であり、外面は縦方向に板ナデで、内面は横方向に板ナデ後ハケで調整されている。

47～50は甕の口縁部である。４７は内外面とも回転ナデにより調整され、鉄釉が施されている。４８，５０

は頚部が縁帯と密着し、縁帯上部が折り返しの部分より上位に位置する。４９は口縁は外反しており、

自然釉が付着している。内面に指押さえ痕がある51は壷の口縁部である。外面は回転ナデで、内面は

板ナデ、指押さえ痕、輪積み痕がある。５４，５５は甕の底部である。底部は砂敷で内外面に板ナデで調

整がある。４６，４７，５４は近世常滑陶器（赤物）である。

瀬戸美濃（大窯）（第23図-52,53，第24図-56～59,61）

５２は灯明mである。底部外面は回転へラ削りにより作られ、内面は回転ナデの後、コテの押佐によ

り同心円状に３条溝が入る。内外面共に錆釉が施される。５３は菊、の口縁部である。５６は桶の底部で

ある。底部外面は回転へラ削りにより調整され、２条の沈線がある。底部外面と内面に煤が付着して

いる。休部外面には鉄釉が施され、底部は露胎である。５７は九mの底部であり、内外面に灰釉が施さ

れ、内外面に釉溜まりがある。５８，６１は摺鉢の底部である。共に内面の摩耗はかなり激しい。５８は器

壁が厚手であり、播目一単位１２条、幅2.8cmを測る。底部は回転糸切痕があり、内外面に錆釉が施され

る。６１は摺目一単位９条、幅2.2cmを測る。底部は回転糸切痕があり、内外面に錆釉が施される。５９は

加工円盤である。削出高台で内面に鉄釉が施される。天目茶碗の底部を加工したものである。

瀬戸美濃（連房）（第24図-60,62～72、第25図-76）

６０は加工円盤である。底部は回転へラ削りで、内面には梅小花の染付がある。丸碗を加工したもの

と考えられる。６２は重ね物である。外面底部周辺を回転へラ削りで、その他を回転ナデにより調整し、

内外面の口縁部に灰釉が施きれる。６３は桶の休部である。回転ナデで調整され、外面に沈線が１条あ

り、指つまみの後指押さえによる耳が１基付いている。内外面鉄釉が施される。６４は瓶掛火鉢の底部

である。底部は台脚であり、休部は外反して立ち上がる。底部外面は回転へラ削り、内面は回転ナデ

により調整され、外面には緑釉が施されている。６５は腰錆湯呑の底部である。削出高台で、露胎して

おり、外面と高台内部に鉄釉が、内面には灰釉が施されている。６６は灯明Ⅲ（受Ⅲ）である。体部下

方外面は回転へラ削りにより調整され、底部周辺を除き錆釉が施きれる。内面突出部は口縁部より低

く、桟部切れ込み部に指押さえ痕がある。６７は丸碗の底部である。削出高台で、回転ナデにより調整

され、内外面に灰釉が施される。６８は香炉の底部である。指つまみの後指押さえによる脚部が1基付

いている。回転ナデにより調整され、内面は灰釉が施され、円錐ピン痕がある。６９は壷の口縁部であ

る。回転ナデにより調整きれ、内外面に鉄釉が施される。７０は志野織部の大mの底部であり、削出高
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台で、底部外面周辺は回転へラ削りである。内面は底部に鉄絵による模様が描かれ、長石釉が施され

る。円錐ピン痕がある。７１は小杯（せんじ）である。削出高台で、底部外面周辺は回転へラ削りであ

り、その他は回転ナデで調整される。底部は露胎し、内面と口縁部外面は長石釉が施される。７２は平

碗の休部である。回転ナデにより調整され、内外面に透明釉を施し、外面には鉄絵で模様が描かれて

いる。７６は箱形湯呑の休部である。外面に呉須絵による菊花文が描かれている。

瓦器（第24図-73）

７３は風炉の休部の飾り窓部分と考える。外面は回転ナデにより調整され、内面は縦方向にハケ目調

整された後、指押さえがある。

磁器（第25図-74,75,80）

７４は端反碗の口縁部であり、内外面に呉須絵による染付が施される。７５は染付丸碗の口縁部である。

回転ナデにより調整され、内外面に呉須絵で模様が施されている。８０は銅板プリントによる染付をし

た丸碗である。

輸入磁器（第25図-77～79）

７７は白磁碗口縁部であり、口縁部は折り返して密着している。内外面ともに回転ナデ調整が認めら

れる。７８は青磁碗口縁部である。ヘラ状工具により、蓮弁文が施されている。７９は白磁碗の口縁部で

ある。内面は剥離しており、外面は回転ナデ調整が認められ、太宰府分類白磁碗IV類と考えられる。

金属製品（第25図-81,82）

８１は鉄製の釘である。先端部でほぼ直角に曲がっている。８２は鉄製の草刈り鎌である。先端部は欠

損している。鎌の刃部は直線的である。持ち手部は木製であり、２つに割ったところに刃部を差し込

み、留め金で締めてある。

石器・石製品（第25図-83～88）

８３は石臼である。８４は磨石である。８５はスクレイパーである。８６は方形の手持ち砥石であり、仕上

げ砥と考えられる。８７は茶臼の下臼部分と考える。８８は有肩扇状石器である。欠損したあと、刃部を

再加工した痕がみられる。

ＳＤ１５

中世土師、（第26図-89）

８９は薄手の土師質のmである。横ナデで調整され、内外面に指押さえ痕が認められる。口縁部はや

やつまみ上げられており、京都系と考えられる。

須恵器（第26図-90）

９０は高杯の底部である。内外面ともに回転ナデにより調整され、脚部内面はへう状のもので押さえ

た痕が認められる。外面は摩滅が激しい。

山茶碗（第26図-91）

９１は均質手の碗の底部である。休部内外面は回転ナデにより調整され、底部外面は回転糸切痕が認

められる。内面の摩滅が激しく、底部にわずかに煤が付着している。

古瀬戸（第26図-92～96）

９２，９５は平碗の口縁部である。内外面とも回転ナデにより調整され、灰釉が施されている。９３は天
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目茶碗の口縁部である。やや外に開いており、口縁部は凹んでおり、外反する。回転ナデにより調整

され、内外面に鉄釉が施される。９４，９６は摺鉢の口縁部である。内外面とも回転ナデ調整で、錆釉が

施されている。９４は縁帯が内面の低い位置にあり口縁の先端よりも低くなっている。９６は縁帯が口縁

部内側にあり、口縁先端よりも上位にある。

瀬戸美濃（大窯）（第26図-97）

９７は灯明Ⅲの底部である。休部内外面は回転ナデにより調整され、底部外面に回転糸切り痕、休部

内面には同心円状に６条の溝がつくられ、さらにコテの押佐による小突線が６本認められる。無釉で

ある。

ＳＤ１０

土師器（第26図-98）

９８は高杯の脚部である。内外面とも摩滅がかなり激しく、内面の脚の中心部分には指押さえ痕があ

る。松河戸様式と考える。

中世土師Ⅱ（第26図-99）

９９は薄手の土師質のⅢの底部である。横ナデで調整される。京都系と考えられる。

山茶碗（第26図-100）

100は均質手のｍである。器高が低く、底部と休部外面の境が凹み、内面中央部が凹んでいる。内外

面ともに回転ナデで調整され、底部は回転糸切痕が認められる。

古瀬戸（第26図-101,102）

101は縁釉小、の口縁部である。少し外反しており、内外面とも回転ナデにより調整され、口縁部内

外面に灰釉が施される。102は折縁深Ⅲの口縁部である。口縁部が外反し、縁帯が口縁先端より上位に

くる。内外面とも回転ナデにより調整され、内外面に灰釉が施される。

ＳＤ３３

山茶碗（第26図-103）

103は均質手の碗の底部である。休部内外面は回転ナデにより調整され、底部外面に回転糸切痕と板

目状圧痕、高台端部に籾殻痕が認められる。内面はやや摩滅しており、自然釉がわずかに付着してい

る。

ＳＤ２９

山茶碗（第26図-104）

104は均質手のmである。器壁はやや厚く、口縁部は直線的に開いており、内外面ともに回転ナデで

調整で、底部は回転糸切痕が認められる。口縁端部に少量の自然釉が付着し、内面はやや摩滅してい

る。

ＳＤ２６

古瀬戸（第26図-105）
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105は卸皿の口縁部である。内外面とも摩滅が激しく、縁帯が内側につき、口縁先端よりも上位にく

る。内外面とも回転ナデにより、調整され、灰釉が施されている。

ＳＤ１１

山茶碗（第26図-106）

１０６は均質手の碗の口縁部である。器壁は薄く、直線上に立ち上がり口縁部がわずかに凹む。内外面

ともに回転ナデで調整されている。

ＳＤ１

須恵器（第26図-107）

107は杯身の底部である。底部外面は板ナデであり、その他は回転ナデである。高台はやや外反した

削出高台である。内面は摩滅している。

瀬戸美濃（大窯）（第26図-108）

108は志野九ｍの口縁部である。外面休部は回転へラ削りで､外面口縁部から内面は回転ナデにより

調整される。内外面に長石釉が施される。

山茶碗（第26図-109）

１０９は均質手の碗の底部である。高台は欠損しており内面の摩滅は激しい。休部内外面は回転ナデに

より調整され、底部外面に回転糸切痕が認められる。内面に自然釉がわずかに付着している。

土製品（第26図-110）

110は士錘である。中央部に最大径を持ち、端部は面取りが施されている。

石器・石製品（第32図-206,208,209，第33図-214）

206,208は打製石斧である。206は中央部で、208は先端部で折損している。209は磨石である。２１４

は打欠石錘である。

金属製品（第26図-111）

111は鍬か鋤の一部である。

ＳＤ３

石器・石製品（第26図-112）

112は石臼である。

２土坑（SK）

ＳＫ２０

須恵器（第27図-113）

113は杯蓋である。摘み部周辺回転へラ削りで、その他は回転ナデで調整される。

ＳＫ４９

縄文土器（第27図-114）
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114は深鉢である。破片が小きいため、詳細は不明であるが、内外面は指ナデにより調整され、ヘラ

状工具による沈線が１条、管状工具による刺突が５箇所認められる。縄文中期末と考えられる。

山茶碗（第27図-118）

118は均質手の碗の底部である。休部内外面は回転ナデにより調整され、逆三角形の高台であり、高

台端部に籾殻痕がわずかに認められる。内外面ともにかなり摩滅しており、内面に煤がわずかに付着

している。

ＳＫ４８

古瀬戸（第27図-115）

115は瓶子の肩部である。回転ナデにより調整され、外面に灰釉が施される。

ＳＫ８４

土師器（第27図-116）

116は土師質の、の口縁部である。内面横ナデにより調整され、外面は指頭圧痕が認められる。

ＳＫ８１

山茶碗（第27図-117）

117は均質手の碗である。器壁は薄く、直線的に開き、体部内外面は回転ナデにより調整され、底部

外面に回転糸切り痕、高台端部と底部内面に籾殻痕、底部内面に磨消痕が認められる。外面口縁部か

ら内面全体に自然釉が付着している。

ＳＫ８６

山茶碗（第27図-119）

119は均質手の碗の口縁部である。器壁は薄く、直線的に開いている。体部内外面は回転ナデにより

調整されている。

ＳＫ７４

古瀬戸（第27図-120）

120は揺鉢の口縁部である。休部外面は回転へラ削りであり、口縁部から内面にかけて回転ナデによ

り調整される。橋目は一単位15条、幅3.8cmを測る。口縁部は縁帯が内側に作られ、口縁端部より下位

にくる。注口部は指押さえにより、縁帯をつぶし、口縁部を外反させて作られている。内外面に錆釉

が施されている。

金属製品（第27図-124）

124は､古銭(寛永通宝)７枚と刀子である｡124-Ａは寛永通宝の四ツ宝銭で一部欠損している｡l24-B

は寛永通宝の水戸銭である(古寛永銭)。124-Ｃは寛永通宝が２枚重なっている。124-,は寛永通宝の

重揮通無背銭(石ノ巻)である。124-Ｅは、寛永通宝が２枚重なっているが、１枚は重揮通無背銭(石

ノ巻）である。
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ＳＫ８０

古瀬戸（第27図-121）

121は縁釉小Ⅲの口縁部である。内外面とも回転ナデにより調整され、灰釉が施されている。

ＳＫ７７

山茶碗（第27図-122）

122は均質手の碗の底部である。体部内外面は回転ナデにより調整され､底部外面に回転糸切痕と板

目状圧痕、高台端部と底部内面に籾殻痕、底部内面に磨消痕が認められる。内面に自然釉がわずかに

付着している。

ＳＫ８３

石器・石製品（第27図-123）

123はスクレイパーである。折損した打製石斧を再加工したものと考えられる。

ＳＫ５９

金属製品（第27図-125）

125は鉄製の釘である。先端部は欠損している。

３竪穴状遺構（ST）

ＳＴ３

縄文土器（第28図-126）

126は深鉢の休部である。外面に渦巻き状の沈線があり、その周囲に市松状で楕円形に押型文が施さ

れている。縄文後期中葉の北白川上層３式併行と考えられる。

須恵器（第28図-127,128）

127は無台杯身の底部である。底部は指ナデであるが粘土紐を輪積みした痕が残る。休部内外面は回

転ナデにより調整されている。128は杯蓋の口縁部である。休部内外面は回転ナデにより調整されてい

る。口縁端部は少し外反し、折り返されている。

古瀬戸（第28図-129）

129は平碗の休部である。内外面とも回転ナデにより調整され、灰釉が施されている。

山茶碗（第28図-130）

130は均質手の碗の底部である。器壁は厚手で、休部内外面は回転ナデにより調整きれ、底部外面に

回転糸切痕、高台端部と底部内面に籾殻痕が認められる。内面はかなり摩滅している。

ＳＴ４

縄文土器（第28図-131,132）

131,132は深鉢の休部である。破片が小ざいため詳細は不明であるが、131はやや内湾した器形をし

ており、外面は紐状工具による斜方向線文の押型文が施され、横方向の沈線が引かれた後にＳ字状に
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沈線が入る。外面に煤が付着しており、後期中葉の堀之内２式及び加曽利Ｂ１式併行と考えられる。

132は無文である。指ナデ、指押さえ痕が内面に認められる。後期中葉と考えられる。

常滑（第28図-133）

133は甕の休部である。内面に指押さえ痕が認められる。

石器・石製品（第28図-134）

134は下呂石の石核である。

４柵列・石列（SA）

SＡ１

山茶碗（第28図-135）

135は均質手のmである。器壁は薄く、直線的に開き、休部内外面は回転ナデにより調整され、底部

外面に回転糸切痕と板目状圧痕、底部内面に磨消痕が認められる。

瀬戸美濃（連房）（第28図-136）

136は灯明Ⅲ(受Ⅲ）の底部である。底部外面は回転へラ削り、内面は回転ナデにより調整され、内

面は同心円状に３条の溝が認められる。内外面共に錆釉が施されている。

譲、“
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第28図堅穴状遺構．石ﾜﾘ出土遺物

５暗渠（ＳＤ２）

弥生土器（第29図-137,138）

137は浅鉢の口縁部である。器壁は厚手で、少し内湾している。内外面とも指ナデで、口縁部内面は

へう削りで調整されている。138は壷の休部である。破片が小さいので詳細はわからないが、指ナデで

調整され、外面には６条の沈線がある。
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土師器（第29図-139～143）

139は羽釜の取手部である。休部内外面は指ナデにより調整され、端部はわずかに凹んでいる。外面

に煤が付着している。140は壷の休部である。休部内外面は指ナデにより調整されているが、外面は摩

滅が激しくほとんど剥離している。－部赤彩が認められる。141は壷の口縁部である。頚部から直線的

にハの字に開き、外面は指ナデ、内面は横ハケ調整で、口縁部に指押さえ痕が認められる。かなり摩

滅しており、外面口縁部に煤が付着している。142は羽釜の耳部である。外面はハケ削りで調整し、管

状工具で穴を開け、指押さえ痕が認められる。内面にも指押さえ痕が認められる。外面に煤が付着し

ている。143は甕の口縁部である。器壁は薄く直線的に立ち上がり、口縁部は少し内側に押さえられ、

面取りが認められる。休部内外面は指ナデにより調整されている。

中世土師皿（第29図-144）

144は土師質のⅢの底部である｡轆轤成形でほぼ真円であり､休部内外面は回転ナデにより調整され、

底部外面に回転糸切痕が認められる。

須恵器（第29図-145～154，第30図-156,157）

145は杯蓋の摘み部である。摘み部外面は指ナデ、周辺部はへう削り、内面は指押さえ後指ナデで調

整されている。内面中央部にへう書きによる刻印が認められる。146は鉢の底部である。休部内外面は

回転ナデにより調整きれ､底部外面周辺は板削りによる板押きえ圧痕が認められる。147は瓶子の底部

である。休部内外面は回転ナデにより調整され、底部外面に回転糸切痕が認められる。外面と内面底

部に自然釉が付着している。148は無台杯身の底部である。休部内外面は回転ナデにより調整され、底

部外面は渦巻き状の粘土紐を板状工具で削った痕が認められる。外面はかなり摩滅している。149は杯

身の底部である。休部内外面は回転ナデ、底部外面は回転へラ削りにより調整され、内面は平坦で中

心に向かって下がっている。150は鉢の口縁部である。内外面回転ナデにより調整きれ、口縁部上部が

やや凹んでいる。美濃須衛と考えられる。151は甕の頚部である。休部内外面は回転ナデにより調整さ

れ、内外面に自然釉が付着している。152は杯蓋の口縁部である。摘み部周辺は回転へラ削り、その他

は回転ナデにより調整されている。153,154は杯身の底部である。休部内外面は回転ナデ、底部外面

は回転へラ削りにより調整され、内面腰部がわずかに凹んでいる。156は器種不明の製品である。１５７

は長頸壺の口縁部である。休部内外面は回転ナデにより調整され、外反している。口縁部は縁帯が作

られ、やや凹んでいる。頚部と胴部を張り合わせた痕が認められる。外面は自然釉が付着している。

山茶碗（第29図-155，第30図-158～170）

155は荒肌手の碗の底部である。器壁は厚く、休部内外面は回転ナデにより調整され、底部外面に回

転糸切痕が認められる。底部内面に自然釉が付着している。尾張第５型式と考える。158は均質手の無

高台碗の底部である。休部内外面は回転ナデにより調整され、底部外面に回転糸切痕が認められる。

159は均質手の碗の底部である。器壁は厚く、休部内外面は回転ナデにより調整され、底部外面に回転

糸切痕が認められる。底部内面に自然釉が付着している。160,161,164は均質手の無高台碗である。

休部内外面は回転ナデにより調整され、底部外面に回転糸切痕が認められる。器壁は薄く、口縁部は

やや外反し、面取りが認められる。164は内外面底部に籾殻痕が多く認められる。162は均質手の碗で

ある。器壁は薄く、腰部は丸みを帯るが直線的に開き、口縁端部に面取りが認められる。休部内外面

は回転ナデにより調整され、紐状の高台が貼り付けられ、高台端部、底部内面に籾殻痕がわずかに認
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められる゜163は均質手の碗の底部である。器壁は厚く、休部内外面は回転ナデにより調整され、底部

外面に回転糸切痕、底部内外面に煤が付着し、高台は欠損している。165は均質手の碗の底部である。

器壁は薄く、体部は直線的に開き外面がわずかに凹んでいる。体部内外面は回転ナデにより調整され、

底部外面に回転糸切痕、高台端部と底部内面に籾殻痕が認められる。内面はやや摩滅し、少量の自然

釉が付着している。166は均質手の碗の底部である。器壁は薄く、紐状の小さな高台が貼り付けられて

いる。休部内外面は回転ナデにより調整され、内面は摩滅している。167,168,169は均質手の碗の底

部である。器壁は厚く、休部内外面は回転ナデにより調整され、底部外面に回転糸切痕、高台端部に

籾殻痕が認められる。内面がかなり摩滅している。170は均質手の無高台碗の底部である。器壁は厚く、

体部内外面は回転ナデにより調整され､底部外面に回転糸切痕､底部腰部に指押さえ痕が認められる。

底部内面から腰部にかけて赤彩が確認できる。自然科学分析の結果ベンガラが認められた（第５章第

３節参照)。全体の１／３で破断しているが、破断面にもベンガラが付着している。破断面が擦れてい

ることから砥石として転用されていたのではないかと考えられる。

常滑陶器（第30図-172,173，第31図-174）

172は近世常滑陶器(赤物)の甕の口縁部である。縁帯が内側に引き出され、口縁端部と同じ高さに

あり、口縁部が凹んでいる。休部内外面は回転ナデにより調整され、内面には指押さえ痕が認められ

る。173は甕の口縁部である。縁帯が折り返され頚部に密着している。休部内外面は回転ナデにより調

整され、内面には指押さえ痕が認められる。174は片口鉢の口縁部である。器壁は厚く、直線的に開い

ている。休部内外面は回転ナデにより調整され、内外面に指押さえ痕が認められる。口縁端部はやや

外反し、外側に凹みがあり、内狽りはへう状工具により、花弁状に削りが入る。

古瀬戸（第31図-175～182）

175は尊式花瓶の口縁部である。休部から口縁部にかけて外反しラッパ状に開いている。外面は回転

指ナデで、内面は回転へラ削りで調整され、外面と内面口縁部に灰釉が施されている。176は水性の取

手部である。粘土紐を指ナデによって調整したもので、外面に煤が付着している。177,178は縁釉小

Ⅲの底部である。休部内外面は回転ナデにより調整され、底部外面に回転糸切痕が認められる。177は

内面に灰釉が施二れ底部内面に磨消痕、トチン痕が認められる。178は摩滅がはげしい。179は折縁小

mである。器壁は薄く、直線的に立ち上がり、口縁部で外反させている。休部内外面は回転ナデ、底

部内面は回転へラ削りにより調整され、底部外面に回転糸切痕が認められる。口縁部内外面に灰釉が

施されている。180は平碗の底部である。休部内面は回転ナデ、休部外面は回転へラ削り、削出高台に

より調整され、内面に灰釉が施され、内面底部に円錐ピン痕が認められる。181は平碗の口縁部である。

外面底部周辺は回転へラ削り、その他は回転ナデにより調整され、内外面に灰釉が施される６１８２は折

縁深Ⅲの底部である。体部内面は回転ナデ、底部から休部外面は回転へラ削りにより調整され、底部

外面に指摘みの後指押さえによる脚が３脚認められる。内外面に灰釉が施されている。

瀬戸美濃（大窯）（第31図-183～189）

183は播鉢の底部である。休部内外面は回転ナデにより調整され、底部外面に回転糸切痕が認められ

る。内面の播目は－単位16条、幅３cmを測る。内外面に錆釉が施されている。184は九mの口縁部であ

る。器壁は厚手でやや内湾して立ち上がる。休部外面は回転へラ削りで、内面は回転ナデにより調整

され、内外面に灰釉が施されている。185は鉢の底部である。外面底部周辺は回転へラ削り、内面は回
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転ナデにより調整され、内外面に鉄釉が施されている。186は加工円盤である。外面は削出高台で、内

面は回転ナデで調整され、内外面に鉄釉が施されている。天目茶碗を加工した製品と考えられる。１８７

は天目茶碗の口縁部である｡休部内外面は回転ナデにより調整され､腰部から開きながら口縁に向かっ

て胴部が丸く張り、口縁部をくびらせて縁反りをしている。内外面に鉄釉を施し、外面底部は露胎し

ている。188は内禿Ⅲの底部から口縁部である。底部は回転へラ削りで削出高台、外面口縁部から内面

は回転ナデで調整されている。内外面全体に錆釉が施され、口縁部には飴釉の重ね掛けが施されてい

る。189は桶の底部である。休部内外面は回転ナデにより調整きれ、外面休部に鉄釉が施され、底部は

露胎しているが、底部内外面に自然釉が付着している。

瀬戸美濃（連房）（第31図-190～194，第32図-195～201,205）

190は尾呂茶碗の口縁部である。体部内外面は回転ナデにより調整され、直線的に立ち上がり、口縁

部は尖っている。休部内外面は鉄釉が、口縁部内外面は飴釉が施されている。191は菊皿の底部である。

削出高台で、底部外面周辺は回転へラ削り、休部内面は回転ナデにより調整され、内面は型打ちによ

り菊花を表している。内面はかなり摩滅が激しいが、内面に灰釉が施され、外面底部は露胎している。

192は筒形碗の底部である。削出高台で、休部内外面は回転ナデにより調整されている。内外面に灰釉

が施きれ、底部は露胎している。193は志野織部の九ｍの底部である。休部内外面は回転ナデにより調

整され、底部外面に回転糸切痕、円錐ピン痕が認められる。内外面には長石釉が施され、内面に－部

灰釉がみられる。194は志野鉄絵Ⅲの底部である。底部外面周辺は回転へラ削り、内面は回転ナデによ

り調整されている。底部外面に円錐ピン、底部内面に円錐ピン痕が認められる。内外面には長石釉が

施され、底部内面に鉄絵による模様が描かれている。195は掛分:茶碗である。腰部は丸みをおび口縁部

にかけ直線的に立ち上がる。口縁部は尖っている。休部内外面は回転ナデにより調整され、体部内外

面に灰釉が、口縁部内外面に鉄釉が施され、底部外面は露胎している。196は片口鉢の口縁部である。

縁帯を折り返して口縁部に密着させ、休部内外面は回転ナデにより調整されている。内外面に灰釉が

施されている。197は重ね物の底部である。底部外面周辺は回転へラ削り、体部内面は回転ナデにより

調整され、休部は垂直に立ち上がる。外面にうのふ釉が施され、底部は露胎している。内面底部に輪

ドチ痕が認められる。198は蓋物蓋の口縁部である。休部内外面は回転へラ削りにより調整され、口縁

部は折り返して蓋の取り付け部が作られている。外面上部に鉄釉が施されている。199は丸碗の底部で

ある。削出高台で、休部内外面は回転ナデにより調整されている。内面に鉄釉が施され、底部外面は

露胎している。200は揺鉢の口縁部である。休部内外面は回転へラ削りにより調整され、内側に少し縁

帯を引き出している。内外面に鉄釉が施されている。201は卸皿の底部である。外面は回転ナデで調整

されている。内面は橋目である。小破片のため単位を測ることができない。内外面に鉄釉が施されて

いる。205は片口鉢の往口部である。休部外面は回転へラ削り、休部内面は回転ナデにより調整され、

注口部を貼り合わせている。内外面に灰釉が施されている。

磁器（第32図-202～204）

202は広東碗の底部である。休部内外面は回転ナデにより調整され、削出高台が認められる。内外面

に呉須絵による染付が施され、底部内面には梅小花文様がある。203は箱形湯呑の口縁部である。休部

内外面は回転ナデにより調整され、内外面に呉須絵による染付が施されている。204は花瓶の底部であ

る。休部内外面は回転ナデにより調整されている。注口部から、上方に口縁部が続くものと考えられ
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るが欠損している。休部外面に瑠璃釉、底部外面に透明釉が施されている。

石器・石製品（第30図-171，第32図-207,210、第33図-211～213,215）

171はベンガラが付着した円礫である。山茶碗（170）と同一箇所から出土したが、使用痕のない自

然礫であり、意図的に使用されたものとは考えにくい（第５章第３節参照)。207は打製石斧である。

桂花木を加工して作られている。210,211,213,215は砥石である。210は大型であるものの、研磨面

が２面あり、手持砥石として使用されたのではないかと考えられる。211は置砥石である。213は研磨

面が４面あるが、被熱して折損している。212は砥石の未製品と考えられる。

６小穴

Ｐ４

須恵器（第33図-216）

216は、杯身の底部である。底部外面は回転へラ削り、その他は回転ナデにより調整されている。８

世紀後半と考えられる。

Ｐ９３

須恵器（第33図-217）

217は、杯身の口縁部である。内外面とも回転ナデで調整されている。内面はかなり摩滅している。

Ｐ１２６

山茶碗（第33図-218）

218は均質手の碗の口縁部である。器壁は薄くやや外反している。休部内外面は回転ナデにより調整

されている。口縁部内外面に自然釉が付着している。

Ｐ７

山茶碗（第33図-219）

219は、均質手のmである。薄手で器高が低く、休部は丸みをおびている。休部内外面は回転ナデによ

り調整され、底部外面は回転糸切痕が認められる。

Ｐ１１７

山茶碗（第33図-220）

220は均質手の碗の底部である。体部内外面は回転ナデにより調整され、底部外面に回転糸切痕、高

台端部に籾殻痕が認められる。内面はやや摩滅している。

Ｐ２

山茶碗（第33図-221）

221は、荒肌手の碗の底部である。底部内外面は回転ナデにより調整されている。内面はかなり摩滅

している。
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２

３

10cｍ０
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(Ｓ＝１／３）

第30図暗渠出土遺物（２）
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差ニーーーーーニづ
177

罠ミニニヨーフブ
174
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了
二二三二戸
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○ ニゴニク
／､
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ノ
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192 193

10cｍ０

(Ｓ＝１／３）

第31図暗渠出土遺物（３）
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万ユ ==ジ/～一一一一'一一～．

197

196

195

汚鯵□２０１
矛ﾆﾆﾆｱ＞=￣て戸

199198

〃言 ,(1)Ｉ露稲雪jｌ
可

205

203 204
０ 10cｍ

(Ｓ＝１／３）202

２０７

こつ二コここ二二〉２０６
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L」ﾎﾞブ

|ごr~Ｉ

ｌＪ
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ご̄＞

□ 10cｍ０
－－－－－－

209
(Ｓ＝１／３）

第32図暗渠出土遺物（４）
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212

国
亡――~。

２１５
厩?Ｆｉｌｌ毫礪ｺｱT;;＞

214

213

フ ７了ノ､－F二二コ
218216 217

ご弓=二つク

ニニオニニプ三二＞〉219

=そう
220 221

－１－＝一二コ

２２２

マフ!“フRﾌﾟュニア
２２３

ﾗﾏﾌ

225

10cｍ０
－－＝－－

(Ｓ＝１／３）

第33図暗渠・小穴出土遺物



6４第４章遺物

Ｐ１１８

山茶碗（第33図-222）

222は均質手の皿の底部である。器壁は薄く器高は低く、扁平で腰部が凹んでいる。体部内外面は回

転ナデにより調整され、底部外面に回転糸切痕が認められる。

Ｐ１９９

瀬戸美濃（連房）（第33図-223）

223は小杯の底部である。削出高台で器壁は薄く、底部外面周辺は回転へラ削り、内面は回転ナデで

調整されている。高台部は露胎し、内面は灰釉が施されている。

Ｐ９６

瀬戸美濃（連房）（第33図-224）

224は、擢鉢の口縁部である。内外面共に回転ナデで調整され、錆釉が施されている。

Ｐ１１１

常滑陶器（第33図-225）

225は近世常滑陶器（赤物）の甕の体部である。内面に板ナデや指押さえ痕が認められる。

第３節包含層出土遺物

前節までに遺構と遺構内出土遺物について図示し説明したが､本節では包含層から出土した遺物(撹

乱、トレンチ掘削を含む）を一括して述べる。各遺物の説明については種類別に略述するにとどめ、

詳細は観察表を参照されたい。（第６～23表）

縄文土器（第34図-226～228）

深鉢（226～228）

弥生土器（第34図-236）

壷（236）

土師器（第34図-229,230,234,235）

高杯の脚部（229）羽釜の耳部（230）壷の底部（234）mの口縁部（235）

±製品（第34図-231～233）

土鈴の頚部（231）土錘（232,233）

須恵器（第34図-237～240）

杯身（237）壷の底部（238）杯身の底部（239）高杯の脚部（240）

灰釉陶器（第34図-241）

碗の底部（241）

山茶碗（第34図-242～257）

碗の底部（242～249）mの底部（250,252～257）Ⅲ（251）

古瀬戸（第35図-258～261）
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10cｍ0
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第34図包含層出土遺物（１）
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織
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第35図包含層出土遺物（２）
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第36図包含層出土遺物（３）
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２９２

○てつ

２９３

◇ご＞
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『露 霞
294

●

③

Ｃ二≧

Ｌ－－－ｊｃｍ
(294はＳ＝１／２，
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亡二つ

10cｍ
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第37図包含層出土遺物（４）
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折縁Ⅲの口縁部（258）仏供の底部（259）水性の休部（260）摺鉢の底部（261）

瀬戸美濃（大窯）（第35図-262～266）

志野九mの口縁部(262）菊Ⅲの口縁部(263）天目茶碗の口縁部(264）天目茶碗の底部(265）

橋鉢の底部（266）

常滑陶器（第35図-267）

甕の口縁部（267）

瀬戸美濃（連房）（第35図-268,269、第36図-273～283）

香炉の底部（268）十能の取手部（269）mの口縁部（273）糸目形碗の底部（274）片口鉢

の底部（275,278）丸碗の底部（276）橋鉢の底部（277）灯明Ⅲの底部（279）縁釉小皿の口

縁部（280）小杯（281,282）志野織部の九mの底部（283）

磁器（第35図-272）

御神酒入れの往口部（272）

輸入磁器（第35図-270,271）

青磁碗の口縁部（270）青磁碗の休部（271）

金属製品（第36図-284～289）

鉄製の握り鋏（284）環状金属製品（285）鉄製の鑿（286）鉄製の飾り金具（287）鉄製の

釘（288,289）

石器・石製品（第37図-290～295）

石臼（下臼）（290）石臼（上臼）（291）打製石斧（292,293）ＲＦ（294）凹石（295）

注ｌ）本書で使用する遺物の分類・年代観は以下の通りである。

縄文土器については、奈良大学教授泉拓良氏の御教示による。

弥生土器、土師器については、岐阜県立多治見工業高等学校教諭松岡千年氏から助言を受けた。また以下の文献を

参照した。

赤塚次郎他１９９０「廻間遺跡」㈱愛知県埋蔵文化財センター

１９９２『山中遺跡」㈱愛知県埋蔵文化財センター

１９９４「松河戸遺跡」肋愛知県埋蔵文化財センター

北村和宏１９９６「尾張の羽釜」『第４回考古学フォーラム鍋と窯そのデザイン」東海考古学フォーラム実行

委員会

須恵器については、当センター近藤大典から助言を受けた。また、以下の文献を参照した。

藤田英博他２０００「船山北古墳群・船山北古窯跡群・船山北遺跡』伽岐阜県文化財保護センター

成瀬正勝２０００「砂行遺跡』側岐阜県文化財保護センター

山茶碗、中世土師、については、当センター小野木学、長谷川幸志から助言を受けた。また、以下の文献を参照した。

井川祥子1997｢１５世紀後半から16世紀前葉の土師器Ⅲ－中濃地域を中心として－」「美濃の考古学』第２号美

濃の考古学刊行会

小野木学１９９５「下巾上遺跡』㈱岐阜県文化財保護センター

１９９７「美濃地方における中世前期の土師器、の様相」『美濃の考古学」第２号美濃の考古学刊行会

古瀬戸の器種分類については、「古瀬戸をめぐる中世陶器の世界～その生産と流通～』（財団法人瀬戸市埋蔵文化財壜セ

ンター、1996年)における分類を参考とした。また、器種の判別については当センター小野木学、長谷川幸志から助言

を受けた。
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瀬戸美濃大窯の器種分類については「瀬戸市史陶磁史篇一』（瀬戸市史編纂委員会、1998年)、藤沢良祐１９８６「瀬

戸大窯発掘調査報告Ⅱ瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要jＶ（瀬戸市歴史民俗資料館）における分類を参考とした。ま

た、器種の判別については当センター小野木学、長谷川幸志から助言を受けた。

瀬戸美濃連房の器種の判別については当センター小野木学、長谷川幸志から助言を受けた。また、以下の文献を参照

した。

藤沢良祐他２００２『肋瀬戸市埋蔵文化財センター企画展江戸時代の瀬戸窯」肋瀬戸市埋蔵文化財センター

１９９８「瀬戸市史陶磁史篇一～六」瀬戸市

１９８７「本業焼の研究(1)～(3)」「瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要』Ⅵ～Ⅷ瀬戸市歴史民俗資料館

井上喜久男１９９２「尾張陶磁』ニュー・サイエンス社

常滑陶器の器種の判別については、中野晴久１９９７「蓋器系中世陶器の生産」、M)瀬戸市埋蔵文化財センター研究紀

要第５輯』㈱瀬戸市埋蔵文化財センターを参照した。

輸入磁器、磁器については、当センター小野木学から助言を受けた。

瓦器については「西日本における瓦器生産の展開」『国立歴史民族博物館研究報告19集」（菅原正明、1989年）を参照

した。

石器･石製品については、岐阜県博物館学芸主事長屋幸二氏、岐阜県教育委員会文化課三島誠氏、当センター長

谷川幸志から助言を受けた。また、下記の文献を参照した。

高橋順之１９９４『伊吹町内遺跡発掘調査IIj伊吹町教育委員会

三輪茂雄１９７８「石臼探訪」産業技術センター

小林正春１９９１「石器の終わる時」「季刊考古学第35号」雄山閣出版

平林彰他1993「北村遺跡』㈲長野県埋蔵文化財センター

金属製品については、当センター長谷川幸志から、銭貨については当センター山内裕行から助言を受けた。また、以

下の文献を参照した。

北陸中世考古学研究会１９９８「北陸中世の金属器一生産と流通一」第１１回北陸中世考古学研究会
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第６表土器観察表(1)

''１１
==縣需房君昭竪--…

、■閉、■日弔■、？■肝＝’八M激しく１軒Ｌ

■印田■、■冊■■府旧■■図百一一一冠『…￣~屑函

■■四国厩■、■■■■■.~~~鰯鰯魍
■Ⅳ円■、､、円旧■■図■--~雨『冠＝=……､璽啄…輌
四印刷、■胴■用一個痢石ｒ－･￣可回…霊■

回、■■■図百一'ロー函…露=で霊…■

■四四国屋■円、咄■ｒ￣…面面配…~￣￣圏…p詞
四四四卸胴■研一■■図■■■■厩W悪図…霊…
国国印、■､、肝～■■図■■■■隔蕊ヱｴﾛｮ彌覆匝同已瞬…翻
囹■胴、n冊、肝～■■図■■■､麻詞司憲一…囿
田■田、、胴■肝～■■■■■■､鰊司T認渥=可…■
四四四国函■円一■■囮■■■■願W乎可認一~r…雨
四四國國■阿田、甲■田■■■四mm碗両－－－
回囚呵日用■醒囚円■■田■■■■■■1,鰯､肝醇石＝…面面一
四四印刷■阿田印P、■■田■■■､廊可繭P『祠で‐

四回回国囹瓜、■■■■■■■瞬竃■霊魍
囮■扇■、鹿田原、■■■■■■■面…￣~…鹿司

四四回国田、用■￣￣￣=ﾆﾆﾄﾞ『ZFw窒悪目
回国國岬岡田印守田■■■■■■■R厩翻鰯園
四国扇■、■印田田困■四■■■Ｐｐｍｍ－
ｍ■田扇■、原田同田砠■■

■
四四国国■岡田、円用■■m■■■Ⅳ函『冠で認一で面で認
■■胴■R、腰田閼冊円■弓■■■■､厩厚一…￣…、
■囚印刷■雨nｍ■、■「￣---可厩噸置■歸日で…
四国國國■岡田円■、用四■■■囮■四囲題瀞畷醗囲
ロロ■、雨五ｍF■鹿西津恵一■■■■■■

掲載

番号
実測 グIルド

遺栂

番号
器種 部位

法趾（c､）

口径 器高 底径 最大幅

閤存率

(X/12）

ロ縁
破片
部数

破辺
数合
計
成形・調蟹 釉薬 備考 時期･産地

挿図

図版

ﾌﾒ真

図版

1 3１ 25Ｅ SＤ１２ 綱文土器 深鉢休部
１ 内面･ナデ指頭圧疵

外面･撚糸文

中期Iilj葉船元１

か２

2１ ６

２ 2２ 26, SＤ１２ 土師器皿 皿休部 (12.0） (1.8） ０．８ １ １ 内外面･ナデロクロ成型 2１ ６

３ 1６ 24Ｅ SＤ１２ 土師器皿 小皿口織部 (6.1） (1.5） (4.0） ｑ８ １ １ 内外面･ナデロクロ成型 2１ ６

４ 1７
24Ｅ～

25Ｅ
SＤ１２ 土師器皿 小、口織部

(5.6） (1.5） (3.0） ２ １ １ 内外面･ナデ外面･指頭圧痕 中世Ａ２ｂ ２１ ６

５ 2３ 27, SＤ１２ 土師器皿 皿口織部 (17.8） (2.6） ０．８ １ １ 内外面･ナデ外面･指頭圧痕 外面口織部媒付着 ２１ ６

６ 3３ ２０Ｆ SＤ１２ 灰釉陶器 瓶子頚部 １ 内外面･回転ナデ 内面自然粕付着 2１ ６

７ 256 ２０Ｆ SＤ１２ 灰釉陶器 碗底部
(8.0） １ 内外面･回転ナデ貼付高台 内面に少量の自然軸

付瑞

0-53窯式

10世紀後半

２１ ６

８ 5８ 26Ｅ SＤ１２ 須恵器 壷口織部
(12.4） 1.0 １ １ 内外面･回転ナデ 外面[]縁部から休部

にかけて自然軸あり

8世紀末 ２１ ６

９ 5９ 27, SＤ１２ 須恵器 杯身底部
(7.6） １ 内外面･回転ナデ底部･回転へ

ラ削り貼付高台

内面激し〈摩耗 8世紀iiij半 ２１ ６

1０ 232 ２６Ｆ SＤ１２ uI茶碗 碗口縁～底部

1２．９ 2.7 ５．４ 5.0 ３ ３ 内面･回転ナデ磨消痕外面．

回転ナデ回転糸切痕

内外面に少量の同然

釉付芯内面に軸だ

まI）

第11型式

(脇之脇）

２１ 1１

1１ 220 ２１Ｆ SＤｌ２ 山茶碗 碗底部
(8.3） １ 内外面･回転ナデ回転糸切痕

貼付高台

内面激し〈摩耗 第３型式

(西坂）

２１ ６

1２ 233 ２６Ｅ SＤ１２ 茶碗 皿底部
(5.5） １ 内外面･回転ナデ回転糸切痕 第11型式

(脇之臘）

２１ ６

1３ 235 ２６Ｆ SＤ１２ 山茶碗 碗底部

(5.0） ２ 内面･回転ナデ磨消痕外面・

回転ナデ底部･板目状圧痕

回転糸切痕貼付高台

内面に自然軸 内外面籾殻痕 第７型式

(明和）

２１ ６

1４ 224 ２０Ｆ SＤ１２ 山茶碗 碗底部
(5.2） １ 内外面･回転ナデ回転糸切痕 内面に少量の自然軸 第11型式

(脇之島）

２１

1５ 251 26, SＤ１２ 山茶碗 碗口織部
(15.3） 0.9 １ １ 内外面･回転ナデ 第６型式

(白土Hj(）

２１ ６

1６ 250 26, SＤ１２ 山茶碗 碗底部
(5.1） １ 内外面･回転ナテ回転糸切痕 内面に少量の自然軸

付着

内外面籾殻痕 第１１型式

(脇之島）

２１ ６

1７ 231
24Ｅ～

２５Ｅ
SＤ１２ uI茶碗 碗底部

(5.0） １ 内面･回転ナデ磨消痕外面・

回転ナデ回転糸切疲貼付高

台

内面に自然軸 外面籾殻痕 第７型式

(明和）

２１ ６

1８ 234 ２６Ｅ SＤ１２ IU茶碗 碗［l縁～底部
(12.5） 2.9 (5.4） 1．４ ２ ５ 内面･回転ナデ磨iW痕外面．

回転ナデ回転糸切痕

内面口織部に自然軸

付若

第11型式

(脇之鳥）

２１ ６

1９ 246 32Ｃ SＤ１２ 山茶碗 碗底部

(6.8） １ 内面･回転ナデ磨１W痕外面・

回転ナデ回転糸切痕貼付高

台

内面に少量の自然軸

付埼

内外面籾殻痕内面

底部に多髄の媒付着

第５型式

(九石･無洞）

２１ ６

2０ 241 33Ｃ SＤ１２ 山茶碗 碗底部
(5.1） １ 内外面･回転ナデ貼付高台

回転糸切痕

内面に少量の自然軸

付着

内外面籾殻痕 第６型式

(ロー上原）

２１ ６

２１ 249 30Ｃ SＤ１２ 山茶碗 碗口織部
(15.4） ０．９ １ １ 内外面･回転ナデ 内面'三】織部に自然軸

付蔚

第７型式

(明和）

２１ ６

2２ 223 ２０Ｆ SＤ１２ 山茶碗 碗底部
(5.5） １ 内外面･回転ナデ回転糸切痕

貼付高台

内面やや摩耗 第10型式

(大洞束）

２１ ６

2３ 247 30Ｃ SＤ１２ 山茶碗 碗底部
(5.7） １ 内面･回転ナデ外面･回転ナデ

磨消痕回転糸切痕貼付高台

内面に少量の自然１８１

付着

内外面籾殻痕 第５型式

(九石･窯洞）

2１

2４ 248 30Ｃ SＤ１２ 山茶碗 碗底部
(4.4） １ 内外面･回転ナデ回転糸切痕 第11型式

(脇之島）

2１ ６

2５ 222 ２０Ｆ SＤ１２ 山茶碗 碗底部
１ 内外面･回転ナデ回転糸切痕 第５型式

(九石･窯洞）

2１

2６ 252 2６， ＳＤ１２ 111茶(滝 碗底部
(7.9） １ 内外面･回転ナデ匝]転糸切痕

貼付高台

内外面籾殻痕内面

激しく摩耗

第４型式

(谷迫1111）

２１ ６

2７ 143 ２６Ｆ SＤ１２ 古瀬戸 洗口織部
1.0 １ １ 内外面･回転ナデ 内外面灰釉 古瀬戸前期

13世紀初め

２１ ７

2８ 173 2６， ＳＤ１２ 古瀬戸 樋口織部
1.0 １ １ 内面･回転ナデ外面･回転ナデ

沈線２本あり

内外面鉄釉 内面媒付蒲 古瀬戸後期

1５世紀

２１ ８

2９ 184 26, SＤ１２ 古瀬戸 折縁深皿底部
(120） １ 内面･回転ナデ外面･回転へラ

削り脚部指おさえ

内面灰釉わずかに付

)Ｍｆ外面露胎

古瀬戸後期

1５世紀

２１

3０ 156 33Ｃ SＤ１２ 古瀬戸 釜底部

(15.1） １ 内面･回転ナデ同心円状の溝

５条あI）外面･回転ナデ底

部･回転糸切痕

内外面鉄釉 古瀬戸後1Ｖ期

１５世紀後半

２１ ８

3１ 177 26, SＤ１２ 古瀬戸 折縁深皿底部

１ 内面･回転ナデ外面･底部周辺

回転へラ削り脚部･指押さえ

後へラ押さえ痕あり

内面･灰釉底部外

面、脚部露胎

輪ドチ痕 古瀬戸後期

1５世紀

2２ ７

3２ 3４ 26, SＤ１２ 古瀬戸 水注注口部
１ 内外面･ケズリ外面･指頭圧痕

あり

上部自然粕付着 古瀬戸前期

13世紀

2２ ７

3３ 174 26, SＤ１２ 古瀬戸 播鉢底部

(100） １ 内面･播目（１単位８条の溝、幅

2.2cm）外面･回転ナデ底部．

回転糸切痕

内外面錆釉 内面激し〈廠耗内

面媒付着

古瀬戸後期

1５世紀

2２ ８

3４ 157 33Ｃ SＤ１２ 古瀬戸 折繊深皿底部
１ 内面･回転ナデ外面･回転へラ

削り指つまみによる脚

内面灰釉外面、底

部、脚部露胎

古瀬戸後１１期

15Mt紀初め

2２ ７

3５ 1６１ 26, SＤ１２ 古瀬戸 壷Ｉ]織部
(15.8） 2.0 ２ ２ 内外面･回転ナデ ｢l織部内外面に灰釉 古瀬戸中期

14世紀中頃

2２ ７

3６ 172 27, SＤ１２ 古瀬戸 播鉢ロ織部
1.0 １ １ 内外面･回転ナデ 内外面錆釉 古瀬戸後1V新期

１５世紀後半

2２ ８

3７ 230 25, SＤ１２ 古瀬戸 折縁深皿底部

(15.5） ２ 内面･回転ナデ外面･回転ナデ

底部、底部周辺回転へラ削り

指つまみ後指押さえの脚３箇所

(？）

内外面灰釉底部に

露胎

古瀬戸後期

1511t紀

2２ ５

3８ 135
２４Ｅ～

２６Ｅ
SＤ１２ 古瀬戸 縁釉小皿底部

(4.6） １ 内面･回転ナデ外面･回転へラ

削り底部･回転糸切痕

内外面錆釉 底部外iHiに輪ドチ痕 古瀬戸後期

1５世紀

2２ ７

3９ 162 2６， ＳＤ１２ 古瀬戸 縁釉小皿底部
(５０） １ 内外面･回転ナデ底部･回転糸

切痕

内面休部錆釉、底部

朱が付着外jHi露胎

古jWi戸後111期

1511t紀中頃

2２ ７

4０ 165 26, SＤ１２ 古瀬戸 瓶子III類頚部
１ 内外面･回転ナデ外面沈線１

条

内外面鉄釉 古瀬戸後期

1511t紀

2２ ７

4１ 138 ２６Ｆ SＤ１２ 古瀬戸 壷か瓶子底部
(140） 1０ 内面･回転ナデ外面･回転ナデ

下部回転へラ削り

内外面灰釉 古瀬戸後期

1511ｔ紀

2２ ５

4２ 169 26, ＳＤ１２ 古瀬戸 広口壷口織部
(199） 1.5 1 1１ 内面･回転ナデ外面･口織部回

転ナデ体部回転へラ削り

無釉 古瀬戸後期

1511t紀

2２ ７

4３ 178 26, ＳＤ１２ 古瀬戸 壷休部 ８ 内外面･回転ナデ 内外面灰釉 四、三耳鐡？ 2２ ７

4４ 182 26, ＳＤ１２ 古瀬戸 鉢休部

３ 内面･ナデ外面･ナデ底部周

辺回転へラ削り

内外面灰釉内ilii下

部自然粕外面下部

露胎

古瀬戸後期

1５世紀

2２ ７

45-1 142-1 ２６Ｅ SＤ１２ 古瀬戸
茶壷(祖母懐壷）

口織部

(11.1） ２．５ １ １ 内面･回転ナデ後ハケ調整外

面･回転ナデ

外面鉄釉(ハケ雄り） 古瀬戸後期

1511t紀

2３ ７



7２第４章遺物

第７表土器観察表(2)

藍
掲載

番号
実測 グIルド

遺構

番号
器種 部位

法逓（c､）

口径 器高 底径 最大幅

残存率

(X/12）

口縁
破片
部数

破辺
数合
計
成形・調蓬 釉薬 備考 時期･産地

挿図

図版

写真

図版

45-2 142-2 ２６Ｅ SＤ１２ 古瀬戸
茶壷(祖母懐壷）
休部

１ 内面･回転ナデ指頭圧痕有り
外面･回転ナデ後へラ削り

外面鉄釉 耳４箇所有り 古瀬戸後期

1５世紀

2３ ７

45-3 142-3 26Ｅ SＤ１２ 古瀬戸
茶壷(祖母懐壷）
底部

(12.5） １ 内面･ナデ外面･回転へラ削り 古瀬戸後期

1５世紀

2３ ７

4６ 181 27, SＤ１２ 常滑陶器 蕊休部
３ 内面･横方向の板ナデ後ハケ､指頭

圧痕外面･縦方向の板ナデ､指ナデ
赤物 江戸時代 2３ ７

4７ 122 ２１Ｆ SＤ１２ 常滑陶器 甕口織部 (36.0） 1.0 １ １ 内外面･回転ナデ 内外面鉄釉 赤物 江戸時代 2３ ７

4８ 144 ２６Ｆ SＤ１２ 常滑陶器 甕口縁部
(42.2） 1.0 １ １ 内外面･回転ナデ 中野11型式

16世紀前半

2３ ７

4９ 153 33Ｂ SＤ１２ 常滑陶器 麺頚部
(40.0） 0.2 １ １ 内面回転ナデ指押さえ板

ナデ外面･ナデ
外面自然釉付着 中野４型式

13世紀初め

2３ ７

5０ 139 ２６Ｆ SＤ１２ 常滑陶器 爽口縁部
(67.0） ０．７ １ ２ 内外面･回転ナデ 中野10型式

１５世紀末

2３ ７

5１ 179 27, SＤ１２ 常滑陶器 喪ロ織部
(17.0） ２．７ １ １ 内面･板ナデ指押さえ痕輪械

み痕外面･回転ナデ
口縁部自然釉付着 中野９型式

１５世紀末

2３ ７

5２ 150 28, ＳＤ１２
瀬戸美濃

大窯
灯明皿底部

(4.1） 1 内面･回転ナデ同心円状の溝
３条あり外面･回転ナデ底
部･回転へラ削り

内外面錆釉 小突線３本 大窯後期

１６世紀

2３ ８

5３ 125 ２０Ｆ ＳＤ１２
瀬戸美濃

大窯
菊皿口織部

(12.5） 1.0 １ １ 内外面･ナデ 灰釉の上に緑釉の掛

け釉
大窯後期

16世紀後半

2３ ８

5４ 180 27, ＳＤ１２ 常滑陶器 喪底部
(24.0） １ 内面･横板ナデ板ハケ調整外

面･横板ナデハケ調整底部砂敷
赤物 江戸時代 2４ ７

5５ 183 26, SＤｌ２ 常滑陶器 喪休部
(20.0） １ 内面･ナデ外面･ナデ底部砂

散
外面に媒付着 1５世紀 2４ ７

5６ 136 ２６Ｅ SＤ１２
瀬戸美濃

大窯
桶休部

(18.1） ４ 内面･回転ナデ外面･回転ナデ
沈線２本有り底部･ヘラ削り

外面鉄釉底部に露
胎

内外面底部に少量の

媒付着

１５世紀末～１６世

紀前半

2４ ８

5７ 126 １９Ｆ SＤ１２
瀬戸美鰻

大窯
九ｍ底部

(6.6） １ 内外面･回転ナデ 内外面灰釉 大窯３１６世紀

後半

2４ ８

5８ 1４１ ２６Ｅ SＤ１２
瀬戸美漉

大窯
播鉢底部

(11.9） １ 内面･播目（１単位12条の溝幅

2.8cln）外面･回転ナデ底部.
回転糸切痕

内外面錆釉 内面激し摩耗 16世紀 2４ ８

5９ 123 ２１Ｆ SＤ１２
瀬戸美濃

大窯

加工円盤(天目

茶碗）

1.0 4.0 １ 内外面･回転ナデ削出高台 内面鉄釉底部外面
露胎

不明 2４ ５

6０ 127 １９Ｆ SＤ１２
瀬戸美濃

連房

加工円盤(染付

丸碗）

０．９ (3.5） １ 内外面･ナデ底部回転へラ剛
り

染付内面梅小花文 19世紀初め 2４ ８

6１ 140 ２６Ｆ SＤ１２
瀬戸美濃

大窯
播鉢底部

(11.0） １ 内面･ナデ橘目（１単位９条の
溝、幅2.2cm）外面･回転ナデ
底部･回転糸切痕

内外面錆釉 内面激し摩耗 不明 2４ ８

6２ 129 １９Ｆ ＳＤ１２
瀬戸美渡

連房

重ね物ロ縁

～底部

(8.6） 3.5 (5.2） 3.0 １ １ 内面･回転ナデ外面･口縁部回
転ナデ底部周辺回転へラ削り

内外面口縁部灰釉 19世紀 2４ ８

6３ 164 26, ＳＤ１２
瀬戸美濃

連房
桶体部

２ 内面･ナデ外面･回転ナデ回転へ
ラ削り指つまみによる耳あり

内外面鉄釉 2４ ８

6４ 124 ２１Ｆ SＤ１２
瀬戸

連房

美濃
瓶掛火鉢底部

(11.5） １ 内外面･回転ナデ底部･回転へ
ラ削り

外面･緑釉 ９小期１９世紀

前半

2４ ５

6５ 131 ２０Ｆ SＤ１２
瀬戸美捜

連房
腰錆湯呑底部

(5.4） １ 内外面･回転ナデ削出高台 底部露胎(－部鉄釉

の流れ）底部外面、
高台内側に鉄釉･内
面灰釉

18～19世紀 2４ ８

6６ 155 33Ｃ SＤ１２
瀬戸美捜

連房

灯明皿（受皿）

口縁～底部

(7.0） 1.3 (3.6） 1.0 １ １ 内面･回転ナデ指押さえ痕外面．
回転ナデ底部周辺へラ削り

内外面錆釉 ９小期１９世紀

前半

2４ ８

6７ 170 27, SＤ１２
瀬戸美渡

連房
丸碗底部

5.4 １ 内外面･回転ナデ削出高台 内外面灰釉(底部内
外面も）

５小期１７世紀

末

2４ ５

6８ 168 28, SＤ１２
瀬戸美濃

連房
香炉底部

２ 内外面･回転ナデ脚部･指つま
み後指押さえ

内面灰釉底部外面
露胎

内面に円錐ピン痕 5小期１７世紀

末

2４ ８

6９ 185 26, SＤ１２
瀬戸美旗

連房

鉄釉壷ロ縁

部

(13.5） 2.0 １ １ 内外面･回転ナデ 内外面鉄釉 17～18世紀 2４ ８

7０ 121 23Ｅ SＤ１２
瀬戸美濃

連房

志野織部大皿

底部

１ 内面･回転ナデ外面･回転へラ

削り削出高台
内外面長石軸内面

鉄絵ハケ描き

内面に円錐ピン痕 17世紀 2４ ８

7１ 166 31Ｃ SＤ１２
瀬戸美濃

連房
小杯(せんじ）

5.1 ２．６ ２．９ 1２．０ １ １ 内面･ナデ外面･口縁部回転ナ

デ底部周辺回転へラ削り削

出高台

口縁部内外面長石粕

底部露胎
8小期１８世紀

末

2４ ５

7２ 163 30Ｃ ＳＤ１２
瀬戸美濃

連房
平碗休部

１ 内外面･回転ナデ 内外面透明粕外面
鉄絵

不明 2４ ８

7３ 176 26, ＳＤ１２ 瓦器 風炉体部
１ 内面･縦方向のハケ調整指頭

圧痕外面･回転ナデ
不明 ２４ ８

7４ 1７１ 27, ＳＤ１２ 磁器 端反碗口縁部
(10.2） 2.0 １ １ 内外面･回転ナデ 染付内外面呉須絵 ９小期１９世紀

前半

2５ ６

7５ 105 l8G ＳＤ１２ 磁器
染付丸碗口縁

部

(12.0） 1.0 １ １ 内外面･回転ナデ 染付内外面呉須絵 9小期１９世紀

前半

2５ ６

7６ 160 30Ｃ SＤ１２ 連房 箱形湯呑体部
１ 内外面･回転ナデ 染付外面菊花文 10～11小期

19世紀中頃

2５ ６

7７ 128 １９Ｆ SＤ１２ 輸入磁器 白磁碗口縁部 (16.0） 1.0 １ １ 内外面･回転ナデ 内外面白磁軸 12世紀 2５ ６
7８ 151 27Ｅ SＤ１２ 輸入磁器 青磁碗口織部 1.0 １ １ 外面・連弁文 青磁釉 15～16世紀 2５ ６

7９ 154 32Ｃ SＤ１２ 輸入磁器 白磁碗口縁部

1.0 １ １ 外面･回転ナデ 白磁軸 白磁碗Ⅳ類１２

世紀末～13世紀

初め

2５ ６

8０ 137 24Ｅ SＤ１２ 磁器 銅板染付碗 1１．３ ５．１ 3.8 9.0 ４ ４ 内外面･回転ナデ 銅板プリント 明治以降 2５ ５

8９ 1３ I７Ｈ SＤ１５ 土師器皿 皿口縁～底部
(12.9） (2.0） (6.0） ２ １ １ 内外面･ナデ指頭圧痕 京都系、１５世紀

後半

2６ 1１

9０ 5７ ２０Ｆ SＤ１５ 須恵器 高杯底部
(16.1） 1.0 １ 内外面･回転ナデ脚部端部に

折り返しあり
内面激し〈摩耗 2６

9１ 225 19Ｇ SＤ１５ 山茶碗 碗底部

1 内外面･回転ナデ回転糸切痕貼付
高台

内面底部にわずかに

媒付着内面激し〈

摩耗

第５型式

(九石･窯洞）

2６

9２ 258 ２０Ｆ SＤ１５ 古瀬戸 平碗口縁部
(17.0） 1.0 １ １ 内外面･回転ナデ 内外面灰釉 古瀬戸後期

1５世紀

２６ 1３

9３ 132 ２０Ｆ SＤ１５ 古瀬戸
天目

部

茶碗ロ縁 (10.0） (10.2） ＬＯ １ １ 内外面･回転ナデ 内外面･鉄釉底部
外面に露胎

後1Ｖ

後半

新期 2６ 1２

9４ 133 ２０Ｆ SＤ１５ 古瀬戸 播鉢口縁部
(24.6） 1.0 １ １ 内外面･回転ナデ 内外面錆釉 古瀬戸後1V古期

１５世紀後半

2６ 1３

9５ 130 １９Ｆ SＤ１５ 古瀬戸 平碗口縁部
(15.0） 1.0 １ １ 内外面･回転ナデ 内外面灰釉 古瀬戸後111期

１５世紀中頃

2６ 1３

9６ 134 ２０Ｆ SＤ１５ 古瀬戸 播鉢口織部
(27.0） 1.0 １ 1 内外面･回転ナデ 内外面錆釉 古瀬戸後11期

１５世紀初め

2６ 1３

9７ 120 ２０Ｆ ＳＤ１５
瀬戸美濃

大窯
灯明Ⅲ底部

(11.0） 2.6 1.0 １ １ 内面･回転ナデ６条の同心円

の溝あり外面･回転ナデ底
部･回転糸切痕

無釉 ']､突線６本 大窯３１６世紀

後半

2６ 1２
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掲載

番号
実測 グIルド

遺構

番号
器種 部位

法量（c､）

口径 器高 底径 股大幅

残存率

(X/12）

ロ縁
破片
部数

破辺
数合
計
成形・調整 釉薬 備考 時期･産地

挿図

図版

写真

図版

9８ 1１ １８Ｆ SＤ１０ 土師器 高杯脚部 １ 内外面･ナデ内面･指頭圧痕 激しく摩耗 松河戸様式 2６ 1１

9９ 1２ l7G SＤ１０ 土師器Ⅲ 皿底部
(5.5） １ 内外面･ナデ 京都系、１５世紀

後半

2６ 1１

100 ２１１ １８Ｆ SＤ１０ 山茶碗 皿ロ縁～底部

(8.0） (1.3） (4.2） ２．６ ２ ４ 内外面･回転ナデ回転糸切痕 第８型式

(大畑大洞
古）

2６ 1２

101 107 l７Ｈ SＤ１０ 古瀬戸
縁釉'j､皿ロ縁

部

(9.0） ＬＯ 1 １ 内外面･回転ナデ 口縁部内外面灰釉 古瀬戸後111期

１５世紀中頃

2６ 1３

102 108 17Ｇ SＤ１０ 古瀬戸
折縁深皿ロ縁

部

(36.0） ＬＯ １ １ 内外面･回転ナデ 内外面灰釉 古瀬戸後１１期

14世紀末～15世

紀初め

2６ 1３

103 239 34Ｃ ＳＤ３３ 山茶碗 碗底部
(6.2） １ 内外面･回転ナデ･板目状圧痕

回転糸切痕貼付高台

内面に少量の自然軸

付着

内外面籾殻痕内面

やや摩耗

第６型式

(白土原）

2６ 1２

104 242 ３２Ｂ ＳＤ２９ 山茶碗 皿口縁～底部
(7.4） (1.6） (4.0） 2.0 １ １ 内外面･回転ナデ回転糸切痕 内面に少量の自然軸

付着

内面やや摩耗 明和以降 2６ 1２

１０５ 175 28Ｃ ＳＤ２６ 古瀬戸 卸皿口織部
(15.0） 0.7 １ 1 内外面･回転ナデ 内外面灰釉 内外面激し〈摩耗 古瀬戸後1Ｖ古期

１５世紀後半

2６ 1３

106 219 １９Ｆ ＳＤ１１ 山茶碗 碗口縁部
(112） 0.9 １ １ 内外面･回転ナデ 不明(明和

?）

2６ 1２

107 5１ 1４１ SＤ１ 須恵器 杯身底部
(10.8） １ 内外面･回転ナデ底部･板ナデ

削出高台

内面に使用痕有り ８世紀後半 2６ 1２

108 7７ ４Ｎ SＤ１
瀬戸美纏

大窯

志野九m口縁

部

(11.5） 2.0 １ １ 内面･回転ナデ外面･回転へラ

削り

内外面長石粕 17世紀 2６ 1２

109 206 1４１ SＤ１ 山茶碗 碗底部
(8.3） １ 内外面･回転ナデ回転糸切痕

貼付高台

内面全体に少量の目
然釉

内面激し〈摩耗 第５型式

(九石･窯洞）

2６

113 4０ ９Ｋ SＫ２０ 須恵器 杯蓋ロ織部
(15.0） 1.0 １ 内外面･回転ナデ摘み部周辺

回転へラ削り

不明 2７ 1２

114 2５ 16Ｇ SＫ４９ 縄文土器 深鉢体部
１ 内面･ナデ外面･ナデ沈線管

状工具による刺突

中期末 2７ 1１

115 109 l5H SＫ４８ 古瀬戸 瓶子屑部 １ 内外面･回転ナデ 外面灰釉 不明 2７

116 2１ 34Ｂ SＫ８４ 土師器皿 皿口縁部 (13.7） (2.2） ０．５ １ １ 内外面･ナデ指頭圧痕 内面媒付着 中世 2７ 1１

117 240 ３３Ｂ SＫ８１ 山茶碗 碗口縁～底部
(14.8） (5.3） (5.1） ４．５ ３ ５ 内面･回転ナデ磨消痕

外面･回転ナデ回転糸切痕貼
ｲ寸高台

内面全体から外面口
織部に自然軸付着

内外面籾殻痕 第７型式
(明和）

2７ 1１

118 210 l7G ＳＫ４９ 山茶碗 碗底部
(８７） １ 内外面･回転ナデ 籾殻痕内面に少避

の媒付着

内外面激し<摩耗

第３型式

(西坂）

2７ 1２

119 243 36Ｂ SＫ８６ 山茶碗 碗口織部 (14.4） 0.7 １ １ 内外面･回転ナデ 明和以降 2７ 1２

120 187 28Ｃ ＳＫ７４ 古瀬戸 播鉢口縁部

(34.6） ６．０ ２ ３ 内面･回転ナデ揺目（１単位１５
条の瀬、幅3.8cm）注口部指押
さえ外面･回転へラ削りＬｌ

織部回転ナデ

内外面錆釉 古瀬戸後1Ｖ期

１５世紀後半

2７ ５

121 158 ３３Ｂ ＳＫ８０ 古瀬戸
緑釉小皿

口縁部

1.0 １ １ 内外面･回転ナデ 内外面、口縁部灰釉 古瀬戸後期

1５世紀

2７

122 245 32Ｂ ＳＫ７７ 山茶碗 碗底部
(4.6） 1 内面･回転ナデ磨消痕有'）

外面･回転ナデ底部･板目状圧

痕貼付高台

内面に少愈の自然軸

付着

籾殻痕有り 第７型式

(明和）

2７ 1２

126 2６ l5H ＳＴ３ 綱文土器 深鉢休部
１ 内面･ナデ外面･ナデ沈線（渦

巻状）押型文(市松状、楕円形）

後期中葉北白
川上層３式併行

2８ 1１

127 5３ l５Ｈ SＴ３ 須恵器 無台杯身底部
(6.6） １ 内外面･回転ナデ底部･静止指

ナデ(輪識痕あり）

8世紀後半 2８ 1２

128 5５ 15Ｈ SＴ３ 須恵器 杯蓋ロ織部
(13.6） 2.0 １ 内外面･回転ナデロ縁端部･折

り返し

8世紀後半 2８ 1２

129 110 15Ｈ SＴ３ 古瀬戸 平碗休部 １ 内外面･回転ナデ 内外面灰釉 不明 2８

130 212 l5H SＴ３ 山茶碗 碗底部
(5.5） １ 内外面･回転ナデ回転糸切痕

貼付高台

籾殻痕有り内面激
し〈摩耗

第５型式

(九石･窯洞）

2８

131 3０ ２２Ｆ SＴ４ 縄文土器 深鉢体部

１ 内面･ナデ指頭圧痕外面･沈

線(横方向のちＳ字状）押型文
(斜方向線文）

外面に媒付着 後期中葉（堀之
内２式及び加曽

利Ｂ１式併行）

2８ 1１

132 2９ ２２Ｆ SＴ４ 縄文土器 深鉢体部
１ 内面･指ナデ指頭圧痕外面．
指ナデ無文

後期中葉 2８ 1１

133 115 ２１Ｆ ＳＴ４ 常滑陶器 蕊休部
１ 内面･回転ナデ指頭圧痕外

面･回転ナデ

15～16世紀 2８ 1３

135 244 29Ｃ SＡ１ 山茶碗 皿

8.0 １．８ ４．９ 12.0 １ １ 内面･回転ナデ鹿i梢痕有り
外面･回転ナデ底部･回転糸切
痕板目状圧痕

明和以降 2８ 1１

136 159 26, ＳＡ１
瀬戸美濃

連房

灯明皿（受皿）
底部

(12.0） ＬＯ １ １ 内面･回転ナデ底面に同心円状

の３条の溝外面･回転へラ削り

内外面錆釉 17世紀 2８ 1３

137 254 ８Ｌ SＤ２ 弥生土器 浅鉢口織部
(30.0） 0.7 ２ ３ 内外面･ナデ内面口織部へ削り

波状文有り外面に列点文有り

弥生前期 2９ ９

138 253 ４Ｎ ＳＤ２ 弥生土器 壷体部 １ 内外面･ナデ６条の沈線有り 弥生中期 2９ ９

139 ３ ６Ｌ ＳＤ２ 土師器 羽釜取っ手部
(30.1） ２ 内外面･ナデ 外面に媒付蒲 Ａ－３類

16世紀後半

2９ ９

140 ４ ７Ｌ ＳＤ２ 土師器 壷休部 １ 内外面･ナデ 外面に少趾の赤彩あり 激しく摩耗 時期不明 2９ ９

141 ７ ７Ｎ ＳＤ２ 土師器 壷口縁部
(12.2） ３ １ ３ 内面･ハケ調整外面･ナデロ

織部指頭圧痕あり

口縁外面部に媒付着

激しく摩耗

時期不明 2９ ９

142 ６ ７Ｌ SＤ２ 土師器 羽釜耳部
１ 内外面･ハケ目指頭痕管状

工具により耳部の穴をあける
外面に媒付着 中世 2９ ９

143 １ ５Ｍ SＤ２ 土師器 甕口縁部 (13.1） 1.5 １ １ 内外面･ナデ 不明 2９ ９

144 ５ ８Ｌ SＤ２ 土師器皿 皿底部 (5.0） ２ 内外面･回転ナデ回転糸切痕 不明 2９ ９

145 4１ ８Ｌ SＤ２ 須恵器 杯蕊摘み部
１ 内面･指押さえ後指ナデ外面･削
りナデ

内面に線刻有り（中

央部）

８世紀後半 2９ ９

146 4９ 11Ｊ SＤ２ 須恵器 鉢底部
(20.7） １ 内外面･回転ナデ底部･板押さえ

圧痕

不明 2９ ９

147 4４ ８Ｌ SＤ２ 須恵器 瓶子底部
(９１） １ 内外面回転ナデ底部･回転糸切

痕貼付高台

内外面、底部に自然釉
あり

8世紀後半 2９ ９

148 3９ ８Ｌ SＤ２ 須恵器 無台杯身底部
(7.0） ２ 内面･回転ナデ外面･回転ナデ

板削り

外面激し〈摩耗 8世紀前半 2９ ９

149 4５ 12Ｊ SＤ２ 須恵器 有台杯身底部
(17.0） ２ 内外面･回転ナデ底部･回転へ

ラ削り貼付高台

８世紀後半 2９ ９

150 3７ ４Ｎ SＤ２ 須恵器 鉢ロ縁部
(22.0） 1.0 １ １ 内外面･回転ナデ 美濃須衛第２

'１，期８世紀中頃

2９ ９

1５１ 4２ ８Ｌ ＳＤ２ 須恵器 喪頚部 ２ 内外面･回転ナデ 内外面自然軸付着 不IﾘＩ 2９ ９

152 4８ 11Ｊ SＤ２ 須恵器 杯蓋口織部
(14.0） 2.0 ２ ４ 内面･回転ナデ外面･回転へラ

削り後先端部回転ナデ

８世紀末から９

世紀初め

2９ ９

153 4７ １１Ｊ ＳＤ２ 須恵器
杯身口縁～底
部

(14.7） ４．０ (9.8） 4.0 ５ ５ 内外面･回転ナデ底部･ヘラ削
り貼付高台

８世紀末から９

lu:紀初め

２９ 1１

154 4３ ９Ｍ ＳＤ２ 須恵器 杯身底部
(12.6） １ 内外面･回転ナデ底部･回転へ

ラ削り貼付高台

８世紀後半 2９ ９

155 192 ５Ｍ ＳＤ２ 山茶碗 碗底部
(8.1） 1 内外面･回転ナデ貼付高台

回転糸藝切痕

内面自然軸 尾張系第５型式 2９ ９
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第９表土器観察表(4)

露
掲載

番号
実測 グIルド

遺構

番号
器種 部位

法量（c､）

口径 器高 底径 鐙大幅

残存率

(X/12）

ロ縁
破片
部数

成形・調整 釉薬 備考 時期･産地
挿図

図版

写真

図版

156 5０ 13Ｊ ＳＤ２ 須恵器 器種不明 １ 3０ ９

157 4６ 12Ｊ ＳＤ２ 須恵器 長頸壷口縁部 (7.6） 6.0 ４ ８ 内外面･回転ナデ 外面に自然釉あり ９世紀前半 3０ 1１

158 199 ９Ｍ SＤ２ 山茶碗 碗底部 (4.0） １ 内外面･回転ナデ回転糸切痕 内面にやや摩耗 第11型式

(脇之島）
3０ ９

159 1９１ ４Ｎ ＳＤ２ 山茶碗 碗底部
(8.2） １ 内外面･回転ナデ貼付高台

回転糸切痕
内面自然軸 内面激し〈摩耗 第４型式

(谷迫間）

3０ ９

160 197 ７Ｌ SＤ２ 山茶碗 碗ロ縁～底部 (14.2） (3.4） (5.4） １．０ １ １ 内外面･回転ナデ回転糸切痕 第11型式

(脇之島）
3０

1６１ 193 ４Ｎ SＤ２ 山茶碗 碗ロ縁～底部 (13.1） (3.1） (4.2） Ｌ４ １ ２ 内外面･回転ナデ回転糸切痕 第11型式

(脇之島）
3０ ９

162 204 １０Ｋ SＤ２ 111茶碗 碗口縁部
(12.3） 1.6 １ １ 内外面･回転ナデ貼付高台 内外面籾殻痕 第10型式

(大洞東）
3０ ９

163 203 １０Ｋ SＤ２ 山茶碗 碗底部
(7｣） １ 内外面･回転ナデ回転糸切痕

貼付高台
内外面に少量の媒付
着

第５型式

(九石･窯洞）

3０ ９

164 200 ７Ｎ SＤ２ 山茶碗 碗口縁～底部
(12.1） (3.3） (4.1） ２．２ ２ ２ 内外面･回転ナデ回転糸切痕 内外面籾殻痕底部

に使途不明の段が有
り

第11型式

(脇之島）
3０ ９

165 202 １０Ｋ SＤ２ 山茶碗 碗底部
(6.0） １ 内外面･回転ナデ回転糸切痕

貼付高台
内面全体に少量の自
然釉

内面やや摩耗内外
面籾殻痕

第６型式
(白土原）

3０ ９

166 198 ８Ｌ SＤ２ 山茶碗 碗底部
(6.2） １ 内外面･回転ナデ貼付高台 内面摩耗 第８型式

(大畑大洞古）

3０ ９

１６７ 194 ４Ｎ SＤ２ 山茶碗 碗底部
(8.9） １ 内外面･回転ナデ回転糸切痕

貼付高台
内面激し〈摩耗外
面籾殻痕

第５型式

(九石･窯洞）

3０ ９

168 201 12Ｊ SＤ２ 山茶碗 碗底部
(7.5） １ 内外面･回転ナデ回転糸切痕

貼付高台
内面激し〈摩耗外
面籾殻痕

第４型式

(谷迫間）

3０ ９

169 196 ８Ｌ SＤ２ 山茶碗 碗底部
(8.4） １ 内外面･回転ナデ底部･回転糸

切痕貼付高台
内面激し〈摩耗外
面籾殻痕

第５型式

(九石･窯洞）
3０ ９

170 205 11Ｊ ＳＤ２ 山茶碗 碗底部
(6.2） １ 内面･回転ナデ外面･回転ナデ

指圧痕回転糸切痕
内面に赤彩(ベンガ
ラ）

砥石に転用？ 第５型式

(九石･窯洞）

3０ ９

172 7１ ５Ｎ ＳＤ２ 常滑陶器 窺口縁部
(42.0） 1.0 １ １ 内面･回転ナデ指頭圧痕

外面･回転ナデ
赤物 江戸時代 3０ 1０

173 9８ 12Ｊ ＳＤ２ 常滑陶器 甕口織部
(35.3） 1.0 １ １ 内面･回転横ナデ指頭圧痕

外面･回転横ナデ
口縁部から体部に焼
成時の窯内物付着

1５世紀 3０ 10

174 8５ ７Ｌ ＳＤ２ 常滑陶器 片口鉢ロ縁部
(30.0） １．８ ２ ２ 内外面･回転ナデ指頭痕圧口

縁部へラ状工具による刻みあり
１５世紀後半 3１ 1１

175 9９ 13Ｊ ＳＤ２ 古瀬戸
尊式花瓶口縁
部

(16.0） 6.0 ６ 1２ 内面･回転へラ削り

外面･回転ナデ
内外面灰釉内面つ
けかけ

14世紀～1５世紀

初め

3１ ５

176 9５ １０Ｋ SＤ２ 古瀬戸 水注取手部
１ 外面･ナデ 外面に媒付着 古瀬戸後１期

14世紀末

3１ 1０

177 6９ ５Ｍ ＳＤ２ 古瀬戸 縁釉'１，m底部
(5.0） １ 内外面･回転ナテ底部･回転糸

･切痕底部内面磨消痕
内外面灰釉 内面に輪トチン痕 古瀬戸 3１ 1０

178 7５ ５Ｍ ＳＤ２ 古瀬戸 縁釉小皿底部
(4.0） １ 内外面･回転ナデ底部･糸切痕 内面激し<摩耗 古瀬戸後1Ｖ期

１５世紀後半

3１

179 7４ ５Ｍ SＤ２ 古瀬戸
折縁小皿ロ縁

～底部

(11.4） (1.6） (6.0） １ １ 内面･回転ナデ底部回転へラ削
り外面･回転ナデ底部回転
糸切痕

口縁部内外面灰釉 古瀬戸中期
14世紀中頃

3１ 1０

180 7０ ５Ｍ SＤ２ 古瀬戸 平碗底部
(5.2） １ 内面･回転ナデ外面･回転へラ

削り削出高台
内面灰釉 内面に円錐ピン痕 古瀬戸後1V古期

１５世紀後半

3１ 1０

1８１ 7６ ５Ｍ SＤ２ 古瀬戸 平碗口縁部
(14.2） ２．０ １ １ 内面･回転ナデ外面･口縁部に

かけて回転ナデ底部周辺回転
ヘラ削｢）

内外面灰釉 古瀬戸後1V古期
１５世紀後半

3１ 1０

182 9０ ７Ｌ SＤ２ 古瀬戸 折縁深皿底部
(118） ３ 内面･回転ナデ外面･回転へラ

削り指つまみ後指押さえの脚
有り（３脚）

内外面灰釉少量付着 古瀬戸後１期
14世紀末

3１ 1１

183 8６ ８Ｌ ＳＤ２
瀬戸美濃

大窯
播鉢底部

(8.9） ２ ４ 内面･回転ナデ揺り目（１単位
16条の瀞、幅３cm）外面･回転
ナデ底部･回転糸切痕

内外面錆釉 16世紀 ３１ 1０

184 100 １０Ｋ ＳＤ２
瀬戸美濃
大窯

九m口縁部
(1ｑｏ） １．０ １ １ 内面･回転ナデ外面･回転へラ

削り
内外面灰釉 16世紀 ３１

185 6８ ４Ｎ ＳＤ２
瀬戸美濃

大窯
鉢底部

(12.0） １ 内面･回転指ナデ外面･回転へ
ラ削り

内外面鉄釉 15～16世紀 3１ 1０

186 8４ ８Ｌ ＳＤ２
瀬戸美濃
大窯

加工円盤(天目
茶碗）

5.0 １ 内面･回転ナデ外面･削出高台 内外面鉄釉 16世紀 3１ 1０

187 8７ ８Ｌ SＤ２
瀬戸美濃
大窯

天目

部

茶碗口縁 (108） (1.7） 2.2 ２ ３ 内外面･回転ナデ 内外面鉄釉底部外
面露胎

大窯３１６世紀
後半

3１ ５

188 8２ ８Ｌ SＤ２
瀬戸美捜
大窯

内禿皿口縁

～底部

(10.8） 2.7 (6.1） ３ ５ 内面･回転ナデ外面･ロ織部に
かけて回転ナデ底部回転へラ

削り削出淘台

内外面錆釉口縁内
外部飴釉

大窯４１６世紀

末

3１ ５

189 102 11Ｊ SＤ２
瀬戸美濃
大窯

桶底部
(15.5） １ 内外面･回転ナデ貼付高台 外面鉄釉底部露胎

自然軸付着
1５世紀 3１ 1０

190 6３ ４Ｎ SＤ２
瀬戸

連房

美濃 尾呂

部

茶碗ロ縁 (10.5） 1.0 １ １ 内外面･回転ナデ 休部内外面･鉄釉
口織部内外面･飴釉

５～６小期
17世紀末～18世

紀初め

3１ 1０

1９１ 7２ ５Ｎ SＤ２
瀬戸美濃

遮房
菊皿底部

(8.4） １ 内外面･回転ナデ底部･回転へ
ラ削り削出高台

内面灰釉菊花文
底部露胎

内面激し〈摩耗 17世紀 3１ 1０

192 6２ ３Ｎ SＤ２
瀬戸美濃
連房

筒形碗底部
(7.0） １ 内外面･回転ナデ削出高台 内外面に灰釉底部

露胎
８小期１８世紀

末

3１ 1０

193 103 1３１ SＤ２
瀬戸美濃

連房
志野織部九m
底部

(6.2） ２ 内外面･回転ナデ底部･糸切痕 内外面長石釉内面
－部灰釉

内面に円錐ピン痕 ５小期１７世紀

末

3１ 1０

194 9４ 11Ｊ SＤ２
瀬戸

連房

美濃 志野鉄絵皿

底部
(7.0） １ 内面･回転ナデ外面･回転へラ

削り貼付高台
長石釉

絵で模様

内面 底部内面に円錐ピン
痕､外面に円錐ピン

17世紀 ３１ ５

195 9２ ７Ｌ SＤ２
瀬戸美濃

連房

掛分

部

茶碗口縁 (7.7） (5.0） １ １ 内外面･回転ナデ 口縁部内外面鉄釉
休部内外面灰釉底

部内面灰釉外面露胎

18世紀後半 3２ 1０

196 9７ １０Ｋ ＳＤ２
瀬戸

連房

美濃
片口鉢口縁部

(16.0） １ １ １ 内外面･回転ナデ 内外面灰釉 3２ 1０

1９７ ９１ ９Ｌ ＳＤ２
瀬戸

連房

美濃
麺ね物底部

(6.8） １ 内面･回転ナデ外面･回転ナデ底
部･回転へラ削り

外面うのふ軸底部
露胎

内面底部輪ドチ痕 １７～18世紀 3２ 1０

１９８ 9６ １０Ｋ ＳＤ２
瀬戸美濃
連房

蓋物蓋ロ縁部
(10.8） (8.1） 1.0 ２ ２ 内外面･回転へラ削り 外面鉄釉 □縁内面部に媒付着 18世紀後半 3２ 1０

199 8８ ９Ｌ ＳＤ２
瀬戸美濃

連房
丸碗底部

５．４ １ 内外面･回転ナデ削出高台 内面鉄釉底部外面
露胎

3小期１７世紀
後半

3２ 1０

200 7８ ５Ｎ ＳＤ２
瀬戸美渡

連房
播鉢口縁部

(32.0） 1.0 １ １ 内外面･回転へラ削り 内外面鉄釉 9小期１９世紀

前半

3２ 1０

201 8９ ６Ｌ ＳＤ２
瀬戸

連房

美濃
卸皿底部

１ 内面･播目外面･回転ナデ 内外面鉄釉 不明 3２ 1０

202 ６１ ４Ｎ ＳＤ２ 磁器 広東碗底部
(6.4） １ 内外面･回転ナデ削出高台 内面･染付梅小花文

様底部･高台部外
面染付線

９小期１９世紀

初め

3２ 1０
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番号
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番号
器樋 部位
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口径 器高 底径 股大幅

残存率

(X/12）
成形・調鑑 釉薬 備考 時期･産地

挿図

図版

写真

図版

203 101 12Ｊ ＳＤ２ 磁器
箱形湯呑口縁

部

(7.9） 3.0 I １ 内外面･回転ナデ 透明軸染付･内面
呉須絵

外面菊絞

すり模様

斜格子か ９'｣､期

１９世紀前半

3２ ５

204 7３ ４Ｎ ＳＤ２ 磁器
花瓶口繊～底

部
(6.0） １ 内外面･回転ナデ削出高台 外面瑠璃軸底部透

明釉

19世紀 3２ ５

205 8３ ８Ｌ ＳＤ２
瀬戸美濃
遮房

片口鉢注口部
１ 内面･回転ナデ外面･ヘラ削り 内外面灰釉 17～18世紀 3２ 1０

216 3６ ４Ｍ Ｐ４ 須恵器 有台杯身底部
(5.8） １ 内外面･回転ナデ底部･回転へ

ラ削り貼付高台
８世紀後半 3３ 1２

217 5４ １６Ｈ Ｐ9３ 須恵器 杯身口織部 (14.0） 1.0 １ １ 内外面･回転ナデ 内面激し〈摩耗 ８世紀後半 3３ 1２

218 217 ２３Ｅ Ｐ126 山茶碗 碗口織部
(12.2） ０．８ 1 １ 内外面･回転ナデ 内外面･Ｉ二l縁部に目

軸
不明(明和？） 3３

219 190 ４Ｍ Ｐ７ 山茶碗 皿口縁～底部
(7.4） (１０） (4.6） (7.4） 1.8 １ １ 内外面･回転ナデ回転糸切痕 第11型式

(脇之島）

３３ 1２

220 218 ２２Ｅ Ｐ１１７ 111茶碗 碗底部
(5.3） １ 内外面･回転ナデ回転糸切痕

貼付高台
外面籾殻痕有内面
やや摩耗

第８型式
(大畑大洞古）

3３

221 188 ４Ｎ Ｐ２ 山茶Bii 碗底部 (8.2） １ 内外面･ｍ１転十デ貼付高台 内面激し〈摩耗 尾張第５型式 3３ 1２

222 216 ２２Ｆ Ｐ１１８ 山茶碗 皿底部 (6.0） I 内外面･回転ナデ回転糸切痕 大洞東以降 3３

223 152 36Ａ Ｐ１９９
瀬戸美浪

連房
小杯底部

(２９） ２ 内面･回転ナデ外面･底部周辺
回転へラ削り削出高台

内面灰釉外面露胎 ７～８'j､期

18世紀後半

3３ 1３

224 106 １６Ｇ Ｐ9６
瀬戸美捜

遮房
播鉢口織部

１ １ 内外面･回転ナデ 内外ilii鏑釉 第８'j､期
18世紀末

3３ 1３

225 119 ２０Ｆ Ｐ１１１ 常滑陶器 喪休部
１ 内面･板ナデ指頭圧痕外面･回
転ナデのちハケ

赤物 江戸時代 3３ 1３

226 2４ ９Ｋ 包含層 縄文土器 深鉢休部

２ 内面･ナデ指頭圧痕外mi･ナデ

無文板状のもので押さえた跡一
部押型文(市松状、楕円形）

後期中葉 3４ 11

227 2７ 包含層 縄文土器 深鉢休部
１ 内面･ナデ指頭圧痕

外面･ナデ沈線(斜方向）
外面に媒付着 後期中葉

堀之内２式

3４ 1１

228 2８ ２２Ｆ 包含層 縄文土器 深鉢休部
１ 内面･ナデ外面･沈線

押型文(市松状、楕円形）
外面に媒付着 後期中葉北、

Ⅱ|上層３式

3４ 1１

229 1０ １８Ｇ 包含層 土lIiii器 高杯脚部 １ 内面･指頭痕外面･ナテ 激しく摩耗 廻間様式 3４ 1１

230 ２ ８Ｌ 包含層 土師器 羽釜耳部
１ 内外面･指圧痕外面･ハケロ管
状工具により耳部の穴をあける

外面に多澱の媒付着 15～16世紀 3４ 11

234 1４ 23Ｄ 包含層 土師器 壷底部 ４．３ １ 内外面･ナデ外面･指頭圧痕 外面に媒付着 時期不明 3４ 11

235 2０ 33Ｃ 包含層 土師器皿 皿口縁～底部 (13.7） (2.1） (6.3） 1.5 ２ ２ 内外面･指ナデ外面･指頭痕 3４ 1１

236 255 １５Ｈ 包含層 弥生土器 壷体部
１ 内外面･横方向のナデ
突帯上にへうによる刻み

前期か中期 3４ 1１

237 3５
南北
ＴＲ

須恵器
杯身口織～底

部

(12.6） 3.3 (9.8） ３．０ ２ ２ 内外面･回転横ナテ

貼付高台高台内側板ナデ
8世紀中ごろ 3４ 1２

238 5２
南北
ＴＲ

須恵器 壷底部
(10.8） １ 内面･板ナデ外面･回転へラ削

り回転ナデ貼付高台
不明 3４ 1２

239 3８ 包含層 須恵器 杯身底部
(5.0） １ 内外面･回転ナデ底部･lE1転糸

切痕
内面にわずかに媒付
蒲

9世紀前半 3４ 1２

240 5６ ２０Ｆ 包含層 須恵器 高杯脚部

(11.2） 1 内面･回転ナデ外面･ｌｍ転ナデ
ヘラ削り

脚部端部に折り返し有'）

不明 3４ 1２

241 3２ 2３Ｄ 包含屑 灰釉陶器 碗底部 (9.4） １ 内外面･回転ナデ貼付高台 内61ﾘに摩耗あり 九石２１１１吐紀 3４

242 189 ４Ｍ 木の根 山茶5;iｉ 碗底部
(5.4） １ 内外面･回転ナデ貼付高台 外面籾殻痕 第６型式

(白土原）

3４

243 209 １５Ｈ 包含層 山茶碗 碗底部

(5.0） １ 内面･回転ナデ磨消痕

外面･回転ナデ回転糸切痕

貼付高台

内面全体に少逓の日
軸

内外面籾殻痕 第７型式

(明和）

3４ 1２

244 213 23Ｅ 包含層 山茶碗 碗底部
(7.7） １ 内外面･回転ナデ回転糸切痕

貼付高台
内面に141然釉 第４型式

(谷迫IMI）

3４ 1２

245 236 ３６Ｂ 包含層 山茶碗 碗底部

(6.0） １ 内面･回転ナデ磨消痕

外面･回転ナデ底部指頭圧

痕貼付高台

外側籾殻痕内面や

や摩耗
第５型式

(九石･無洞）

3４ 1２

246 221 2OＧ
南北
ＴＲ

山茶碗 碗口縁～底部
(12.0） (3.5） (3.3） ０．４ １ ３ 内外面･回転ナデⅢl転糸切痕

貼付高台
内i1iiに121然釉 第10型式

(大洞束）

3４ 1２

247 215 ２３Ｅ ＴＲ４ 山茶碗 碗底部
(5.6） １ 内外面･回転ナデ回転糸切痕

貼付高台
外面籾殻痕内面や

や摩耗
第５型式

(九石･窯洞）

3４ 1２

248 229 25, 蝿乱 '11茶碗 碗底部
(2.6） １ 内外面･回転ナデ囮]転糸切痕

貼付高台
外面籾殻痕 第10,1式

(大桐束）

3４

249 195 ７Ｌ 包含層 山茶碗 碗底部
４．２ ３ 内外面･回転ナデ回転糸切痕 第11型式

(脇之島）

3４ 1２

250 228 25Ｅ 包含層 山茶碗 皿口縁～底部
(8.2） (2.3） (4.1） １．０ １ １ 内外面･回転ナデ回転糸切痕 第11型式

(脇之島）

3４ 1２

251 238 29Ｃ 包含層 山茶碗 皿

７．９ 1.4 ４．４ 1２．０ ２ ２ 内面･回転ナデ膳１)ｌ痕有り
外面･ナデ回転糸切痕板目状
圧痕

第７型式
(明和）

3４ 1１

252 207 包含層 山茶碗 皿口縁～底部 (8.0） (1」） (５２） 3.2 ３ ３ 内外面･回転ナデ回転糸切痕 明和以降 3４ 1２

253 226 ２４Ｅ 包含層 山茶碗 皿底部
(3.9） １ 内面･回転ナデ磨消痕

外面･回転ナデ回転糸切痕
第11型式

(脇之脇）

3４

254 208 I６Ｈ 包含層 山茶碗 皿底部

4.6 ２ 内面･Ｉｎ１転ナデ磨１W痕

外面･厄]転ナデ底部･板押さえ
痕回転糸切痕

外面底部媒付藩 明和以降 3４ 1２

255 227 ２５Ｅ 包含層 山茶碗 Ⅲ底部
(4.0） １ 内面･回転ナデ磨消痕

外面･回転ナデ厄1転糸切痕
明和以降 3４

256 237 30Ｃ 包含層 山茶碗 皿口織～底部
(8」） (１２） (5.1） ０．７ １ １ 内外面･回転ナデ回転糸切痕 内面に少量の自然軸

付箱
第10型式

(大洞束）

3４ 1２

257 214 ２２Ｅ 包含層 山茶IDi 皿底部
(４９） １ 内面･u11転ナデ磨消痕

外面･回転ナデ回転糸切痕
明和以降 3４ 1２

258 118 ２０Ｆ 包含府 古瀬戸 折縁Ⅲ口織部
(11.0） 1.0 １ １ 内外面･回転ナデ 内外面灰釉 古瀬戸後１期

14世紀末

3５ 1３

259 167 30Ｃ 綴乱 古瀬戸 仏供底部
(５０） １ 外面･[ﾛ]転ナデ回転糸切痕 脚部灰釉底部露胎 古瀬戸中期

14世紀中頃

3５ 1３

260 259 35Ａ 撹乱 古瀬戸 水注休部
(１３０） 1 内面･指ナデ指頭浪

外面･指ナデ
外lliiに灰釉ワラビ

唐筑印花文様
古瀬戸!'，jUl

l4世紀ＩＩＪ頃

3５ ５

2６１ 7９ ７Ｌ 包含層 古瀬戸 揺鉢底部

(112） ２ 内面･Iij1転ナデ橘目（１単位１５
条の溝､幅3.5cm）外面･回転ナ
デ底部･回転糸切痕

内外mi錆釉 内外面激し〈廠耗 古瀬戸後期

1５世紀

3５ 1３

262 6７ 南ＴＲ
瀬戸美握

大窯

志野丸皿ロ縁
部

(12.5） 3.0 I 1 内外面･ml転ナデ 内外【Hi灰釉 17世紀Iiij半 3５ 1２
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第11表土器観察表(6)

房
瀬ﾉｰ]災疫AbIIlllIlmF1S m尋甲弓|■■■■人-,,,,1鎚拘”

国四四囚E、閨Fmmm■■■■■■ｎ円、旧～１
国■■、國円ｎ円■四■■■■燭外…ﾅ…

：…秀か腿緬，1,:ﾍﾗ剛．，＿：鵬繩に文繊８’8'１卜紀

囹碑厨■円咽■■■■■■■…繍露㈱

１内外【H】［'1性ナプ ー

囹囚回mmEFw覇、■nｍ■■■■■図■■｢･－．－－
国Ｆ■闘犀函、■団i■■■■■■鯵ﾅｧ…－ルー■■■｢■田岡■
回Ⅳ囚■、國円、■■■■■■■■ｎ用一[釧馴“

曰四回四画四■■、､､■、
■四回囹關Fmm弓■■■■■

■■■■■■■

・・と、糠部外

Ｕ縁、内

第12表土製品観察表

〃】凶
禰。‘仁囹ｮ、、、冊日

団■四国■雨宮、、、■、■■M画弔一旬■■■■|■囹回
Emumm■囹ｍＥｍ回醜五F田■■■■■■■■■■…■■、肝宅貯厨■■■■■■■■■■■P■ｍＰｍｍｍ
ｍｍ回、豚祠曰弔Fヨー匹団■■■田■和匹■l■■■、門ﾖ■■■■■ﾛ■閉、配■■■■回囮

囹、囚研悪｡－ｍ■田■■I■田、■■■冊円五－－－■■■図画

掲戦

番号
実測 グIルド 鱒 器種 部位

法量（c､）

'三ｌ径 器高 底径 最大幅

残存率

(X/12）
成形・調雛 釉薬 備考 時期･産地

挿図

図版

写真

図版

263 186 28, ＴＲ３
瀬戸美濃

大窯
菊Ⅲ口織部

1.0 １ １ 内外面･回転ナテ 内外面長石軸 大窯４１６世紀

末～17世紀初め

3５ 1２

264 116 ２０Ｆ 包含層
瀬戸英鰻
大窯

天目

部
茶碗口繊 (13.0） 1.0 １ １ 内外面･回転ナデ 内外面鉄釉底部に

露胎
大窯３１６世紀
後半

3５ 1２

265 6４ 南ＴＲ
瀬戸美濃
大窯

天目茶碗底部
(4.4） １ 内外面･回転ナデ内反り高台 内外面･鉄釉とうの

ふ柚の重ねかけ

大窯２１６世紀

中頃

3５ 1２

266 8１ ６Ｌ 北ＴＲ
瀬戸美擾

大窯
揺鉢底部

(11.7） 1 内面･揺目（１単位10条の溝、幅
2.7cm）底部揺目あり外面.回
転ナデ底部･回転糸切痕

内外面鉄釉 16世紀 3５ 1３

267 104 １６Ｈ 包含届 常滑陶器 喪口織部
(23.2） 2.0 ２ ４ 内面･回転横ナデ指頭圧痕

袷済み痕有り
外面･回転横ナデ

内外面口縁部に自然
粕

１５世紀後半 3５ ５

268 149 ２６Ｅ 包含層
瀬戸

速房

美捜
香炉底部

(8.4） １ 内面･回転ナデ外面･底部周辺

回転へラ削り削出高台
内外面鉄釉高台部
露胎

内面底部に文様 ８']､期１８世紀

末

3５ ５

269 257 23Ｅ 包含層
瀬戸美擾

連房
十能取手部

１ 内外面･回転ナテ
取っ手部貼り付け

内面口縁部、取っ手
部鉄釉外面部露胎

多風の媒付着 18～19世紀 3５ 1３

270 148 28, 包含層 輸入磁器 青磁碗口織部
ＬＯ １ １ 内外面･回転ナデ 内外面青磁軸外面

に連弁文
1５世紀 3５ 1３

271 146 31Ｃ 包含層 輸入磁器 青磁碗休部 １ 内外面･回転ナデ 内外面青磁軸 1５世紀 3５ 1３

272 145 ３６Ｂ 包含層 磁器
御神酒入れ注
口部

1.0 (4.3） １ １ 内外面･回転ナデ 内外面瑠璃軸 明治以降 3５ 1３

273 6６ 南ＴＲ
瀬戸美濃

連房
皿口織部

(31.4） １ １ 1 内面･回転ナデ外面･口織部回
伝ナデ休部回転へラ削り

内外面灰釉 17世紀頃 3６ 1３

274 114 22Ｅ 包含層
瀬戸

連房

美濃
糸目形碗底部

(7.4） １ 内外面･回転ナデ底部･ヘラ削

り削出高台

内外面灰釉 18世紀 3６ 1３

275 6０
南北
ＴＲ

瀬戸美鰻

連房
片口鉢底部

(13.8） I 内面･ナデ外面･回転ナデ底

部･外面周辺回転へラ削り削

出高台

内外面に灰釉 内面にトチン痕有り ７～８小期

18世紀末

3６ 1３

276 147 ３４Ｂ 包含層
瀬戸

連房

美纏
丸碗底部

(4.0） １ 内外面･回転ナデ削出高台 内外面灰釉 18世紀 3６ 1３

277 8０ ６Ｌ 北ＴＲ
瀬戸

連房

美浪
播鉢底部

(9.0） １ 内面･播目（１単位19条の溝、幅
2.5cm）底部にも播目あり外
面･回転ナデ底部･回転糸切痕

内外面錆釉 17～18世紀 3６ 1３

278 6５ 南ＴＲ
瀬戸美濃
連房

片口鉢底部

(11.2） Ｉ 内面･ナデ外面･回転へラナテ

底部･板ナデ削出高台
内外面･錆釉の上に

緑釉の重ねかけ底

部･鋪釉

４'１，期１７世紀

後半

3６ 1３

279 1１２ 23Ｅ 包含層
瀬戸美渡
連房

灯明皿底部
(7.2） (Ｌ４） １ １ 内面･ナデ外面･回転へラ削り 内面灰釉 10'１，期１９世紀

中頃

3６ ５

280 117 ２０Ｆ 包含層
瀬戸英鰹

連房

縁釉小皿口緑

部

(10.4） 2.0 １ １ 内外面･回転ナデ 内外面口縁部灰釉

外面･粕の下側に鉄

分の赤い沈着線あり

外面底部媒付藩 3６ 1３

281 113 ２２Ｅ 包含層
瀬戸美捜
連房

'1,杯口織～底

部

(5.5） (3.1） (2.9） (5.6） 2.0 １ １ 内面･回転ナデ外面･口織部回

転ナデ底部周辺回転へラ削り

削出高台

内面、外面口織部長

石釉高台に露胎

７～８'j､期

18世紀後半

3６ 1３

282 1１１ ２２Ｆ 包含層
瀬戸

連房

美捜 小杯口縁～底

部

４．７ 3.1 2.7 1１．０ １ １ 内面･回転ナデ外面･口織部周

辺ナデ底部周辺回転へラ削り
削出高台

内面全体と口縁部外

面に灰釉口縁部内
面に灰釉化粧がけ

７～８'1,期

18世紀後半

3６ ５

283 9３ 包含層
瀬戸

12房

美渡 志野織部九m

底部

(6.4） １ 内面･回転ナデ外面･回転へラ

月りり貼付高台

内外面長石軸内面
灰釉による軸だまり

有り

17世紀前半 3６ 1２

掲載

番号

実測

番号
グリッド 遺構番号 器種 部位

法量（c､）

全長 小径 大径 口径 質量(9)

口縁
破片
部数

破辺
数合
計

成形・調整 釉薬 備考 時期･産地
挿図

図版

写真

図版

110 ８ 1４１ SＤＯｌ 土師器 土錘 ４．６ 0.9 1３ ３．５ ８．６ １
端部面取り体部

外面削り
完形 2６ １１

231 1９ 29Ｃ 包含層 土師器 土鈴頚部 ４．５ １ 外面･指頭圧痕 時期不明 3４ １１

232 1８ 30Ｃ 包含層 土師器 土錘 ３．２ 0.9 1.5 5.0 ５．４ １ 端部面取り 折損(上部） 3４ 1１

233 1５ 包含層 土師器 土錘 ５．１ 0.5 1.4 １．０ 1２．１ １ 端部面取り 完形 3４ 1１
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第13表石器観察表

鑿議二三三毒ii:『
第14表有肩扇状石器観察表

]蘂ＩＦ三|雲三Fi二二二Ｆ二J訂零F三l壺霊|雲i三雲Fi雲[i；F三と云雲キニィニ:i【言j雲悴
第15表磨石観察表

ｍｍｍｍｍ用H、 鬮霞
ｎm岡田、■－冊田嘱瞑■、、、■■冒田冊關囹 團四
冊■Ｂｍ－－隔田忠■田、呵印■mmBR關囹

第16表打欠石錘観察表

四四蔽脚胴 鬮麗
２１４５ＬＳＤ１ 四四回■■■曰、關沼

第17表スクレイパー観察表

肝nmm1P9q野弔一 配歴
、、冊雨■－－回■四Ｆ田關囹団關日R団呵圖回
、、、呵阿■屏塀■回皿、■岡關■■目闘咀国

第18表 打製石斧観察表

猶iii実dｌｌ
Ｇ ｒ材巾（）Ｅﾉ（）質’（ｇ依状ﾇﾉ部瞬

６７７ＬＳＤｌｊ石1

２０７１５ＭＳＤ２打石木111４６１６元)ｆなしイ】り３２１４

２０８６７ＬＳＤｌ打丑,ｆ／ｌｌ８９ｔｌＴ孤イ】リイ】り

２９２２５２６Ｄ搬召ｆｌ/４１÷)ｒイ】）７１）３

１１３４４１６９０７定)ｆ杓）羽）３

第19表砥石観察表

ｍ－
ｎｍｍｍ■■－，町邸■田、、毘悪一面唖＝圖回
、■ｍ￣ご-ｍｍ、■■、閾、毘悪一m耐一国四
ｍ■岡田＝￣岡■■■、■冊關、田關■mM現1琴W5顯炉曰畷罰薊函印
、、、咽－－F、■■■■団■■、■、■■■■關兜配一ｍ■
、■ｍⅥ－－ｍ■■河、■、、、閻關■印一薊垂冤函南
、、、￣－冊ｗＦ■■■…、■困胴、囚囚７－－面

第20表石臼観察表

円ｍｍ１ＷＩｍｍＲ可一
田、關呵￣卵■■■■■■nｍｍ、、￣E麺Uﾋﾞﾆﾖ、￣圖回
ｎｍｍ冊■－－■■■■￣■冊、豚■■■■■￣、、
、■、－円￣雨一匹Ⅲ■■￣■四用ｍＦ－－ｍ－ｍｍ
ｍｍ研■思旧呵壺＝四Ｆ■■甲■■里専一ヨーー■
日刊、■■－円一一ｍｍ、■田鴎別、開■

掲載
番号

実測
番号

グリッド 遺構番号 内容 石材
長さ
(c､）

幅(c､） 厚(c､） 質量(９） lIi鰍iＲ 備考
挿図
図版

写真
図版

134 1６ ２２Ｆ SＴ４ 石核 下呂石 8.4 ５．３ 5.2 296.1 2８ 1４

171 1１ １１Ｊ ＳＤ２ 円礫 濃飛流紋岩 1２．６ ９．９ 930.0 自然石､ベンガラ付着 3０

294 1４ l５Ｈ 包含層 ＲＦ チャート 3.1 ２．９ １．１ 6２．０ 完形 リタッチ２箇所あり 3７ 1４

295 1８ ２３Ｅ 包含層 凹石 砂岩 6.2 ５．１ 2.3 9４．６ 完形 3７ 1４

掲載
番号

実測
番号

ｸﾞリッド 遺構番号 内容 石材
長さ
(c､）

幅(c､） 厚(c､） 質量(９） 依存状iＲ 刃部数 平面形 調整 備考
挿図
図版

写真
図版

8８ １９ １９Ｆ SＤ１２ 有肩扇状石器 ホルンフェルス 1７．２ 1０．３ 1５．０ 194.5 折損 ２ バチ形 有り 刃部折扱部再加工痕
有り 2５ 1４

掲載
番号

実測
番号

ｸﾞリッド 遺構番号 内容 石材
長さ
(c､）

幅(c､） 厚(c､） 質量(９） 研磨面 蹄JＭ 備考
挿図
図版

写真
図版

8４ 1７ ２３Ｅ SＤ１２ 磨石 濃飛流紋岩 1１．７ 1０．２ 5.8 1.020.0 １面 完形 2５ 1４

209 ４ ７Ｎ SＤ１ 磨石 渡飛流紋岩 2１．１ ７．１ 4.7 1.210.0 ２面 完形 3２ 1４

掲載
番号

実測
番号

ｸﾞリノド 遺構番号 内容 石材
長さ
(c､）

幅(c､） 厚(c､） 質量(９）
打欠下部
(c､）

打欠間
(c､）

依存状況 備考
挿図
図版

写真
図版

214 ５ ７Ｌ SＤ１ 打欠石錘 砂岩 4.9 ４．７ Ｌ２ 4Ｌ９ ０．４５ 4.4 完形 3３ 1４

掲載
番号

実測
番号

ｸﾞリソド 遺構番号 内容 石材
長さ
(c､）

幅(c､） 厚(c､） 質量(９） 蹄状iＲ 刃部数平面形 調整 備考
挿図
図版

写真
図版

8５ 2３ 2６， SＤｌ２ スクレイパー 頁岩 ９．０ ５．４ Ｌ４ 7０．２ 完形 1 楕円形 あり 2５ １４

123 2４ ３４Ｂ ＳＫ８３ スクレイパー 結晶片岩 ９．４ ７．６ ２．０ 166.9 完形 １ 三角形 あり 打製石斧の再加工品 2７ 1４

掲載
番号

実測
番号

ｸﾞﾘｯﾄﾞ 遺構番号 内容 石材
長さ
(c､）

幅(c､） 厚(c､） 質量(９） 依鰍iＲ 】鵬耗
自然面
の有無

挿図
図版

写真
図版

206 ７ ７Ｌ SＤｌ 打製石斧 ホルンフェルス 1１．８ ８．２ １．８ 295.4 折損 なし

笠へ

3２ 1４

207 １ ５Ｍ SＤ２ 打製石斧 桂花木 1１．１ ４．６ Ｌ５ 122.6 完形 なし 有り 3２ 1４

208 ６ ７Ｌ SＤｌ 打製石斧 ホルンフェルス 7.6 ６．２ 1.9 118.9 折損 有り 有り 3２ 1４

292 2５ 2６， 撹乱 打製石斧 ホルンフェルス 1９．０ ５．６ ２．６ 174.1 完形 有り 有り 3７ １４

293 1２ 包含層 打製石斧 ホルンフェルス 11.3 ４．４ 1.6 9０．７ 完形 有り 有り 3７ 1４

掲載
番号

実測
番号

ｸﾞリッド 遺構番号 内容 石材
長さ
(c､）

幅(c､） 厚(c､） 質量(９） 研磨面 嚇状iＲ 使用法 形状 溝 用途
挿図
図版

写真
図版

8６ 2６ 30Ｃ SＤｌ２ 砥石 砂岩 4.1 ３．１ ９．５ 1８．７ １面 完形 手持ち 方形 無し 仕上げ砥 2５ 1４

210 ８ ７Ｌ SＤ２ 砥石 砂岩 １３．７ ５．０ 1２．４ 1２３０．０ ２面 完形 手持ち 方形 無し 仕上げ砥， 3２ 1４

211 ９ ７Ｌ SＤ２ 砥石 砂岩 1５．８ ４．７ １２．８ 960.0 2面 折損 置き 方形 無し 仕上げｲｶﾞg:､横面に炭化
物付着､赤化 3３ 1４

212 1０ ７Ｎ SＤ２ 砥石 砂岩 １５．２ １４．８ 4.3 1.120.0 折損 砥石の未製品 3３

213 ２ ３Ｎ SＤ２ 砥石 砂岩 1０．６ ５．７ 5.1 508.1 ４面 折損 置き 柱状 無し
仕－１こげｲI瞳｡被熱して折
損。

3３ １４

215 1３ １０Ｋ SＤ２ 砥石 濃飛流紋岩 4.5 ４．４ ０．９ 2８．１ １面 折損 手持ち 方形 無し 仕上げ砥 3３ 1４

掲載
番号

実測
番号

ｸﾞリッド 遺構番号 内容 石材
臼径
(c､）

縁径
(c､）

器高
(c､）

質量(９） 依存状iｌ 部位 芯棒孔 溝 備考
挿図
図版

写真
図版

8３ 2０ ２６Ｆ ＳＤ１２ 石臼 安山岩 １０．９ 1.250.0 折損 下臼 無
有り（本数
不明）

粉引き臼 2５ 1４

8７ 2１ 30Ｃ SＤ１２ 石臼 砂岩 2.4 167.8 折損 上臼 茶臼 2５ 1４

112 ３ ７Ｍ ＳＤ３ 石臼 花崗岩 (32.0） 9.3 1.230.0 折損 上臼 無 ３条 粉引き臼 2６ １４

290 1５ ２１Ｆ 南北ＴＲ 石臼 花崗岩 3１．４ 1０．３ 1６，０００．０ 完形 下臼 有り 3７ 1５

291 2７ 表採 石臼 花崗岩 (40.0） (26.0） 1０．５ 6,320.0 折損 上臼 有り 無
粉引き臼たが締め
式心棒受け有り 3７ 1５
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第21表釘観察表

ii震菫iiiE=篝
第22表金属製品観2品観察表

駆
厚み頁残存打凶写真

化

iilR ）「 ５

■■■■■■■■２６１５鍬力鋤

■■■■■■■６握

！■■■■■■■６１
０６２７６折柧■■■■■３６１５

ｊ'■■■■■■６１

第23表銭貨観察表

皇

掲載
番号

実測
番号

グリッド 遺構番号 層位 内容
長さ

(c､）
頭部径
(c､）

脚部厚さ
(c､）

質量(9)
残存
状態
備考

挿図
図版

写真
図版

8１ ８ 25Ｅ SＤｌ２ 2層 釘 ４．５ 0.7 0.3 ３．５ 完存 2５ 1５

125 ５ ２２Ｆ SＫ５９ 1層 釘 ２．３ 0.6 0.3 0.9 欠損 2７ 1５

288 ２ ２３Ｅ 包含層 II層 釘 ５．４ 0.8 0.5 ６．４ 完存 3６ 1５

289 ３ 22Ｅ 包含層 11層 釘 (3.5） (0.7） 0.3 １．６
釘先
欠扱

3６ 1５

掲載
番号

実測
番号

グリッド 遺構番号 層位 内容
長さ

(c､）

幅

(c､）

厚み

(c､）

質量

(９）
残存
状態
備考

挿図
図版

写真
図版

8２ ９ ２６Ｆ SＤｌ２ 3層 鎌 1１．７ 4.7 0.5 66.5 折損
柄部分の木片部残存柄と刃
の留め具残存

2５ 1５

1１１ １ ５Ｍ SＤ１ 3層 鍬か鋤 0.2 2５．９ 一部 2６ 1５

284 ７ 25, 撹乱 1層 握り鋏 1４．２ 1.3 0.4 19.1 折損 3６

285 １０ 31Ｃ 包含層 11層 環状金属製品 1１．７ 3.7 0.3 33.1 完存 3６ 1５

286 ６ 24, 包含層 11層 錘 (7.3） 1.5 0.6 2７．６ 折損 3６ 1５

287 ４ ２２Ｅ 包含層 11層 飾り金具 1.2 0.2 ９．７ 折損 3６ 1５

掲載
番号

実測
番号

グリッド 過構番号 層位 内容
銭径

(c､）

内径

(c､）

銭厚

(c､）

質量

(c､）
残存
状態

材質、初鋳年他
挿図
図版

写真
図版

124 1１ 28Ｃ SＫ７４ 1層 古銭、刀子 ７．７ 2.9 Ｌ３ 1３．８ 2７ 1５

124-

Ａ
1１ 28Ｃ SＫ７４ 1層 古銭 ２．３ 0.5 ０．１ 1.9 折損

寛永通宝四シ宝銭銅銭
(1708）

2７ 1５

124-

Ｂ
1１ 28Ｃ SＫ７４ l層 古銭 ２．５ 0.5 ０．１ ３．５ 完形

寛永通宝水戸銭銅銭
(1635）（古寛永銭）

2７ 1５

124-

Ｃ
11 28Ｃ ＳＫ７４ 1層 古銭、刀子

４
４
●
●

２
２ 0.6

0.6

１
１
●
ｐ

０
０

４．５
完形

２枚重な
も含む。

り、質量｜
寛永通宝

こ刀子分
2７

124-

，
1１ 28Ｃ ＳＫ７４ 1層 古銭、刀子 ２．５ 0.5 ０．１ ３．７ 完形

質量に刀子分も含む。寛永
通宝電揮通無背銭
(石ノ巻）銅銭(1728）

2７

124-

Ｅ
1１ 28Ｃ SＫ７４ l層 古銭、刀子

２．２

２．５

0.5

0.5

０．１

０．１ ５．６
完形

2枚重なり、質量に刀子分
も含む。寛永通宝重揮通
無背銭(石ノ巻）
銅銭(1728）

2７
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第５章自然科学分析

第１節放射性炭素年代測定

山形秀樹（パレオ・ラボ）

１゜はじめに

深渡Ａ地点遺跡より検出された炭化物の加速器質量分析法(ＡＭＳ法)による放射性炭素年代測定を

実施した。

２．試料と方法

試料は、２区暗渠(ＳＤ２）ｌ層内から採取した炭化球果(マツ属複維管束亜属）1点、６区溝跡(SD12）

ｌ層内焼土から採取した草本炭化物１点の併せて２点である。

これら試料は、酸・アルカリ・酸洗浄を施して不純物を除去し、石墨（グラファイト）に調整した

後、加速器質量分析計（ＡＭＳ）にて測定した。測定された'4Ｃ濃度について同位体分別効果の補正を

行なった後、補正した1℃濃度を用いて1℃年代を算出した。

３．結果

表24に、各試料の同位体分別効果の補正値(基準値-25.0%b)、同位体分別効果による測定誤差を補

正した'4Ｃ年代、’4Ｃ年代を暦年代に較正した年代を示す。

1℃年代値（yrBP）の算出は、1℃の半減期としてLibbyの半減期5,568年を使用した。また、付

記した'4Ｃ年代誤差（±1ぴ）は、計数値の標準偏差ぴに基づいて算出し、標準偏差（Onesigma）に相

当する年代である。これは、試料の1℃年代が、その'4Ｃ年代誤差範囲内に入る確率が68％であること

を意味する。

なお、暦年代較正の詳細は、以下の通りである。

暦年代較正

暦年代較正とは、大気中の1℃濃度が一定で半減期が5,568年として算出された'4Ｃ年代に対し、過

去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の1℃濃度の変動、および半減期の違い（l4Cの半減期

5,730±40年）を較正し、より正確な年代を求めるために、’4Ｃ年代を暦年代に変換することである。

具体的には、年代既知の樹木年輪の詳細な測定値を用い、さらに珊瑚のＵ－Ｔｈ年代と'4Ｃ年代の比較、

および海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いて1℃年代と暦年代の関係を調べたデータにより、較正

曲線を作成し、これを用いて'4Ｃ年代を暦年代に較正した年代を算出する。

’4Ｃ年代を暦年代に較正した年代の算出にＣＡＬＩＢ４．３（ＣＡＬＩＢ３０のバージョンアップ版）を使

用した。なお、暦年代較正値は'4Ｃ年代値に対応する較正曲線上の暦年代値であり、１ヶ暦年代範囲は

プログラム中の確率法を使用して算出された1℃年代誤差に相当する暦年代範囲である。カッコ内の
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百分率の値はその１ぴ暦年代範囲の確からしさを示す確率であり、’0％未満についてはその表示を省

略した。，ぴ暦年代範囲のうち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲については、表中に下線で

示した｡

第24表放射性炭素年代測定結果

４．考察

各試料は、同位体分別効果の補正および暦年代較正を行なった｡暦年代較正した１ぴ暦年代範囲のう

ち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲に注目すると、それぞれより確かな年代値の範囲とし

て示された。

引用文献

中村俊夫（2000）放射性炭素年代測定法の基礎。日本先史時代の1℃年代、ｐ､3-20．

Stuiver,Ｍ・andReimer,ＰＪ．（1993）Extendedl4CDatabaseandRevisedCALIB3､０１４CAge

CalibrationProgram,Radiocarbon,35,ｐ､215-230．

Stuiver，Ｍ､，Reimer，Ｐ.J､，Bard，Ｅ，Beck，Ｊ，Ｗ､，Burr，ＧＳ.，Hughen，Ｋ、Ａ､，Kromer，Ｂ，

McCormac,ＦＧ.,ｖ・dPlicht,Ｊ､,andSpurk,Ｍ、（1998）INTCAL98RadiocarbonAgeCalibra‐

tion,24,ＯＯＯ－０ｃａｌＢＰ，Radiocarbon,４０，plO41-1083．

測定番号

(測定法）
試料データ

Jl3CP

(%b）

ＤＢ '4Ｃ年代

(yrBP±ｌＯ）

'4Ｃ年代を暦年代に較正した年代

暦年代較正値 1ぴ暦年代範囲

ＰＬＤ－ｌ７２４

(ＡＭＳ）

炭化球果

(マツ属複維管束亜属）

２区土坑ＳＫｌ３内

－２５．５ 110±2５

ｃａｌＡＤ１７００

ｃａｌＡＤｌ７２０

ｃａｌＡＤ１８１５

ｃａｌＡＤ１８３０

ｃａｌＡＤ１８８０

ｃａｌＡＤｌ９１５

ｃａｌＡＤ１950

calAD1695-1725（29.7％）

calAD1810-1890（63.0％）

ＰＬＤ－ｌ７２５

(ＡＭＳ）

草本炭化物

６区溝跡ＳＤ１２

l層内焼土

－２８．８ 75±2５ cａｌＡＤｌ９５０

calAD1700-1720（23.5％）

calAD1815-1830（17.1％）

calAD1880-1915（53.7％）
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第２節花粉化石群集

新山雅広（パレオ・ラボ）

１．試料

花粉化石群集の検討は、近世の暗渠（礫下）および中世の溝（最下層）埋土より採取された２試料

について行った。近世の暗渠（試料ｌ）は砂混じりシルト質粘土、中世の溝（試料２）は砂を主体と

した堆積物である。

２．方法

花粉化石の抽出は、試料約２～３９を10％水酸化カリウム処理（湯煎約15分）による粒子分離、傾

斜法による粗粒砂除去、フシ化水素酸処理（約30分）による珪酸塩鉱物などの溶解、アセトリシス処

理（氷酢酸による脱水、濃硫酸１に対して無水酢酸９の混液で湯煎約５分）の順に物理・化学的処理

を施すことにより行った。なお、フシ化水素酸処理後、重液分離(臭化亜鉛を比重2.1に調整）による

有機物の濃集を行った。プレパラート作成は、残置を蒸留水で適量に希釈し、十分に撹枠した後マイ

クロピペットで取り、グリセリンで封入した。検鏡は、プレパラート全面を走査し、その問に出現し

た全ての種類について同定・計数した。その計数結果をもとにして、各分類群の出現率を樹木花粉は

樹木花粉総数を基数とし、草本花粉およびシダ植物胞子は花粉・胞子総数を基数として百分率で算出

した。なお、複数の分類群をハイフンで結んだものは分類群間の区別が困難なものである。

３．花粉化石群集の記載

同定された分類群数は、樹木花粉13、草本花粉８、形態分類で示したシダ植物胞子２である。以下

に、各試料の花粉化石群集を記載する。

［近世の暗渠・礫下（試料１）の花粉化石群集］

樹木花粉の占める割合は60％程度である。その中で、マツ属(不明）が30％程度と最も高率である。

マツ属（不明）は、状態が非常に悪く、複維管束亜属か単維管束亜属か区別し得なかったが、大半な

いし全てが複維管束亜属と予想される。このマツ属（不明）を含めると、複維管束亜属は40％程度を

占めることになる。次いで、スギ属、コナラ亜属、クリ属の順に高率である。草本花粉は、イネ科が

20％程度で最も高率であり、アブラナ科、ヨモギ属、タンポポ亜科が若干目立つ。他は、ソバ属、ア

リノトウグサ属などが１％以下で出現する。

［中世の溝・最下層（試料２）の花粉化石群集］

十分な花粉化石が産出せず、花粉化石分布図として示すことができなかった。樹木花粉では、マツ

属複維管束亜属、マツ属(不明)、スギ属、コナラ亜属などが産出し、草本花粉ではイネ科のみが産出

した。

4．考察

近世の遺跡周辺には、マツ属複維管束亜属、スギ属といった針葉樹の卓越する森林が成立していた
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と予想される。また、落葉広葉樹のコナラ亜属、クリ属も主要な要素であり、虫媒花のクリ属は遺跡

付近に多くみられたであろう。常緑については、シイノキ属が僅かに混じる程度で、殆どみられない

ような状況であったと考えられる。付近では、ソバ属の出現からソバ栽培が行われていたと考えられ、

有用植物を多く含むアブラナ科（ナタネ）なども栽培されていた可能性がある。また、アリノトウグ

サ属、ヨモギ属、タンポポ亜科などが生育するような人の干渉を強く受けた日当たりの良い草地がみ

られたであろう。多産するイネ科については、属まで絞り込むことは困難であるが、ススキやシバな

どの草地優占種である可能性が考えられる。

なお、暗渠の堆積物（試料ｌ）は、花粉化石の産出個数は豊富であったが、保存状態については、

ほぼ全てが極めて悪かった。このことから、暗渠は基本的には水付きであったものの、あまり安定し

た滞水環境ではなく、幾分乾き気味になることも頻繁にあったのではないかと思われる。中世の溝(試

料２）については、十分な花粉化石が産出しなかったが、砂が卓越する堆積物であり、花粉化石が流

出してしまったことが予想される。中世の古植生については推定することができなかったが、樹木花

粉では、マツ属複維管束亜属、マツ属(不明)、スギ属、コナラ亜属が比較的多く得られており、主要

な森林要素については近世と大きくは変わりがなかった可能性が考えられる。

第25表花粉化石産出一覧表

和名 学路

樹木

ツガ目応ｕｇａｌ
マツ図襖燈百束亜属Ｐｍｕｓｓｕｂｇｅｎ、Dipj0ﾊﾞﾝﾉon２１３
マツ目（不明）Ｐｊｎｕｓ（Unknown）６７４
コウヤマキ風Scjadopjtysl
スギ属CmlpColnerja５４３
イチイ科一イヌガヤ科一ヒノキドリＴ－Ｃ１
クマシデgU-ｱｻﾀﾞ届ＣａＪＷ"Us-0st〃a4
ハンノキ■ＡｊｎＵＳ1
コナラ用8コナラ亜属QuercussubgenLepjdobaﾉﾖnus３６６
クリ■Castanea２６１
シイノキ目Casta"ｏｐｓｊｓｌ
モチノキ田JjeXｌ
ツツジ科Ｅｒｉｃａｃｅａｅｌ

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－℃－－－－－－－－￣

Ｒ■４９

イネ科Gramineae７３３
カヤツリグサ科Ｃｙｐｅ｢aceae】
他のタデ厨ｏｔｈｅｒＰｏｌｙｇｏｎｕｍ
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第38図暗渠（近世）の花粉ｲﾋ石分布図

Ｔ・－Ｃ･はTaxaceae-Cephalotaxaceae-Cupresaceaeを示す

試料１：暗渠（近世）試料２：溝最下層（中世）
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第３節山茶碗・岩石付着赤色顔料の蛍光Ｘ線分析

小村美代子（パレオ・ラボ）

１．はじめに

ここでは、山茶碗内部に付着する赤色顔料と、この山茶碗の脇から検出された岩石に付着する赤色
顔料の蛍光Ｘ線分析を行い、赤色顔料の成分について検討した。

２．試料と方法

試料は山茶碗内部に付着する赤色顔料と、この山茶碗の脇から検出された岩石に付着する赤色顔料

の２点である。試料の詳細については第26表に示す。山茶碗に付着する赤色顔料は、内面の側面に赤

黒〈はっきりと付着しており、内面底部や破断面にもうっすらと赤色が確認される。岩石に付着する

赤色顔料は、岩石を構成する鉱物等に由来する物質ではなく、大きく斑状に付着した状態を示す（写

真１参照)。なお、岩石は濃飛流紋岩の円礫である。

測定試料は、各試料の赤色部にセロハンテープを押し付けて赤色顔料を採取した。各赤色顔料の採

取箇所は写真１で○印で示す。ただし測定試料は、純粋に赤色顔料のみではなく、セロハンテープに

赤色顔料と共に付着した胎土や土壌等も僅かに含まれる。

分析はセイコー電子工業(株）製のエネルギー分散型蛍光Ｘ線分析計SEA-2001Lである。装置の

仕様は、Ｘ線発生部の管球のターゲットはロジウム(Rh)、ベリリウム(Be)窓、Ｘ線検出器はＳｉ(Li）

半導体検出器である。測定条件は、測定時間300秒、照射径10mm、電流63匹Ａ、電圧50ｋＶ、試料室内は
真空である。

第26表試料の詳細

遺物番号 グリッド

１７０ 11Ｊ

１７１ 11Ｊ

３．分析結果

第39図には蛍光Ｘ線スペクトル図、第27表には、蛍光Ｘ線分析で検出された赤色顔料に関係する元

素やその他検出された元素などを示す。検出された元素は、鉄(Fe)、アルミニウム(Ａｌ)、ケイ素(Si)、

イオウ（Ｓ)、カリウム（Ｋ)、カルシウム（Ca)、チタン（Ｔｉ)、亜鉛（Zn）がある。

なお、ロジウム（Rh）のピークはＸ線発生部の管球（ロジウム）に由来するものであり、試料に含

まれる元素とは関係がない。また、イオウ（Ｓ）はセロハンテープにも含まれる元素でこれも試料と

は関係がない。

山茶碗と岩石付着赤色顔料からは共に鉄（Fe）が高く検出され水銀（Ｈｇ）は検出されなかったこと

から、これら赤色顔料は鉄が主成分であることが確認された。山茶碗付着赤色顔料は意図的に使用さ

れた付着状況からベンガラと考えられる。岩石付着赤色顔料は付着状況から意図的に使用されたのか

判断ができない為、表２の顔料同定の欄にはカッコ表示でベンガラと記載した。

遺物番号 グリッド 遺構層位 遺物

170 １１Ｊ ３区暗渠ＳＤ２２層 山茶碗

171 11Ｊ 3区暗渠ＳＤ２２層 岩石（濃飛流紋岩）
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第27表試料から検出された元素と顔料の種類

遺物番号 顔料同正

１７０ ベンヵラ

１７１ ベンガラ

[元素記号］Ａｌ：アルミニウム、Ｓｉ：ケイ素、Ｓ：イオウ、Ｋ：カリウム、Ｃａ：カルシウム、Ｔｉ：チタン、

Ｆｅ：鉄、Ｚｎ：亜鉛、Ｈｇ：水銀

[記号］○：検出、－：未検出
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第39図赤色顔料の蛍光Ｘ線スペクトノレ図

Ll：アルミニウム、Ｓｉ：ケイ素、Ｓ：イオウ、Ｋ：カリウム、Ｃａ：カルシウム、Ｔｉ：チタン、Ｆｅ：

鉄、Ｚｎ：亜鉛、Ｒｈ：ロジウム（Ｘ線管球より）
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[元素記号]Ａｌ：

遺物番号170

山茶碗付着赤色顔料

陰－－－－￣

50mm/div

遺物番号171

岩石付着赤色顔料

第40図赤色顔料の付着状況
（○印：赤色顔料採取部）

遺物番号 遺物 Ｈ９ Ｆｅ 顔料同定 その他検出された元素

170 山茶碗 ○ ベンガラ Ａｌ、Ｓｉ、Ｓ、Ｃａ、Ｔｉ、Ｚｎ

171 岩石（濃飛流紋岩） ○ (ベンガラ） Ａｌ、Ｓｉ、Ｓ、Ｋ、Ｃａ、Ｔｉ、Ｚｎ
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図版１６

産出した花粉化石（scalebar:1叩､a:1b:2~６）

ｌ・マツ属複維管束亜属、ＰＡＬＭＮｌ８７０

２．スギ属、ＰＡＬＭＮ１８７１

３．コナラ属コナラ亜属、ＰＡＬＭＮ１８７４

４．クリ属、PAL・ＭＮ１８７２

５．イネ科、ＰＡＬＭＮ１８７３

６．ソバ属、PALINml875
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